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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







「セリカさん？　どうしたの？」

　帰宅した同居人の表情が暗いことは、四歳のタクトでもすぐにわかった。

　同居人の名はセリカといった。薄うす紫むらさき色の長い髪かみが印象的な少女だ。線が細く、優やさしい顔立ちをしている。年ねん齢れいはタクトよりも十大きい。

「俺、ちゃんとピアノの練習したよ。あと、読めって言われた絵本も読んだよ」

　自分に原因があるのではないかと焦あせったタクトは、先回りして答えた。

「それから、掃そう除じも片付けもしたし……」

　そこまで言って、タクトはセリカの変化をもうひとつ見つけた。

「泣いてるの？」

　セリカの目元には涙なみだが浮うかんでいた。

「怪け我がでもしたの？　って、うわっ」

　手の甲こうでそれをぬぐったセリカが、突とつ然ぜんタクトを抱だきしめた。

「どうしたの？」

「ちょっとだけ、こうさせて。タクト」

「……いいけど」

　タクトは赤面しつつ、なすがままになった。

「ねえ、タクト」

　少女が囁ささやくように言った。

「なに？」

「わたしはね、戦争を終わらせるために、白はく銀ぎんの剣けん花かとして、たくさんのフィオーラを倒たおしてきたの。彼女たちの中にはマスターの命令でいやいや戦っていた子もたくさんいる。本当は戦うことを望まずに、違ちがうことをしたかった子もいたはずなのに……」

　セリカが外でしていることを、タクトはぼんやりと理解していた。だが、こうして直接聞くのは初めてのことだった。返す言葉が見つからず、黙だまって耳を傾かたむける。

「どうしてフィオーラ同士で傷つけ合わなくちゃいけないの？　どうして笑え顔がおでいることが許されないの？　フィオーラは自分の夢を叶かなえてはいけないの？」

　セリカの表情はみるみるうちに崩くずれていく。

　そんな悲痛な顔を見るのはいやだった。だからタクトは懸けん命めいに考えて言った。

「だったら、俺が叶える」

　セリカが顔を上げる。

「俺がフィオーラみんなの夢を叶えてみせるよ！」

「……どうやって？」

「え？　えっと、えっと……」

　セリカの反はん応のうに、タクトは焦った。

　その時点では、具体的な答えを持っていなかったからだ。

　だが、すぐに思いついた。

「マスターに、なるよ」

「マスター？　フィオーラマスターになるっていうの？」

　セリカが眉まゆをひそめた。

「フィオーラマスターなんて、フィオーラを道具のように扱あつかって、無理に戦わせるようなひどい存在よ？　そんなものになってどうするの」

「違うよ！」

　タクトは説教になりそうなセリカの言葉を遮さえぎる。

「俺がなるのはセリカさんがいやがるようなマスターじゃない。……フィオーラの夢を叶えることを一番に考える、そういうマスターだよ」

「タクト、そんなの……」

　セリカが何かを言いかけて飲み込んだ。

　しばらくじっとタクトを見つめ続けていた。

　タクトは、黙りこくってしまったセリカを上うわ目め遣づかいに見上げ、おずおずと口を開く。

「セリカさん、だからもう泣かないで。俺がんばるから」

「タクト……」

　セリカが再びタクトの身体からだを抱きしめた。

「わかったわ。あなたがそんな素す敵てきなマスターになってくれるっていうなら、わたしはもう泣かない。もう迷わない。白銀の剣花として戦って、一日でも早くこの戦いを終わらせる。それで、あなたにわたしの夢を托たくすわ」

　少しだけ身体を離はなすと、セリカはタクトの両りよう肩かたをつかんだ。

「だから、タクト。必ず、フィオーラの夢を叶えるマスターに……、そんな世界最高のフィオーラマスターになってね」

「うん、俺、なるよ！　絶対になってみせる！　世界最高のフィオーラマスターに！」

　元気の良いタクトの返事に、セリカは満足そうに微笑ほほえんだ。




　百年にわたって続いた世界大戦、『花はな戦せん争そう』が終結したのはその数ヶ月後だった。

　多くのフィオーラやフィオーラマスターが、戦争終結に尽じん力りよくした。

　そのひとりとして、白銀の剣花の名前があった。

　後の歴史家が彼女なしでは戦争は終わらなかったと述べるほど、白銀の剣花の功績は大きかったという。

　ただし、白銀の剣花の消息はそこで途と絶だえている。

　正体を知る人間がほとんどいなかった上に、戦後、一いつ切さい姿を現さなかったからだった。

　隠いん居きよした。死亡した。初めから存在していなかった。

　人々のあいだには様々な噂うわさが流れた。だが、社会の激変に伴ともなって、そんな噂も次第に影かげを潜ひそめていった。

　そして十二年が過ぎた。

　ここ数年、白銀の剣花らしき存在の目もく撃げき例はあったが、興味を持つ者は少なかった。

　一方、今年十六歳になるタクトは、新たな人生の一歩を踏ふみ出そうとしていた。

　世界最高のフィオーラマスターになる。その夢を叶えるために。







　フィオーラ。

　それは花か力りよくと呼ばれる強大な力を持つ少女たちの総そう称しようである。

　長い歴史の中で、彼女たちは常に争いの中心にあった。

　魔ま女じよや死神。それが、彼女たちの蔑べつ称しようだった。

　しかし、『花戦争』の終結を機に、彼女たちの立場は一変する。

　戦後すぐ、どこの国にも属さない独立自治領『戦せん花かの園その』が設立され、世界中のフィオーラがここに集められた。その力を管理し、世界平和に使うためだった。

　当然、フィオーラたちが一カ所に集まることを、世界中の人々が恐おそれた。

　一方でフィオーラたち自身も、力をもてあますのではないかと不安を感じていた。

　そこで戦花の園がとった施し策さくが、フィオーラによるエンターテインメントの提供だった。

　フィオーラはみな美しい外見を持ち、華か麗れいな歌やダンスで容易に人を魅み了りようする。

　そのスキルを最大限に活用し、歌か謡よう曲きよくを発表させたり、コンサートや握あく手しゆ会などのイベントを行うよう、促うながしたのである。

　さらに、年二回のフィオーラによるバトルイベント、戦花祭フイオーラフエスを開かい催さいした。

　華はなやかな少女たちによる軽けい妙みようなバトルは、花力による派手な技わざの数々も相まって、どんなエンターテインメントよりも人々の興味を惹ひいた。

　また、フィオーラたちにとっても力の習熟のために良い特訓の場となった。

　もちろん、戦争を思い出すという意見もあった。だが、それが一いつ般ぱん人に被ひ害がいを及およぼさないフィオーラ同士の戦いであり、かつ死につながるような大怪我がないような対処が為なされた上であれば人々の警けい戒かい心は薄うすれていって当然だった。

　さらに、年間を通して競きそう、フィオーラのランキング制度が導入された。

　世界中の人々の人気投票によって順位が決定するこのランキングでは、一位になったフィオーラに、名めい誉よと、様々な報ほう酬しゆうが与あたえられる。

　この制度により、フィオーラたちはよりいっそう、魅みせる力の使い方を習得しようと努力を重ね、また、フィオーラ以外の人々との交流に力を入れていった。

　こうして、花戦争終結後、フィオーラと人々の距きよ離りは一気に近づいた。

　かつて魔女や死神と恐れられた彼女たちは、今ではすっかり人々の癒いやしや、憧あこがれの存在へと置き換かわっている。

　少女たちは歌い、踊おどり、戦うことで、人を喜ばせ、己おのれの夢へと邁まい進しんするのである。

　これは、そんな彼女たちと、それを支えるひとりの少年の物語である。
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「やばい。完全に遅ち刻こくだ」

　タブレットに表示された時刻を見て、タクト・エンゲイジはぞっとした。

「入学から一週間も遅おくれてるんだ。せめて今日くらいちゃんとしたかったんだが……」

　今日からお世話になる戦せん花か学がく園えん高校。

　その担任と約束した時刻まではあと一分。だが、付近にはそれらしい建物がない。

　視界にあるのは一本の道と、その両りよう脇わきに延々と拡ひろがる森だけだった。

「まさか地図を見み間ま違ちがえるなんてな。……ええと、ここは最さい果はての森もりってところか。学校と正反対だな。さすがに一分や二分じゃ間に合わない。……あれを使うか？」

　一いつ瞬しゆん、脳裏に不ふ穏おんな考えがよぎるが、タクトはすぐに首を振ふる。

「いや、それはまずいだろ。……とりあえず学校に連れん絡らくしておこう」

　ため息をつきつつ、タブレットを操作し、地図から音声通話機能に切り替かえた。

　戦花板タブレツトは世界中ほとんどの人が持っている便利ツールだ。

　半はん透とう明めいで平へい坦たんな樹じゆ脂し性のデバイスで、画面に触ふれるだけで様々なことができる。

　動画や音楽の再生に、ゲーム、メールもできれば音声通話もできる。さらにフィオリンクというネットワークに接続して、色々なサイトも閲えつ覧らんできるものだった。

　音声通話で担任に事情を説明すると、軽い小言のあと、近くのバス停を教えてもらえた。

　バスに乗れば始業には間に合うという。

　本当は始業より一時間早く来るように言われていたのだが、仕方がない。

「これで一安心だな。……うん？」

　バス停で安あん堵どしていると、ふと、どこからともなく何かが聞こえてくることに気づいた。

「……女の子の声？　歌、……か？」

　それは旋せん律りつにのった少女の声だった。

　周囲を確認すると、バス停のすぐ傍そばに森へ入る小道がある。

　歌声の主はその方向にいるらしい。

「森の中……？　なんでこんなところで歌ってるんだ？」

　大いに興味を持ったタクトは、バス停の時刻表を見た。そして次の便にはまだ少し余よ裕ゆうがあることを確認してから森の小道へ足を踏み入れた。

　小道は歩きやすいものではなかった。

　幾いく本もの枝が折れて落ち、道を遮っている。あるいは幹からぶら下がった枝が、皮一枚でかろうじてつながって、垂れ下がっていたりする。

　タクトが一週間も遅れる原因となった、先日の嵐あらしのせいだろう。

　戦花学園高校は、戦せん花かの園その、通つう称しよう『花はな園ぞの』と呼ばれる海上の孤こ島とうにある。現在、花園へのアクセスはいくつかの港から出航する船のみだった。

　タクトは学校から指定された船の最終便に乗り遅れた。その上、運悪く十数年に一度レベルの巨きよ大だいな嵐が発生したため、最も寄よりの港で一週間の足止めを余よ儀ぎなくされたのだった。

　そんな一週間を思い出しつつ、タクトは慎しん重ちように足を進める。

　歌声を頼たよりにしばらく行くと、不意に木々が開けた。

　短い草に覆おおわれた、大きな運動場くらいの広さのスペースが忽こつ然ぜんと森の中に現れる。

「すげ……。広っ……。あ……、女の子……？」

　そこに、ひとりの少女がいた。

　優に腰こしまである長くふわりとした桃もも色いろの頭とう髪はつに、遠目でもわかる整った目鼻立ち。

　森に住む精せい霊れいと言われても信じてしまいそうなほど可か憐れんで気高く美しい。

　そんな少女が、目を閉じ、胸に手を当て、身体からだを揺ゆらしながら歌っている。

「普ふ通つうの女の子、だよな？　着てる服、どうみても学生服だしな。……それにしても綺き麗れいな歌声だ。こうやって聞いていると、心がぽかぽかしてくる。森の木こ漏もれ日に抱だかれてるみたいに心地良い。……こんな歌声は初めてだ」

　タクトは目を閉じて少女の歌に聞き入った。

　柔やわらかな声には、あらゆるものを包み込むような不思議な力があった。

「誰だれだろう。ここまでうまければフィオーラなのは間ま違ちがいないよな。それもかなり有名な子だと思うが、ランキングでは見たことがないな」

　思い出そうとしたが、少女に該がい当とうする人物を思いつかなかった。

　ふと、少女の歌が止まった。

　目をあけると、少女が神しん妙みような面おも持もちで呼吸を整え、静止していた。

　しばらくじっとしていた少女だったが、やがて、ため息とともに盛大に肩かたを落とした。

　だが、すぐにきりりと表情を引き締しめ、今度は地面にうつぶせになる。

　地面には布が敷しいてある。制服を汚よごさない工夫だろう。

　少女は布の上で腕うで立たて伏ふせを始めた。

　しかも、先ほどと同じ曲を歌いながらの腕立て伏せだった。

「歌いながら腕立て？　トレーニング、なのか？」

　タクトは首をかしげながら、少女の行動を見守った。

　腕を曲げ、伸のばすたびに、呼吸が荒あらくなり、音程や声の大きさがぶれる。それでも少女はそのまま数十回の腕立て伏せを続けた。

　曲が終わったのか、歌が止まる。少女は身体を起こすと、ぺたんと女の子座りをして、何かを祈いのるように胸の前で手を組んだ。

　数秒の沈ちん黙もく。

　そして再び少女はため息をついた。

「やっぱりだめなのかな……」

　力のない声で少女は言う。

　もしも耳と尻尾しつぽがあれば、思い切り垂れ下がっているだろう。そんな風に見えた。

「ううん、これであきらめちゃだめ！　まだあれをやってないし！」

　少女は首を振って表情を改めると、手近な木に歩み寄った。

「せーの！」

　かけ声とともに、勢いよく両手を地面につき、その反動で足を上に上げる。

　逆立ちだ。少女はそのまま、またもや歌い出した。

　タクトは思わず目を逸そらした。

　少女の着ている制服の下半身はスカートだ。

　だから思い切りまくれて、白いふとももや、腰こし回まわりを包む下着が露ろ出しゆつしていたのだ。

「……あ」

　不意に少女の歌声が止まった。口を大きくあけた状態で、目を見開いている。

　視線はタクトの方に向いていた。ようやくタクトに気づいたのだ。

「え？　ええ？」

　眼をぱちくりさせ、顔を赤くする。

「きゃあっ」

　動どう揺ようしたのか、腕が曲がって、少女はその場に崩くずれ落ちた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　うっ……」

　タクトは慌あわてて駆かけ寄った。だが、少女のすぐそばで足を止めた。

　スカートがまくれ上がり、下着に包まれたお尻しりがこっちを向いていたからだった。

「痛たたたた……」

　少女が痛みに耐たえながら顔を上げる。

　頰ほおを赤く染めたままタクトを見て、それから自分の下半身を確認。

　マッハでスカートを直して、ガバッと立ち上がった。

「み、見たの？」

　赤面しながら強こわ面もてでにらみつけてくる。

「あ……」

　タクトは一瞬返事に詰つまる。

　少女の容姿に目を奪うばわれたからだった。

　桃色の頭髪、筋の通った鼻、小こ振ぶりな唇くちびる、そして気の強そうな目にはまる、薄紫色の目。

　すべてが絶ぜつ妙みようなバランスで配置された、綺麗な顔。

　遠目で見たときよりも、少女ははるかに美しかった。

　だが状じよう況きようが状況だ。タクトはずっと見ていたい衝しよう動どうを押し殺して答えた。

「……悪い。見るつもりはなかった」

　瞬間、少女の顔が一ひと際きわ赤く染まる。

　嚙かみつきそうな勢いでタクトに何かを言おうとして、そこで少女ははっとする。

「あなた、その制服……。まさか、うちの生徒なの？」

　タクトは深緑色を基調とした、戦花学園高校の男子用学生服を身に着けていた。

「うちの生徒？　じゃあ、おまえも戦花学園の生徒なのか？」
















　少女の顔からすっと朱しゆが引いた。

　強ばった表情で静かに質問を返してくる。

「……あなた一体いつから見てたの？」

「おまえが歌いながら腕立てをした、少し前からだ」

「じゃ、じゃあ、わたしの特訓を、見てたってこと？」

「あれが特訓なら、そういうことになるな」

「そんな……、まさか戦花学園の生徒に見られるなんて……。噓うそでしょ……」

　この世の終わりに直面したように、少女は青ざめた。

　よほど見られたくなかったようだ。

「ねえ、あなた！」

　少女が切せつ羽ぱ詰つまったように叫さけぶ。

「お願いだからここで見たことは忘れて。絶対に口外しないで。どんな甘い取り引きがあっても、拷ごう問もんされても、口が裂さけても言わないで！」

「へ？」

「万が一、校舎ですれ違ちがっても声をかけたりしないでよ？　ぜーったいに、お願い！　もしも言ったら……、耳元で歌うからね！　全力で！」

　一気に言い切ると、少女はそそくさと敷いてあった布を丸める。それを近くに置いてあった鞄かばんに突つっ込み、タクトがやって来た方向、つまりバス停の方に、猛もう烈れつな勢いでだーっと駆け抜ぬけていった。

「あ、おい」

　タクトが声をかけるが少女は立ち止まらず、あっという間に森の中に消え去った。

「なんなんだ、一体……」

　タクトは途と方ほうに暮れたように、しばらくのあいだ少女のいなくなった方を見続けていた。

「……って、まずい。ぼーっとしてる時間はないんだった。バスに乗らないと」

　はっとなってタクトもすぐに森を抜ける。

　森を出たところで、ちょうど去っていくバスが見えた。

　バス停に少女の姿はない。今のバスに乗ったのだろう。

「ああ、行っちゃったか……。ええと、次のバスは……。って、一時間後!?　噓だろ、おい。ちょっと、そのバス待ってくれぇ！」

　タクトはバスを追いかけ、懸けん命めいに走り出した。




　　　　２




　戦花学園高等学校。

　それは戦花の園に設立された、フィオーラとその関係者──例えば、フィオーラマスターや、フィオーラのレッスン指導者など──の育成を行う学園のひとつだ。

　全生徒は、戦花の園に存在するフィオーラ事務所や、それに類する機関に所属することが義務づけられている。

　午前中は一いつ般ぱん教養を身につける他ほか、学園生活を通じて人間性や倫りん理り観かんを学ぶ。そして午後は学園や事務所での活動によって専門性を高めるシステムになっていた。

　タクトが学園についたのは、まだ午前中だった。

　従って、普通の学校のようにクラスで挨あい拶さつをするところから始まった。

「はーい。みんなおはよー。今日は最初に、転校生……、じゃなくて、一週間と二時間遅おくれてきた期待の大物クラスメイトを紹しよう介かいするよー？　入ってー」

　教きよう壇だんに立った担任教師、モモ・パーシカがさらりと嫌いやみを交えてタクトを紹介した。

　先生は、タクトよりも背せ丈たけが頭ひとつ以上小さく、顔も童顔だ。

　そんな先生のじとっとした視線に耐えつつ、タクトは教室に入った。

　あのあと、結局バスには追いつけず、朝から学校までマラソンをすることになった。

　到とう着ちやくしたのは始業後一時間半を過ぎてからだった。

　嫌みを言われても仕方がない。

　内心でため息をつきつつ、タクトはモモ先生の横に立って教室内を見み渡わたした。

　クラスの人数は三十人程度。八割以上が女子である。

「さあ、名前を書いて自己紹介してー」

　モモ先生の手からスタイラスを受け取ると、タクトは背後の壁かべにぶら下がる巨きよ大だいなタブレット、通つう称しよう『黒板』に自分の名前を大きく書いた。振ふり返って言う。

「タクト・エンゲイジです。俺は出で逢あったフィオーラ全員を咲さき誇ほこらせる、世界最高のフィオーラマスターになるためにこの学校にきました。みなさんよろしくお願いします」

　自己紹介の内容は結構前から考えていたので、つかえることなく言えた。

　ぺこりとお辞じ儀ぎすると、モモ先生が補足する。

「エンゲイジくんは、世界最難関とされるフィオーラマスター課程の入学試験に受かった優等生だからねー。みんなも知っての通り、フィオーラマスターはフィオーラの体調やスケジュールの管理をしてー、常にベストなパフォーマンスを発揮できるようにする職業だよー。その当人が自己管理できないのはまずいけどー、まあ、まだ一年生だしねー」

　タクトはモモ先生の言葉に肩かたをすくめることしかできなかった。

「このクラスの誰だれかのマスターになるかもしれないから、仲良くしてあげてねー」

　はーいと、教室中から元気な声があがる。

　クラスメイトたちは先生ほど遅ち刻こくを気にしてはいないようだった。むしろ、タクトに対して興きよう味み津しん々しんといった雰ふん囲い気きだ。

　ちらほらと少女たちの会話が聞こえてくる。

「フィオーラマスター課程の入試って超ちよう絶ぜつ倍率高いんだよね!?」

「フィオーラ以外のひとたちにとって、金銭的にも名めい誉よ的にもなりたい職業ナンバーワンだからね」

「そうそう。しかもフィオーラの数は世界全体の人口と比べれば少数だから、必然的にフィオーラマスターの絶対数も少なくなるし」

「間接的とはいえ、フィオーラの強大な力に関かかわることになるから、知識や知ち恵えはもちろんのこと、人格や性格も厳しく審しん査さされるんでしょ？」

「それに戦争中と違って、誰だれ彼かれ構わずなれるわけじゃないのよね。特例をのぞいて、この戦花学園のフィオーラマスター課程を卒業して資格を得ないとなれないんだから」

「試験を突とつ破ぱするのは、宝くじの一等を三回連続で当てるよりも難しいって噂うわさよ」

「すごーい」「私のマスターになるのかなぁ？」「遅刻が多いのはちょっと困るかなぁ」

　きゃいきゃいと、少女たちの自由な言葉が教室中を飛び交っている。

　タクトはなんともいえない居い心地ごこちの悪さを覚え始めていた。

「はいはーい」

　やがてモモ先生がぱんぱんと手を叩たたく。

「おしゃべりはそこまでー。エンゲイジくんへの質問は休み時間にしてねー」

　生徒たちは再び「はーい」と素す直なおに返事をして、すぐに静かになった。

「それじゃあ、エンゲイジくんの席だけど、……あそこのセラサスさんの隣となりよ」

　先生がある女生徒を指さした。

「あっ」

　とたん、タクトは大きな声を出してしまった。

「な、なに？　どうしたのかなー、エンゲイジくん？」

「いえ、あの子、あのっ……」

「フィーネ・セラサスさんよ？　あれ、もしかして知り合いかしらー？」

「フィーネ・セラサス。そういう名前なのか……」

　タクトはまじまじと少女を見つめる。

　桃もも色いろの髪かみ、紫むらさきがかった瞳ひとみ。フィーネと呼ばれた少女は、間ま違ちがいなく、さっき森で出逢ったあの少女だった。

　フィーネは困こん惑わくした表情でタクトを凝ぎよう視ししていた。

「ん、ん？　何かな？　もしかしたら、こう、淡あわい青春的な何かかなー？　先生そういうの、嫌きらいじゃないよー？　教えてプリーズ？」

　先生がメガネをくいっと持ち上げた。レンズが怪あやしく煌きらめく。

「いや、俺、今朝……」

　言いかけて、タクトはあわてて口を塞ふさいだ。フィーネが悪あく魔まのような形相でこっちを睨にらんでいる。そういえば、理由はわからないが口止めをされていたのだ。

「今朝？」

　モモ先生がずいっと迫せまる。

「いや……、なんでもない、です」

「……怪しいなぁ。エンゲイジくん、きみ、確か朝は最さい果はての森もりの方にいたんだよねー？　ということはぁ。たとえばセラサスさんとぉ、そこで逢った、とかー？」

「え?!　い、いえいえ、そんなことはないです」

　モモ先生の外見にそぐわない鋭するどい洞どう察さつ力に度ど肝ぎもを抜かれつつ、タクトは手を振って否定。

　フィーネが目を半月形にしてこっちを見ていて、嫌な汗あせが全身から噴ふき出てくる。

　にらんでる、にらんでる。

「本当かなぁ？　怪しいぞう？」

「本当ですよ」

「知りません！」

　突とつ如じよ、だんっ、と机を叩きながらフィーネが立ち上がった。

「わたしは最果ての森になんか行ってません！　そんな人、絶対に知りませんから！」

　タクトは背筋が冷たくなった。

　このタイミングでは、自分から知っていますと告白しているようなものだ。

「……ふぅん。セラサスさんがそこまで言うなら、そうなのかもだねー？」

　だが、モモ先生はあっさりと引いた。

「え？」

「この話はもうおしまいだよ。さ、とりあえず席についちゃってー。授業にするよー」

「は、はい」

　モモ先生のものわかりの良さに、若じやつ干かん拍ひよう子し抜ぬけしながら、タクトは席へ向かった。

　フィーネはわかりやすくそっぽを向いていて、こっちを見ようともしなかった。

　初対面のような演技をして話しかけようとしたものの、完全に無視。

　とりつく島がないとはこのことだ。

　その上、休きゆう憩けい時間にはタクトの周りに人ひと垣がきができあがる。

「ねえねえ、エンゲイジくん」「事務所決めた？」「どんなところがいいの？」「うちのマスターおじいちゃんばっかりでつまんないからきてよ」「うちは女の子ばっかりよ？」

　こんな状じよう況きようでは、フィーネとのコミュニケーションなどとれるわけがなかった。
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　そうこうしているうちに昼休みになり、フィーネはどこかへ行ってしまった。

　そのうち話す機会もあるだろう。そう思い直し、タクトはのびをする。

　昼休みの教室にはほとんど生徒が残っていなかった。

　みんな午後の活動──レッスンや、事務所での見習い仕事など──に向かったのだろう。

「えっと、俺は、まずは事務所を探すところからだよな」

　フィオーラ事務所とは、所属フィオーラを活かつ躍やくさせることで利益を生み出す営利団体である。ほとんどの場合、オーナーと数人のフィオーラ、そしてフィオーラと同数かそれ以下の人数のフィオーラマスターによって構成されている。

　規模は事務所によってまちまちだ。百人近いフィオーラを束ねる巨大事務所から、フィオーラひとりにマスターがひとりだけといった、小さな事務所もあった。

「……例の事務所がすぐに見つかるといいんだがな。とりあえず昼飯を食おう」

　そう決めて、購こう買ばい部で買ってきたパンを食べていたときだ。

「タクト君、こんにちは」

　ふと、ひとりの少女がタクトに近づいて来た。

　女子にしてはやや短めの銀ぎん髪ぱつをした美少女だ。

　前まえ髪がみの一部をお下げに結ゆわいているのがチャームポイントだろう。

　薄うすいブルーの瞳がはまった目は、切れ長で鋭えい利りな氷を思わせる美しさがある。シャープなラインの顔に、彫ちよう像ぞうのように整ったパーツが並んでいて、人目を引く顔立ちだった。

　それに、その身体からだを包む男子の制服とのギャップがなんとも魅み力りよく的だった。

「って……、男子の制服？」

「なんだい？　男子生徒たるボクが男子の制服を着ているのがおかしいかい？」

　タクトは目を擦こすって確認した。

　目の前の人物は、顔は少女のように可愛かわいらしい。

　だが、制服は男子のもの。

　そして、その身体つきも女の子というには色々とボリュームが不足していた。

「……男、なのか？」

「よく間違えられるけどね。ボクは間違いなく男子だよ。それとも何かい？　キミは女子にしか興味がない？　男子のボクはお呼びじゃないのかな？」

　銀髪の美少女改め美少年は意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「そんなことはねえよ」

「ふふふ。冗じよう談だんだよ。ボクはマリオン・ワーグナー。きみと同じフィオーラマスター課程だ。よろしく頼たのむよ、タクト君。モモ先生にキミの案内を頼まれたんだ」

　銀髪の少女みたいな美少年、マリオンが手を差し出してきた。

「そうなのか。……よろしく頼む。マリオン君。俺のことはタクトでいいぞ」

　タクトはその手を握にぎった。顔つきと同様、少女のようにやわらかく、一いつ瞬しゆんドキリとする。

「それならボクもマリオンでいいよ。タクト」

　マリオンはやはり美少女な顔で微笑ほほえんだ。

　妙みような気分になり、それを誤ご魔ま化かすために残りのパンを慌あわてて口に放り込んだ。

　咀そ嚼しやくし、飲み込んだところでマリオンが訊たずねてくる。

「食べ終わったかな？　それじゃあ、行こうか。まずは事務所を探すんだよね？　どこか当てはある？」

「いや、当てはない。ただ、ちょっと古い知り合いがいる事務所があるんで、そこに連れん絡らくをとってみようと思うんだが、生あい憎にくと連絡先がわからないんだ」

「知り合い？　ふうん……」

　ドクターユグドラシル。

　それがタクトの尋ね人の名前だった。

　タクトは、幼い頃ころに生活をともにしたフィオーラの少女から、自分に何かあればその人物を訪ねてみろと言われていた。

　そして戦花学園の受験勉強をするかたわら、その人物を捜さがし続け、ついに先日、戦せん花かの園そののフィオーラ事務所にいるらしいという情報を得たのだ。

　その事務所を探し、そこで世話になろうと思っているのである。

「それなら総務エリアに案内するよ。戦花の園にある事務所の情報は全部わかるからね」

「それは助かる」

「ついでにフィオーラ科のレッスンも見にいこう。総務エリアのそばなんだ」

「そういえば、俺たち一いつ般ぱん科の生徒と違ちがって、フィオーラ科の生徒は学園でレッスンが受けられるんだったな。いいね。いこう」

　タクトはパンの包みを教室の隅すみのゴミ箱に投げ入れると、マリオンとともに教室を出た。

　戦花学園の校舎は全体的にゆったりとした造りになっている。

　バスさえ通れそうな広い廊ろう下かを、タクトはマリオンと世間話をしながら歩いていた。

「どうだい、タクト、戦花の園に来た感想は？」

「やっぱり女性が多く感じるな」

「この戦花の園は、フィオーラの才能がある世界中の女の子が集まっているからね。それに、島の運営には一般の人も関わってるけど、現げん役えきを引退したフィオーラたちも結構手伝ってる。だから、どうしたって女の人が多く見えるよね」

　そんな感じに話をしていると、不意に、マリオンが思わぬ話題を振ふってきた。

「ところで、タクトはフィーネさんと知り合いなのかい？」

「……ま、ちょっとな」

　一応、口止めされているのだ。ほいほい言う訳にもいかず、タクトは言葉を濁にごした。

「ふうん」

　気を遣つかったのか、あるいはそういう性格なのか、マリオンはそれ以上は深く訊ねてこなかった。

　それならと、タクトは逆に聞いてみることにする。

「なあ、フィーネってどんな子なんだ？」

「どんな？　そうだねえ、ボクもまだよく知らないから人から聞いた話だけど……、彼女は歌のうまさだと、学園内で一、二を争うそうだよ」

「へえ、そうなのか」

　やっぱりな、とタクトは内心納なつ得とくする。

　あれだけうまければ、そのくらい評価されて当然だろう。

「他ほかには？　ランキングとかはどうなんだ？」

「えっと、確か彼女はまだデビュー前だよ。フィオーラ活動もしてないんじゃないかな。だからランキングにも当然載のってないよ」

「デビュー前？　なんでデビューしてないんだ？　学園内で一、二を争うほど歌がうまいんだったら、かなり優ゆう秀しゆうなフィオーラなんだろ？」

「さあ……。何か事情があるんじゃないかな？」

　フィオーラだけが有する力、花か力りよくは、歌をうまく歌えることや、ダンスが上手に踊おどれることと密接に関係している。歌唱力が高ければ花力が強い。これは花力を研究した学問、花か学がくの常識だった。

　つまり、学園一、二を争うほど歌がうまいフィーネは、潜せん在ざい的にかなり花力が高く、優すぐれたフィオーラであるはずだった。

　それなのにデビューしていないのは、どうしてなのか。

　タクトは疑問に思いつつ足を進めた。

　やがてふたりはこぢんまりとしたロビーにたどりついた。

　そこから四本の廊下が延びている。案内板があり、それぞれの方向に対して「舞ぶ踏とうエリア」「衣装エリア」「歌唱エリア」「総務エリア」と表記してある。

「事務所関係のことを知りたいなら総務エリアだけど……」

　マリオンは事務所エリアへ至る廊下を指さす。

「先にフィオーラ科の見学をしよう。ついてきて」

　そう言うと、タクトの返事を待たずに歩き出した。

　しばらく進んだところで、意地悪そうに聞いてくる。

「タクト、フィオーラ科がやってるレッスンの説明は必要かい？」

　いきなりの質問だが、タクトはすぐに答えた。

「フィオーラの花力は、歌やダンスのうまさ、それからファッションセンスなんかの『魅みせる力』と等しい。だから戦花学園のフィオーラたちは、歌唱、舞踏、衣装の大きくわけて三つの種類のレッスンを受けてるんだろ？」

「その通り。フィオーラマスター課程の試験に受かってれば、このくらいは常識かな？」

「ああ、基本中の基本だからな」

「それもそうだったね。悪かったね、変なこと聞いて」

　それから、ふたりで順番に各エリアを見てまわった。

　舞踏エリアではダンスレッスンやヨガ、格かく闘とう技ぎ、あるいは普ふ通つうに筋トレなど、身体を動かすことの全ぜん般ぱんがレッスン内容となっていた。

　衣装エリアでは、ヘアメイクの講義や実じつ践せん、美しい話し方の授業などが行われている。また、自作衣装に身を包んだ少女たちがファッションショーをしている教室もあった。

　興味深く見学し、それから歌唱エリアに向かおうとしたときだ。

　不意にマリオンが自分のタブレットを見て、顔をしかめた。

「……すまない、タクト。呼び出されてしまった。もういかないといけない。こちらから案内を申し出たのに、申し訳ないな」

「いいさ。ここまでくれば、あとはなんとかなるだろ」

「そう言ってもらえると助かるよ。……そうだ、タブレットのコールナンバーとアドレスを交こう換かんしないかい？　メールや音声通話でなら、なにかと相談にも乗れると思うんだ」

「おお、いいね」

　マリオンの提案を快かい諾だくしたタクトは、タブレットを取り出した。

　やがて作業を終えたマリオンが足早に立ち去ると、タクトはひとりになる。

「さて、と。せっかくだし歌唱エリアを見てから事務所を調べにいくかな」

　と、方針を決めたところで、

「さあ次は誰だれよ！」

　突とつ然ぜん、なにやら険しい少女の声が聞こえてきた。

　見れば、すぐ近くの部屋の扉とびらが半開きになっている。

「なんだ？」

　タクトの足は、自然とその部屋へと向かっていた。
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　そこは、やたらと天てん井じようが高く、広々としたホールのような部屋だった。

　中央に直径五十メートルはありそうな大きな円えん盤ばん形の舞ぶ台たいがある。その周囲には板張りの床ゆかが拡ひろがり、さらにその外側を階段状の観客席が取り囲んでいる。

「……フィオーラのバトルレッスン場みたいだな。お、誰か練習してるぞ」

　競技盤の上では、ふたりの少女が戦っているところだった。

　室内を軽く見み渡わたすが、盤上のふたりの他は誰もいない。

　少女のひとりは、紫むらさき色いろをしたボリューム感たっぷりな髪かみを頭の両りよう脇わきで結ゆわき、髪よりもずっと黒に近い紫色のドレス風な衣装を身に着けている。

　もうひとりは、髪形がショートカットで、衣装は白っぽいものだった。その手にはレイピアを握っている。

「戦せん花か装そうか。近くで見るとやっぱり綺き麗れいだな」

　戦花装とは、フィオーラがその力を発揮する際に身にまとう、花力でできたコスチュームのことである。ドレスや制服などに似ていて、普ふ段だん着ぎよりも可愛かわいらしく、目立つデザインであることが特とく徴ちようだった。フィオーラごとに色や形が異なるが、花のような雰ふん囲い気きを醸かもし出すことだけは共通していた。

「やあっ！」

　白い少女が、気合いと共に紫の少女に向かってレイピアを突つき出した。

　しかし、紫の少女はそれをやすやすと躱かわすと、がら空きになった白い少女の背に掌しよう底ていを叩たたき込んだ。

「はうっ！」

　白い少女はまるで巨きよ大だいな鉄塊で殴なぐられたかのように盛大に吹ふき飛ばされ、壁かべにぶつかりそうになったが、空中で器用に回転。激げき突とつ寸前で壁を蹴けってさらに高いところへ跳とんだ。

　そして、まるでそこに透とう明めいな床があるかのように空気を踏ふみつける。紫の少女の方向、斜ななめ下に向かってレイピアを突き出して一直線に突とつ撃げきを開始した。

　瞬しゆん間かん、白い少女の身体からだを淡あわい光が包み込み、それが花のような形になる。

「くらえ！　花はな技わざっ！　ストライクソーン！」

　とたん、レイピアを先頭とした少女の身体が空中で加速。高速で紫の少女へ迫せまった。

　だが、紫の少女は動じなかった。あっさりと避よけ、反転すると、床に向かって突撃する白い少女の背に向かって再び掌底をくり出した。その手に、濃のう紫し色の光が灯ともっている。

「甘いっ！」

「きゃあっ」

　着地寸前で紫の少女の攻こう撃げきを受けた白い少女は、そのまま猛もう烈れつな勢いで床をごろんごろんと転がると、突っ伏ぷすようにして停止した。

　やがて、白い戦花装が手品のように消え去り、少女は体操着姿となる。

　体操着の少女は、弱々しく身体を起こしながら抗こう議ぎの声をあげた。

「レベッカ！　もう少し手加減しなさいよ！　これは練習なのよ？」

　すると紫の少女は、いかにも馬ば鹿かにした様子で返答する。

「馬鹿なこと言わないで。こっちは真しん剣けんなの。手なんて抜ぬけるわけないでしょう？　文句を言う前に自分の弱さを嘆なげきなさいよ」

「う……、い、いいわよ！　もう二度とあんたとはやらないから！」

　白い少女は足を引きずりながら、タクトがいるところとは別のドアから出て行った。

「はあ」

　レベッカと呼ばれた紫の少女はため息をつく。

「どいつもこいつも雑ざ魚こばっかりね。次は？　もう誰も残っていないの？」

　くるりと部屋を見回し、ある一カ所で視線を止めた。

「……へえ、あんたか」

　タクトの死角になる位置に誰かいたようだ。

「ほら、あがってきなさいよ。特別にあたしがレッスンをつけてあげるわ」

　レベッカが手招きする。

　タクトは誰だろうかと気になり、身を乗り出した。

「あ、フィーネ」

　それは体操着姿のフィーネ・セラサスだった。

「フィーネのバトルが見られるのか。それは楽しみだな」

　だが、タクトの期待とは裏腹に、フィーネはなかなか動かなかった。

「何してるの？　さっさときなさいよ。ここにいるってことは、あんたもバトルレッスンがしたいってことでしょう？」

　フィーネは何かに耐たえるように拳こぶしを握にぎりしめ、ただじっとレベッカを見つめている。

「早くしなさいよ。時間がもったいないわ。……それともあたしと戦えない理由でもあるのかしらぁ？」

　レベッカが目を細め、意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「レベッカ……」

　フィーネが拳をますます固く握りしめたのがわかった。

　もしかしたらフィーネは体調が悪くて、見学をしているのではないだろうか。

　あのレベッカという少女は、あまり良い性格には見えない。

　見学をしているフィーネをからかっているのではないか。

　そんな風にタクトが思っていると、レベッカが続ける。

「まあ、あんたには無理よね？　っていうか、どうしてここにいるの？　ううん、どうしてこの学校にいるのかしら、あんたみたいな才能のない女が」

　レベッカはそこで表情を消し、真顔になる。

「正直、目め障ざわりなのよ、あんた」

　低く、ドスのきいた声。

「あたしはね、前進したいの。歌もうまくなりたいし、強くなりたい。真剣なのよ。それなのに多少歌がうまいだけで、才能の欠片かけらもないあんたみたいなのが、一いつ緒しよのクラスにいるとか、冗じよう談だんじゃないわ！」

　レベッカのひどく格下の人間を見るかのような冷たい目に、フィーネがきゅっと唇くちびるを嚙かみしめてから言い返す。

「わ、わたしだって前進したいよ。フィオーラとして叶かなえたい夢だってあるもん！」

「夢ぇ？　あんた風ふ情ぜいがフィオーラとして叶えたい夢？　どうせゴミみたいな夢でしょ？　あははははは」

　レベッカは耳に付くような嫌いやな声で高笑いをした。

「そろそろ理解しなさいよ。あんたは才能がないの。だからこの学校にいる価値すらないわ。さっさとこの花はな園ぞのから出て行きなさい。……どうせあんたなんて、結果の出せない、咲さけないフィオーラなんだから！」

「おいっ！」

　レベッカのその言葉を聞いた瞬間、タクトは部屋を震ふるわせるほど大きな声を出した。

　ふたりが揃そろってタクトの方を向く。

「あ……」

「なによあんた。って、……今日来たばっかりの。確か、タクト・エンゲイジ……」

　フィーネが小さく声をあげ、レベッカはなんとも複雑な表情を浮かべた。

　タクトは無言でふたりに近づいた。

　レベッカが不ふ機き嫌げんそうな様子で訊たずねてくる。

「……なんでフィオーラマスター課程のあんたがこんなところにいるのよ。今、この部屋はあたしたちの班の貸し切りのはずよ」

「ちょっと見学してたんだよ」

「フィオーラマスター課程ってひまなのね。それより何の用？　あたしたちは大事な話をしているんだけど？」

　レベッカは「さっさとどこかへ行け」という剣けん吞のんなオーラを全身から放出している。

　だが、タクトはそんなものに気け圧おされるわけにはいかなかった。

「俺にはそうは見えないんでね。ちょっとあいだに入らせてもらう」

　言いながら、レベッカとフィーネのあいだに立つ。フィーネを庇かばうように。

「あなた……」

　フィーネは、タクトの突然の乱入に困こん惑わくしているようだった。

　そんなフィーネを一いち瞥べつしてから、タクトはレベッカに面と向かう。

「おい、ええと、レベッカ」

「気安く呼ばないでよ！……何よ」

「おまえ、今、フィーネに向かってどうせ咲けない、とか言ったよな？」

「言ったわよ。けど、それが何よ」

「許せねえな」

　タクトは低い声で言った。

「は……？　許せない？」

「フィオーラはみんな色々な個性を持っている。ランキングで勝つもの、歌やダンスで魅み了りようするもの、花力を使って社会貢こう献けんするもの……。方法はどうであれ、必ず咲ける、咲き誇ほこれる舞台がある。絶対にな」

「だから、なによ」

「俺はフィオーラであるフィーネに向かって、咲けないなんて暴言を吐はいたおまえが許せないんだよ。……発言を取り消して、今すぐフィーネに謝れ」

　タクトが強い意志を込めた視線をぶつけると、レベッカは怯ひるんだように半歩後あと退ずさった。

「……ふ、ふん。なによ。そんな夢物語。あんたがどう思おうと勝手よ。けど、あたしは本当のことを言ったまで……」

　言い返そうとしたレベッカが、そこで言葉を止めた。

　タクトを見て、それからフィーネを見やると、唇の端はしをにっと持ち上げる。

「ははーん、そっか。あんたまだ知らないのね」

「なんのことだ？」

「別に大したことじゃないわ。……そうだ、ちょっと楽しいことを思いついたわ。……ねえ、あんたさ、どうせまだ事務所もなにも決まってないんでしょ？　もちろん、担当フィオーラもいないのよね？」

「……それがどうした？」

　いきなりの話題変へん更こうを不ふ審しんに思いつつ、タクトはレベッカの言葉に耳を傾ける。

「だったらちょうどいいわ。そこにいるフィーネには、フィオーラマスターがいないのよ。あんた、その子の事務所に入ってマスターになってあげなさいよ」

「マスターがいない？　本当か？」

　タクトはフィーネを振ふり返る。

　フィーネはタクトを見つめて、それから悔くやしそうに小さく頷うなずいた。
















「ほら、ちょうど良いでしょ？　あんたがその子のマスターになるんなら、あたしはあんたたちに花はな試し合あいを挑いどんであげるわ。それであたしに勝てたら、さっきの発言を取り消してあげる。土下座でもなんでもしてあげるわよ？　どう？」

「花試合？　そんなの無理よ！　ねえ、あなた、余計なことしないでよ？」

　レベッカの挑ちよう発はつに対して、フィーネが叫さけんだ。

　花試合とは、フィオーラ同士の練習試合のようなものである。

　タクトはしばし黙もつ考こうし、レベッカの真意を探さぐった。

　レベッカは、タクトとフィーネが組んでも自分は負けないと思っているのだろう。

　もしかしたらフィーネはバトルがあまり得意ではないのかもしれない。

　それならと、タクトは思い切ってフィーネに言った。

「フィーネ。俺はおまえのマスターをやりたい。それで一緒にレベッカと戦おう」

「絶ー対、無理!!」

　フィーネは即そく答とうする。

「何が無理なんだよ。おまえ、たぶん、バトルが苦手なんだろう？　それなら大だい丈じよう夫ぶだ。俺が全力でフォローする。俺はバトル……、の指導には少し自信がある。だから、やってみないか？　あれだけ歌えるおまえがバトルで勝てないわけがない」

「無理なものは無理なの！　余計なことすると、耳元で歌うよ?!　全力で！」

「レベッカにバカにされて、おまえは悔しくないのかよ」

「悔しいよ！……だけど、できないこともあるもん……」

　フィーネはしゅんとしてしまう。

「そんなこと言うなって。おまえだってフィオーラだろ？　それなら絶対咲き誇れる。だから、やってみようぜ」

「だから、無理だってば！」

「どうするのかしらぁ？　あたしは別にどぉっちでもいいのよ？　ただ、もし戦わないんなら、この先ずーっといじめ倒たおしてあげる。……今以上にねぇ？」

　説得を続けていると、レベッカが嫌みな声であおってくる。

「あれだけ言われても、やらないのか？」

「やーらーなーいっ！　歌なら自信があるけど、バトルなんて絶ー対に無理だから！」

　なかなか首を縦に振らないフィーネに、タクトは根気よく語りかける。

「フィーネ。俺はおまえなら、フィオーラの中のフィオーラ、フィオーラ・パルフェにだってなれると思ってる。最初からあきらめてどうするんだよ」

「え……？　フィオーラ、パルフェ？」

　とたん、フィーネが眼を丸くしてタクトを見つめてきた。

「……それ、本当？　本気で、言っているの？」

「ああ、本気だとも」

「わたしが、フィオーラ……、パルフェ……」

　フィーネの視線が虚こ空くうを彷徨さまよう。

　タクトの言葉で、心に迷いが生まれたらしい。

「……その様子だと、本心からあきらめてるわけじゃないみたいだな。……よし、決まりだな。今日から俺がおまえのマスターだ」

「え？　ちょっと待ってよ！　わたしはまだ、やるなんて言ってないから！」

　タクトはフィーネの答えを全部聞かないうちに、レベッカに振り返った。

「レベッカ。その花試合受けるぜ」

「こら、人の話、聞いてよ！」

「あははははは、それじゃあ決まりね」

　レベッカが楽しそうに笑った。そんなレベッカにフィーネが叫ぶ。

「レベッカ、わたしはオッケーなんてしてないから！　花試合なんて無理だから！」

「あら、フィーネ。この業界、マスターの決めたことは絶対よ？　フィオーラなら、そのくらいのこと知ってるわよね？　フィオーラなら」

「う……、でも、この人はまだ、わたしのマスターなんかじゃ……」

「まだってことはすぐになるってことよね？」

「ふぇ？　や、ちが、そ、そういう意味じゃなくて、その……」

　フィーネはしどろもどろだった。

「あはは、もう決めたわ。ああ、楽しみ。そうね、花試合は一週間後にしましょう」

　揚あげ足を取ってフィーネを黙だまらせ、レベッカはどんどん話を進めていく。

「あんたたちふたりまとめて後こう悔かいすることになるわよ。あはははは」

　それからタクトたちにくるりと背を向けると、レベッカは戦花装を解除し、体操着姿となって練習場を出ていった。

　レベッカの姿が見えなくなると、フィーネがタクトに食ってかかる。

「ちょっと、なんで勝手なことしたのよ！」

「安心しろよ。マスターとして、俺がおまえをレベッカに勝たせてみせるから」

「だから、それは絶対無理なの！　勝てる訳ないんだってば！」

　悲鳴に近い声だった。

「なんで無理なんだよ。やる前からあきらめていたら……」

「……できないの」

　タクトの言葉を遮さえぎるように、フィーネが言う。

「なに？」

「わたし、……ができないの！」

「……え？」

「だから、わたし、ブルームアップができないのっ！」

　タクトは目をしばたたいた。

「は？……ブルームアップが、できない……？」

「そう！」

　フィーネが涙なみだ目めでタクトを睨にらんだ。

「わたしは戦花装も具現化できないし、花力も使えない。ただ歌うことしかできない普ふ通つうの女の子なの！　だから戦うことなんてできない！　花試合なんて絶対無理なの！」

　ブルームアップ。

　身体からだの中の花力をあふれさせ、花のように美しい戦花装を具現化し、身にまとうこと。

　それこそがフィオーラをフィオーラたらしめている特とく徴ちようであり、フィオーラとして活かつ躍やくするための最低限の能力である。

　いくら身体の中に高い花力を持っていたとしても、ブルームアップができなければ、フィオーラとしての力を発揮することはできないのだ。

「……フィオーラの資質がある子は、フィオーラの才能を調べる、花か力りよく審しん査さを通過できる花力があれば、ほとんどすぐにブルームアップできるはず……」

　タクトが今まで勉強してきた資料には、そう書かれていた。

「そうか。フィーネは花力審査に通ったばかりなのか？　ブルームアップの平均年ねん齢れいは十二歳くらいだから……、いわゆる遅おそ咲ざきなんだろ？」

　タクトが言うと、フィーネはぶんぶんと首を振った。

「花力審査に通って戦せん花かの園そのに来たのは三年前、十二歳のときよ！」

「……ブルームアップのタイミングには個人差があるっていうしな。俺は聞いたことはないが、この戦花の園には、他にも同じように遅い子もいるんだろ？」

「いないの！」

　タクトの発言にかぶせるように、フィーネが叫ぶ。

「一ヶ月とか二ヶ月とか、花力審査に通ってからブルームアップまで少しは時間のかかる子もいるけど、三年なんていうのはわたしだけ。わたしくらい遅い子は、前例がないんだって!!」

「そう、なのか……」

　タクトは顎あごに手を当て、「むぅ」と唸うなりながらフィーネを眺ながめた。

　あれだけの歌唱力があるのだ。てっきりブルームアップくらいはできるものだと思いこんでいた。

　だからこそ、タクトはレベッカとの花試合を承しよう諾だくしたのだ。

「それじゃあ、あの森でフィーネがやっていたのは、ブルームアップするための特訓だったのか……」

「……悪い?!」

　フィーネはそっぽを向き、唇くちびるをとがらせたまま顎を引いた。

「ブルームアップするための特訓なんて誰だれも知らないし、教科書にも出てないもん。だから、自分で考えて、色々試すしかないの。……だけど、恥はずかしいから……、だから最さい果はての森もりでこっそりやってたのに……」

「まあ、たしかに恥ずかしいかもな。歌いながら腕うで立たて伏ふせやら腹筋はともかく、逆立ちはないだろ。しかもスカートでとか……」

「あ、あれはっ」

　かあっと、フィーネの頰ほおが赤く染まる。

「だって、だって、花力と歌唱力は関係あるから、歌いながら何かするのがいいと思ったから！　それに、普ふ段だんは誰もいないし……って！」

　フィーネがきっと睨む。

「そういえばあなた、わたしの、ぱ、パンツ見た！　えっち！」

「あれは悪かった。……まさかあんなことをするとは思わなかった」

「フィオーラマスター志望ならそのくらい予想できないのっ？」

「無茶言うな。第一、あれはおまえオリジナルの特訓なんだろ？」

「そ、それは……、そうだけど……、けど……、その……、ううう」

　たちまちフィーネの勢いが弱まる。

　口をすぼめて、目を潤うるませつつタクトを上うわ目め遣づかいに見る。

「ううう……」

　これ以上この話を続けると、フィーネは本格的に泣きそうだった。

　だから、タクトは話題を変える。

「……しかし、ブルームアップできないんじゃ、花試合は無理だな……」

　いくら素質があろうともブルームアップできないフィオーラはただの人間。

　ブルームアップできるフィオーラと戦うなど自殺行こう為い以外の何物でもない。

　このまま花試合をすれば、レベッカのデコピンひとつで、フィーネは全身複雑骨折か、最悪、命さえ落とすことになる。

「……そうだよ。だから初めから無理だって言ってたのに。あなたが勝手に決めるから……。わたしのことなんて放っておいてくれれば良かったんだよ……」

「それこそ無理な話だ」

　吐はき出すように言ったフィーネに、タクトは告げた。

「どうして？」

「俺は世界最高のフィオーラマスターを目指してる。目の前に困っているフィオーラがいるのに、放ってなんかおけるかよ」

　気き障ざな言葉だった。だがそれは、タクトの噓うそ偽いつわりない本心だ。

「自己紹しよう介かいで言ってたそれ、本気だったの？」

「本気に決まってるだろ」

「……そっか」

　フィーネはタクトをじっと見つめて、それから小さく頷うなずく。

「……あなたも、夢を追いかけているんだね」

「おまえも夢があるんだよな？　フィオーラ・パルフェになることか？」

「なんでわかるのっ!?」

　タクトの指し摘てきに、フィーネが慌あわてる。

「俺の言葉にあれだけ素す直なおに反はん応のうすれば、誰だってわかるだろ」

「え……、う……、うう」

　しどろもどろになり、赤面。やがて、あきらめたように深いため息をついた。

「そう。……わたしはフィオーラ・パルフェになりたいの」

「良い夢じゃないか。もっと堂々と言えばいい」

「そんなことできないよ！」

　フィーネは強く否定する。

「なんでだ？」

「だって、わたしはブルームアップもできない、歌にちょっと自信があるだけの、フィオーラかもしれないだけの、ただの女の子よ？　それなのにそんな大それたこと……」

「ブルームアップできればいいだけだろ？」

　タクトがさらりと言うと、フィーネはむっとする。

「だから、できないんだってば！　耳元で歌われたいの？」

「今まではな」

「ふぇ？」

　タクトがにっと口の端はしをつり上げてみせると、フィーネはきょとんとする。

「簡単なことだ。今日から一週間のあいだにブルームアップできるようになればいい。そうすればレベッカとの花試合もできるし、安心してフィオーラ・パルフェも目指すことができる。これで万ばん事じ解決だ」

　フィーネはしばらくのあいだ、ぽかんと口を開けていたが、やがて真顔になって言う。

「そ……、そんなことできるわけないよ！　だって、普通の子が数ヶ月でできるのに、三年かかってもまだできてないんだよ？　それなのに、一週間でなんて、そんな……」

「できるさ。今日からは俺が手伝うからな」

「ふぇ？」

「ひとりでできなかったことも、ふたりだったらできるようになるかもしれないだろ？　だから、この一週間で、きっとおまえはブルームアップできる。俺が、そうさせるんだ」

「ふぇぇぇ!?」

　妙みような声を上げて、フィーネは驚おどろいた。

「俺はおまえのマスターになったんだ。だから、おまえを咲さき誇ほこらせるために全力を尽つくす。これはマスターとして、あたりまえのことだ」

「ま、マスターになること、まだ認めたわけじゃ……」

　フィーネは言いかけた言葉を途と中ちゆうで止やめ、ちらりとこちらをうかがってくる。

「……でも、そんなこと、本当に、できるの？　一週間でブルームアップなんて……」

「できる。いや、やるんだ。もしも一週間でおまえがブルームアップできなかったら、俺がレベッカに土下座でもなんでもしてやるよ」

　タクトが言い切ると、フィーネは考えこんだ。

　やがて口を開くが、その声も表情も、疑っていることがよくわかるものだった。

「本気……、なの？」

「ああ。もちろんだ」

「……本気の本気、なんだよね？」

「本気も本気だ」

「そう……」

　フィーネは逡しゆん巡じゆんしていたようだった。

　だが、しばらくして、控ひかえめながらも強気に言った。

「……そこまで言うなら、や、やってもらおうじゃない。わたしの、マスターを」

　フィーネの言葉にタクトは少しだけ口元が緩ゆるんだ。

「ああ、ぜひともよろしく頼たのむ」

「それはこっちの台詞せりふだよ？　えっと、マスターって呼べばいいの？」

　マスターという呼こ称しように、タクトは少し胸が高鳴る。だが、同時に照れくささも感じる。

「……タクトでいい。厳密に言えば、俺はまだマスター見習いだからな」

「そ、そう？　そ、それじゃあ……、た、タクト？」

　フィーネは恥ずかしそうに言って、頰をほんのりと赤く染めながら手を出した。

「よ、よろしく」

　タクトはその手を力強く摑つかんで言う。

「こっちこそよろしく頼む。……必ずおまえを咲き誇らせてやるからな」

「……うん」

　フィーネは小さく頷いた。

　それから、どちらからともなく握あく手しゆを解く。

「えっと……、タク、ト？　それで、これからどうすればいいの？」

「そうだな。とりあえず、おまえの事務所に連れてってくれるか？　マスターになる事務手続きとか必要だろうし」

「うん。わかった」

　そして、フィーネが着き替がえ終わるのを待って、タクトは彼女の事務所へと向かった。

『ドクターユグドラシル』の事務所は、また日を改めて探してみよう。

　そう思いながら。
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「ここがわたしたちの事務所、学がく園えん付ふ属ぞく事じ務む所しよラストリースだよ」

　フィーネの先導で校舎から歩くこと十五分。

　事務所は戦せん花か学がく園えんの広大な敷しき地ち内にあった。こぢんまりとした木造二階建ての建物だ。

「学園付属事務所？　そんな事務所もあるのか……」

　タクトはかすかに疑問をもったが、深く詮せん索さくはしなかった。

　事務所には、所属するフィオーラの個性やオーナーの意向などによって、様々な規模や種類があるが、タクトはどこでも良いと思っていた。

　どんなフィオーラでも咲き誇らせる。それがタクトの信条だからだ。

「おはようございまーす」

　フィーネが扉とびらを開けて事務所に入った。タクトもそれに続く。

　玄げん関かんを入ってすぐのところが、広いホールになっていて、そこに応接セットが置かれている。奥の方には小さなキッチンが見え、その傍そばには四人がけの食しよく卓たくがあった。

　事務所というよりは古い家といった雰ふん囲い気きだった。

　室内には三人の女性がいた。

　応接セットのソファに、青みがかった長ちよう髪はつの少女が横になっている。彼女はイヤホンをして、大きめのタブレットをだらだらと閲えつ覧らんしている。

　食卓の椅い子すに腰こしをかけ、本を読んでいた薄うす茶ちや色いろのおかっぱ頭の少女は、ちらりとタクトを一いち瞥べつすると、すぐに読書に戻もどってしまった。

　そのはす向かいでは、白衣をまとった二は十た歳ち以上と思おぼしき金きん髪ぱつの女性が突つっ伏ぷしている。すぴーすぴーと規則的な呼吸が聞こえるところを見ると、どうやら寝ねているらしかった。

　つまり三人とも、タクトには興味を持っていないようだ。

「それじゃあタクト、まずはみんなに挨あい拶さつして」

「え？　この空気でか？」

「いやなの？　今日から仲間になるんだから、当たり前でしょ？」

　誰だれも注目をしていないので、いささか気が乗らない。

　しかし、何も言わないわけにもいかないだろう。

　タクトは一歩前に出ると、呼吸を整え、咳せき払ばらいをしてから口を開く。

「フィオーラマスター課程、一年三組のタクト・エンゲイジです。今日からこの事務所に入って、フィーネのマスターをやります。俺は世界最高のフィオーラマスターを目指しています。よろしくお願いします」

　すると、ガタッと大きな音を立てて、おかっぱ頭の子が椅子から落ちそうになった。

　こちらを見る目が、まん丸くなっている。

「ルルちゃん、どうしたの？」

　フィーネが訊たずねたが、少女は返事をしなかった。

　しばらくのあいだ睨にらむようにタクトを見つめると、姿勢を正して読書に戻ってしまった。

　一方、青あお髪がみ少女はこちらを見ようともせず、白衣の女性にいたっては眠ねむったままだった。

「……なあ、まだ続けた方がいいか？」

「うーん。ちょっと待って」

　戸と惑まどうタクトを横目に、フィーネは一番近くにいた人物へと近寄った。

　ソファに寝ね転ころぶ青髪の少女だ。

「レナちゃん、レナちゃん」

　フィーネに身体からだを揺ゆすられて、ようやく少女は顔を上げた。

　耳からイヤホンを外して振ふり返る。

「あら、フィーネ。おはよう。いつ来たのかしら？」

「え？　気づいてなかったの？」

「ごめんね。レオル聴きながら見てたこの記事、『ついに解明!?　霞かすみ草そう事件の真相』が面おも白しろくて、すっかり熱中しちゃっていたわ」

　おっとりした口調でそう言うと、青髪の少女は起き上がった。

「レオルって……、前からレナちゃんがお勧すすめしてる謎なぞの地下フィオーラのこと？　動画サイトに歌だけ投とう稿こうしてるっていう……」

「そうよ。楽曲の平均再生数が百万回を超こえる、フィオリンク内の幻まぼろしの歌うた姫ひめよ。普ふ通つうの人間だとできそうもない、どこか作り物じみた歌い方がたまらないのよ」

「戦せん花かの園そのに未登録のフィオーラは、それだけで指名手配されるんだよ？　そういうひとの歌を聴きいてて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「平気よう。違い法ほうダウンロードをしているわけじゃないもの。今のところ聴くだけなら何も問題はないわ。それに良い物は良いんだもの。……ねえ、キミもそう思わない」

　突とつ然ぜん、青髪少女が振り返って、タクトに同意を促うながした。

「え？　あ、ああ。……そうだな」

　咄とつ嗟さに聞かれ、そう答えることしかできなかった。

　まさか、この場でレオルの話題を振られるとは思ってもみなかったからだった。

「……ところで、キミはどこのどなたかしら？」

　青髪少女がじっとタクトを見たまま首をかしげる。

「タクト・エンゲイジくん。フィオーラマスターだよ」

　タクトの代わりに、フィーネが嬉うれしそうに説明した。

「フィオーラマスター？　誰の？」

「い、一応、わたしの……」

　自信なさそうに、フィーネが自分を指さした。

「フィーネの……、マスター？」

　すると青髪少女は目を細めて、タクトをじっと見み遣やった。

　青髪の少女は深い青色の瞳ひとみが印象的な綺き麗れいな少女だった。

　長い髪をポニーテールに結ゆわえ、根元には小さな飾かざりのついたかんざしを挿さしている。

　ただ、若じやつ干かん制服の着方がだらしない。ブラウスの裾すそはスカートからはみ出ていたし、襟えり元もとは無造作に開かれていて、角度によっては胸元が露あらわになって下着やらふくらみやらがこんにちはしてくる。だからタクトはあまり凝ぎよう視しできず、さっと目を逸そらした。

　一方で、青髪の少女はタクトの全身を舐なめるように観察し続けていた。

「……ふうん。そのクラス章は一年生かぁ。もう少し近くで見てもいいかしら？」

　疑問形で言いながらも、青髪少女はタクトの答えを待たずにソファの上に立ち上がる。背もたれを跳とび越え、タクトの前へと飛び降り……、ようとしたらしいのだが、

「おわぁっ」

「あら？」

　飛ひ距きよ離りを見誤ったのか、もしくは跳びすぎたのか。

　青髪少女はタクトに思い切り激げき突とつしてきた。

　ドサッと、押し倒たおされるようにして、重なって倒れる。

「レナちゃん、何してるの!?　そういうの危ないから！」

「やだ。失敗、失敗」

「痛いてぇ……」

　タクトは背中を軽く打ったが、上に乗る青髪少女は無傷のようだ。

　少女はそのまま、悪びれる様子もなく自己紹しよう介かいを始める。

「こんな体勢で失礼するわね。私はレナ。レナ・イーリス。キミよりも一個年上、二年生のお姉さんよ」

　跨またがったまま、レナはタクトの身体からだの上に指先をつつつと這はわせてくる。

　腰の辺りにやわらかなお尻しりの感かん触しよくがあって、タクトはどうにも落ち着かない。

「お、俺はタクト・エンゲイジ……、です」

　なんとか平静に返そうとするが、どうにもぎこちなくなる。

　一方のレナは楽しそうに口元を歪ゆがめるだけだった。

「気にしないからタメ口でいいわよ？　堅かた苦くるしいのは苦手なの」

「……そうか。じゃあそうさせてもらうよ」

「聞き分けの良い子ね。お姉さん、そういう子、嫌きらいじゃないわよ。……ねえ、フィーネのマスターをやるって本気なの？　あの子がブルームアップできないこと知ってる？」

「知ってる。だからマスターになった俺がブルームアップさせるんだ」

「……へえ。なかなか大きなことを言うわね」

　レナは値ね踏ぶみするように、じっとタクトの顔を眺ながめている。

　すると、いきなり両手でタクトの身体をまさぐりはじめた。

「ちょ、なにを？」

　ぺたぺたと、首筋や胸板、肩かた、二の腕うで、お腹なかの周りなどを触さわる。

　ひとしきり触ると、手を止め訊ねてくる。
















「……ねえ、直接触ってもいいかしら？」

「は？」

「かまわないわよね？　それじゃあ、いっただきまーす♪」

「いただきます!?　ちょ、ま!?　お、おい、レナ、ちょ、待てって？」

　返事を待たずにレナは一気にタクトのズボンからシャツを引っ張り出すと、服の下に手を入れ、地じ肌はだを直接触り出した。

「へえ……、ふうん……、あらぁ」

「ちょ、くすぐったい！　くすぐったいって！」

　タクトは温かな手の感触のこそばゆさに全身を揺らすが、レナにしっかりと押さえ込まれ、抜ぬけ出すことができない。

　もうこのままどうにかなってしまいそうだと思った瞬しゆん間かん、

「レナちゃん、ちょっとやりすぎ！　タクトが怯おびえてるから！」

「きゃうんっ」

　フィーネがむんずとレナの襟首を摑つかんで引っ張っていた。

「ごめんね、タクト。レナちゃん、ちょっと冗じよう談だんがオーバーなの」

　首根っこを摑まれたレナは、渋しぶ々しぶといった様子でタクトの身体から離はなれると、立ち上がる。それからタクトを見下ろした。

「……なんだ？」

　ねめるような視線が気になり、タクトは身体を起こしながら聞く。

「あなた、意外と鍛きたえているのね。マスター志望の子なんて、自分じゃ動かないぷよぷよさんばかりだと思っていたから、お姉さんびっくりしちゃった」

「フィオーラマスターも身体が資本だからな。最低限の体力は持ってるつもりだよ」

「最低限、ねえ。それにしてはよく鍛えているわ。筋肉の付き方が、まるで戦い慣れたフィオーラみたいな感じで……」

　細めた目の奥でレナの瞳があやしく輝かがやいたように見えた。

　何かを疑い、見み極きわめようとする。そんな目つきだった。

　だが、すぐに目元から力を抜くと、フィーネを見遣る。

「でも、良かったわね、フィーネ。マスターになってくれるひとがいて」

「わ、わたしが頼たのんだ訳じゃないけど、タクトがどうしてもやりたいって言うから……」

　フィーネは唇くちびるを尖とがらせる。

「ふうん。そう。ふふ」

　レナはそんなフィーネを見ながら口元をほころばせると、タクトに言った。

「……まあ、いいわ。ひとまずキミがこの事務所に入ろうと、フィーネのマスターをやろうと、私には直接関係ないもの。フィーネを泣かせないように頑がん張ばってね。マスターくん……、いえ、卒業までは見習いだっけ？　そしたら、見習いくん、ね」

　そして、レナはタブレットを持ち、耳にイヤホンをセットすると、再びソファにごろんと横になった。どうやら、もうタクトには興味がなくなったようだ。

　タクトは制服を直しながらレナを見つめていた。

　そこへフィーネが補足する。

「レナちゃんのフィオーラレベルはフラワーだよ」

「フラワー？　じゃあ、レナはデビューしてるのか？」

　フィオーラレベルとは、フィオーラの花か力りよく操作の習熟度をおおざっぱに表した分類だ。習熟度が高い方から順に、花フラワー、蕾バド、芽スプラウト、種シードの四つにわけられる。ただし、シードレベルは、花力はあるが戦せん花か装そうを具現化できない状態を示しているため、一いつ般ぱん的にフィオーラと言った場合はスプラウト以上を指す。つまり、フィーネはシードレベルだ。

　また、デビューとは一年に二回、夏と冬に開かい催さいされる、戦花祭フイオーラフエスというフィオーラバトルに参加することだ。フェスは数あるフィオーラ活動の中で、一般人の注目度が最も高い。そのため、フィオーラにとってフェスに参加することがひとつの節目になるのだった。

「ううん。デビューはまだだって」

「フラワーなのにか？　珍めずらしいな。何か事情があるのか？」

「詳くわしいことは知らないんだ。レナちゃん、そのあたりのことを聞くとすぐにはぐらかしちゃうし……。非公式なバトルではかなり強かったっていう話だけど」

「……わかった。そのうち自分で聞いてみるさ」

「うん。そうして」

　言って、次にフィーネは食しよく卓たくに向かった。

「ルルちゃん」

　おかっぱ頭の少女の背後にまわったフィーネが彼女の肩に手を置くと、少女はびくりと肩をすくませる。

「今度はルルちゃんの番だよ。タクトに自己紹介してあげてよ」

　すると、少女は仕方なくといった動作でため息をついて、読んでいた本を置いた。フィーネの腕を面めん倒どう臭くさそうに外し、ゆっくりとタクトの方を向く。

　黄色に近い薄うすい茶色をした頭とう髪はつの少女は、くりくりとした大きな目をしていた。

　だが、タクトを見み据すえる目つきは半はん眼がんで、どこか冷たい。

「……ルルリア・ヘリアンサス。中等部三年一組、フィオーラ科です。……フィーネさんのマスターをやるということですが、あなた、何を企たくらんでいるのですか？」

「は？　企む？」

　いきなりの質問。その内容にタクトは戸と惑まどう。

「ブルームアップもできないフィーネさんのマスターをやろうだなんて、とてもまともな神経のマスターの考えることとは思えません。何か裏があるのではないですか？」

「ルルちゃん、その言い方はひどいよ」

「すみません、フィーネさん。ですが、事実ですよね？」

「事実だからって……、その、事実だけど……、もう少し、オブラートに包んでくれたって良いと思うの……」

　フィーネは言い返そうとしたが、後半はしゅんとしてしまう。

「それで、どうなんですか？」

　若干涙なみだ目めになるフィーネを放っておき、ルルリアが問いかけてきた。

　タクトはまっすぐにルルリアを見返して答える。

「裏なんてねえよ。……俺は純じゆん粋すいにフィーネを咲さき誇ほこらせたいと思ってるだけだ」

「……まあ、口ではなんとでも言えますからね」

　十秒程度、タクトを観察するように見つめていた。

　そして、ルルリアはタクトから目を逸そらすと、椅い子すに座った。

「とにかく、ルルはあなたのようなどこの馬の骨ともわからない人間を歓かん迎げいするつもりはありません。フィーネさんがマスターにしたいというのなら止めませんが……、どうなっても知りませんから」

　フィーネに向かってそう言い、ルルリアは再び読書に戻もどった。

　フィーネはふうとため息をつくと、ルルリアの背後からタクトの傍そばへと移動した。申し訳なさそうに言う。

「ルルちゃんはちょっと気むずかしいところがあるけど、良い子だからね」

「初対面だしな。仕方ないだろ。……それよりフィーネは気にしないのか？」

「ふぇ？」

「もしかしたら、俺はルルリアが言うように悪い奴やつかもしれないぞ？」

「あ。……うーん」

　フィーネは腕を組んで眉み間けんにしわを寄せる。

「……わかんないけど、その……、今までタクトくらい真しん剣けんに、わたしにブルームアップできるって言ってくれた人はいなかったから。……だから、今はタクトを信じるよ」

「……そうか」

「そ、それに！　もしもブルームアップできなかったら、土下座でもなんでもするんだよね？　その時は、わたしは耳元で歌わせてもらうだけだから！　全身全ぜん霊れいの声で!!」

　そう言うと、フィーネは照れ隠かくしをするように、そっぽを向いた。

　ひとまずそれなりに信しん頼らいしてくれているということがわかり、タクトはほっとする。

「耳元か……。いくらフィーネの歌唱力でも、耳の傍で全力で歌われたら大変なことになりそうだな。そうならないように、こっちも全力を尽つくす」

「そうしてよね！　わたしのマスターなんだから……!?」

　言い終えたところで、フィーネの顔がぼっと一気に赤く染まる。

「ん？　どうかしたか？」

「違ちがうから！　今のは、わたしの所有物とかそーゆー意味じゃないから！　ただの、言葉の綾あやだから！」

「何も言ってないぞ？」

　タクトが首をかしげる横で、フィーネは「いいから！」と言って、ひたすら手の平で顔を扇あおいだ。どうやら「わたしのマスター」という言葉に照れたようだ。

　フィーネはしばらくのあいだそうしていたが、やがて落ち着きを取り戻し、口を開いた。

「……ええと、ルルちゃんのレベルはスプラウトで、デビューはまだだよ。それから、勉強の成績が学年一位なんだから」

「学年一位？　頭が良いんだな」

「ひとつ上のわたしがときどき勉強を教えてもらうくらいには、優ゆう秀しゆうだよ」

　読書に専念している小こ柄がらな少女は、自分のことを言われているのに、まるでおかまいなしといった様子だった。

　ルルリア・ヘリアンサス。なかなか手て強ごわそうな存在である。

「今、紹しよう介かいできるフィオーラはこの三人よ」

「ん？　それじゃあ、そっちの人は？　この事務所のマスターなのか？」

　食卓に突つっ伏ぷしている女性をタクトが指さすと、フィーネは少しだけ困った顔をする。

「あのひとはエルザ・フラウス先生。フィオーラマスターの資格は持っていないけど、この事務所の責任者だよ。ここ、学園の付属事務所だから、顧こ問もんみたいなものだって」

「責任者か。……挨あい拶さつはどうすればいい？」

「そのうち起きるから、そのときでいいと思う。というか、あの状態の先生はどんなに起こしても起きないから」

「そうなのか」

　タクトの大きな声の自己紹介でも起きなかったのはいつものことらしかった。

「さあ、タクト。事務所のメンバーの紹介はこれでおしまいだよ。何か質問は？」

「おしまい？　今日はフィオーラマスターは来てないのか？」

　フィオーラ事務所には、最低ひとりはフィオーラマスターがいるはずだ。

「いないよ」

　フィーネはさらりと答えた。

「は？　いない？　どういうことだ？」

「うちの事務所には、昔っからマスターがいないの。だからわたしにはマスターがいなかったわけだし、もちろん、レナちゃんやルルちゃんにもいないんだよ。そのうち、タクトが全員の面めん倒どうをみるんだよ」

「なに？　マスターがいない事務所なんてのがあり得るのか？」

　タクトの知る限り、そういう事務所はない。

　この事務所、何か変だ。

　タクトの胸中で、かすかな不安が鎌かま首くびをもたげ始めていた。

「じゃあ自己紹介も終わったし、お茶でも淹いれるね。って、あれ、お茶っ葉切れてる」

　タクトが黙もつ考こうしていると、フィーネはいつの間にやらキッチンの方へ移動。

　棚たなをのぞき、唸うなっている。

「タクト、ちょっと待ってて。わたし、お茶っ葉買いに行ってくるから！」

「あ、おい、フィーネ。別に構わなくていいぞ」

　だが、タクトの制止は聞かず、フィーネはさっさと事務所から出て行ってしまった。

　室内はしんとしている。ルルリアもレナもタクトを相手にしてくれる気配はない。

　だからタクトは室内を見て回るくらいしかすることがなかった。

　壁かべや棚には往年のフィオーラのサイン入りポスターや、ステッカーなどが貼はってあり、なかなか歴史を感じさせる。だが、特に不ふ審しんな点はないようだ。

「ふらふらしてないで、適当に座ったら？　見習いくん」

　そんなとき、ソファに寝ね転ころがったままのレナがタクトを呼んだ。

　指先が対面のソファを指している。

「……そうだな」

　タクトは若じやつ干かん緊きん張ちようしつつ、レナの真正面に腰こしを下ろした。

　しかし、レナは、イヤホンは外していたものの、未いまだにタブレットに見入っている。別に、話がしたいとか、そういうわけではないらしい。

　タクトは仕方なく、ただぼーっと座っていた。
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　十五分くらい過ぎただろうか。フィーネはなかなか戻って来ない。

　席を勧すすめたレナも、相変わらず話しかけてくる気配はない。そして、こっちから話しかけられるような雰ふん囲い気きでもなかった。

「……仕方ない。調べ物でもするか」

　おとなしく自分のことをしながらフィーネの帰りを待つことにしたタクトは、タブレットを取り出すと、画面を操作して学内の情報ページに接続した。

　閲えつ覧らんしたい情報はすぐに見つかった。

　そして、内容を詳しく見ようとしたとき、

「ふうん？　見習いくんは女の子のことを調べるのが趣しゆ味みなのかしら？」

「うわ!?　れ、レナ!?」

　顔を上げると、いつの間にかすぐ目の前にレナの顔があった。

　タクトのタブレットをのぞき込んでいる。

「なんだよ、いきなり」

「見習いくんはどんなタブレット使ってるのか興味があってね。……随ずい分ぶん古いタイプね。レトロ趣味なの？」

　タクトのタブレットのデザインは、レナが触さわっていたものに比べると古くさい。少しでも詳くわしい人間が見れば、数世代前の意い匠しように近いことに気がつくだろう。

「……昔、知り合いに譲ゆずってもらったんだ。花力デバイスは古くても機能の差は少ないから、そのまま使ってるんだ」

「ふうん、そかそか」

　頷うなずきつつも、レナはまだじっとタクトの手元を眺ながめている。

「……ところで、どうしてレベッカ・レボラスの個人情報ページを見てるのかしら？」

　タクトが接続したのは、学園のフィオーラの情報が掲けい載さいされているサイトだった。そこで、レベッカについて調べてみたのだ。

「フィーネのマスターをやるって決めたその日に、もう違う子のチェック？　もしかして、あなた見かけによらず肉食系なのかしら？」

　目を細めて嫌いやみを言うレナに、タクトは正直に答える。

「マスターとして、対戦相手の基本データくらい調べておかないとだめだろ？」

「対戦相手？　誰だれの？」

「フィーネだよ」

「……は？」

　レナが眼をぱちくりさせるので、タクトは補足説明する。

「一週間後にフィーネはレベッカと花はな試し合あいをすることになったんだよ」

「あり得ないわっ！」

　すぐ近くで大きな声を出され、タクトは耳がきーんとなった。

　だがそんなことはお構いなしに、レナはわーっと話し出す。

「見習いくん、知ってるの？　レベッカはね、戦花学園のフィオーラだけで競きそう学園内のバトルランキングで七位につける実力者なのよ！」

「七位？　この戦花学園で七番目に強いってことか？」

「そう！　高等部進学時の模も擬ぎ試合で圧あつ倒とう的てきな強さで優勝して、そういう評価を得たわ。ちなみに、バトルランキングの七位より上は、ほとんどが十じゆつ花か繚りよう乱らんに名を連ねる猛も者さばかりよ。……彼女の強さがわかるわよね？」

「十花繚乱って、フィオーラランキングの上位十名のことだよな。……本当かよ？」

「本当よ」

　現げん役えきのフィオーラランカーはおよそ千人。

　そのうちの上位十人ともなれば、かなりの実力であることは疑いようがない。

　レベッカはその十花繚乱に次ぐ実力を持っている可能性があるというわけだ。

「……ちょっと待て。俺はこの学校に来る前から、フィオーラランキングをチェックしてるが、レベッカの名前は見たことないぞ？　そんなに強いならもっと有名なはずだろ？」

　そんなタクトの疑問は想定内だったらしい。

　レナは軽く首しゆ肯こうして続ける。

「彼女が実力を現したのが去年の冬フェスのあと。中三の三学期だからよ」

「中三の三学期から？　たった三ヶ月でそんなに急激に強くなるものなのか？」

「そう！　だからレベッカには悪い噂うわさがあるのよ」

「悪い噂？」

「私が彼女に興味を持ってるのは、むしろこっちが原因なんだけど……」

　と、妙みように生き生きしながらレナが自分のタブレットを引き寄せ、指を這はわせた。

「彼女、中等部時代は全然注目されてなかったわ。成績も中の中。デビューはしてたけど、当然フェスでもぱっとしなかったの。それが中三の三学期に急に強くなった。それはもう人が変わったくらいにね。それで流れた噂が……、えっと、あった、ここね」

　レナが差し出したタブレットには、一本の黒く細長い小こ瓶びんの画像が映っていた。

「あんまり強いから、これをやってるんじゃないかって噂になってるの」

「なんだ、これ？」

「これはね、去年からフィオリンクの地下サイトで話題になってる、違い法ほうな薬品『解かい放ほうの棘とげ』よ。これを使うと、フィオーラの花力が劇的に高まるって話なのよ」

「レベッカがドーピングしたっていうのか？　ドーピング自体、違法だろ？」

　フィオーラの能力を薬で強化しようという試みは、遥はるか昔から行われている。しかしながら、無理矢理に引き出された花力はほぼ間ま違ちがいなくフィオーラの身体と心を蝕むしばむ。そのため、今の時代では薬物の使用は厳しく禁止されている。

　重大な違反者は厳重に罰ばつせられるのだ。

「だから興味があるのよ。本当にレベッカが薬を使っているなら大事件だもの。私、こういうゴシップ記事大好きなの！」

　レナが喜々として語る一方、タクトは苦い顔をする。

　どちらかと言えば、タクトはゴシップが苦手だった。

「ただの噂だろ？　それに、薬なんて定期身しん体たい検査で引っかかるだろう？」

「解放の棘は通常の検査じゃ見み抜ぬけないんだって」

「そんな都合のいいものがあったら、もっと使う人がいるはずだろ？」

　あまりにも信しん憑ぴよう性せいのない話に、タクトはあきれてしまう。

「まあその通りなんだけどね。そういう噂が出ちゃうくらい、レベッカの強さは不自然なのよ。あれだけ急に強くなるなんて、並なみ大たい抵ていの努力じゃできないはずだもの」

　タクトはふむと首肯する。

「……薬の噂はともかくとして、レベッカがかなり強いってことだけはわかった」

「だったら私があり得ないって言った意味わかるわよね？　ブルームアップできないフィーネと、事実上世界トップクラスに近い戦せん闘とう力を持つレベッカじゃあ、まともな試合になるわけないわ。……どうしてそんな花試合をすることになったのよ」

　レナが神しん妙みような面おも持もちで訊たずねてくる。

　タクトは隠かくさず、すべてを話した。




「……それじゃあ、一応、フィーネも合意の上なのね。一週間でブルームアップさせて、しかもレベッカに勝たせる……。やっぱり大きく出るのね、見習いくんは」

　聞き終えたレナが、茶化すように言った。

「……まあ、さすがに少し強ごう引いんだったかもしれないな……」

　あのときは、レベッカの言い方に腹が立っていて少しばかり冷静さを欠いていたかもしれない。タクトはそう思った。

「そうねえ……」

　レナは緩かん慢まんな動作で腕うでを組む。開いた襟えりから胸元がのぞき、タクトはちょっと目のやり場に困った。

「だけど、フィーネがブルームアップしたいと思ってるのは事実よね？　それにレベッカがフィーネをいじめてる話は、前から聞いていて許せないって思ってたから……、色々と良い機会だと思うわよ」

「そうか？」

「フィーネはブルームアップできるようになって、しかもレベッカの鼻をあかせるんでしょ？　もちろん、キミがフィーネを咲さかせてあげることができて、しかもちゃーんとバトル指導してあげられればの話だけどね」

「それはもちろん、全力を尽つくすさ」

　タクトが答えると、レナは満足そうに頷いた。

「だったら問題は小さいわ。最悪、フィーネは花試合をドタキャンすればいいんだし、その場合、あなたの評判や実績に傷がつくだけだもの。……世界最高のフィオーラマスターを目指すんでしょ？　だったら頑がん張ばらないといけないわね」

「ああ、そうだな。……って、俺の自己紹しよう介かい、聞いてたのかよ」

　タクトはレナの言葉に慰なぐさめられつつも、突つっ込んだ。

　レナは微笑ほほえむと、それ以上は何も言わず、手元のタブレットへと視線を落とす。

　つかみ所はよくわからないが、悪い人間ではなさそうだ。

　そう思いつつ眺めていると、突とつ然ぜんレナが叫さけんだ。

「噓うそ?!　白はく銀ぎんの剣けん花かが最近目もく撃げきされた？　しかも戦せん花かの園そのの近く？」

　タクトはいきなりの大声にも驚おどろいたが、それ以上に出てきた単語に対して衝しよう撃げきを受けた。

「白銀の、剣花が、目撃された？」

　思わずタクトは反復してしまう。

　するとレナがタブレットを指でなぞりながら、早口に語り出す。

「そうよ。見習いくんは知ってる？　顔まで覆おおい尽くす白銀色の全身甲かつ冑ちゆうっていう、かなり珍めずらしい戦花装をまとって、多くのフィオーラを撃げき墜ついして廻まわったっていう、あの伝説のフィオーラよ。十二年前、終戦と同時にぷっつり消息が途と絶だえていたの」

「話だけならな……。そいつが、どうかしたのか？」

　タクトはレナに気づかれないように、平静を装よそおった。

「記事を読むわ。『一週間前、戦花の園へ向かう客船が、嵐あらしにより激しい損傷を受け、沈ちん没ぼつしそうになった。その原因は嵐だけではなかった。暴風の中、遠方から撮さつ影えいした写真には、船に斬きりかかるような白いフィオーラらしき影かげが写っているのだ。あれは、伝説の千せん人にん枯がらしの亡ぼう霊れいに違ちがいない。フィオーラの血を求め彷徨さまよっているのだろうか』ですって」

　ほら、とレナが応接机の上に置いたタブレットには、ゴシップ情報を載のせるサイトが表示されていた。

　かなり不ふ鮮せん明めいな写真だが、船が写っている。その船に小さな白い人影が、手に持った剣のようなもので斬りかかっている……、ように見えなくもない。

　どうやらそれが白銀の剣花というフィオーラだと、記事は解説していた。

「……俺には船を支えているように見えるけどな。第一、白銀の剣花なんて、都市伝説だろ？　実際にいたかどうかも怪あやしいって話だし、この写真も何かの偶ぐう然ぜんじゃないか？」

　タクトが言うと、レナはぶんぶんと首を振ふる。

「いるわ！　絶対にいるのよ。だって、強くて正体不明のフィオーラなのよ。それだけでもわくわくするじゃない。正体は戦花の園を運営する花はな園ぞの委い員いん会かいの創立者である五薔薇サンクロジアのひとりとも、世界初の男性フィオーラかもしれないとも言われてるし……」

　レナはかなり興奮しているようだった。

　タクトは背筋に冷たいものを感じながらも、澄すまして答える。

「レナ。花力は女しか持ち得ないってのは、花か学がく的に証明されてるだろ？　いくらなんでも正体が男っていうのは、ゴシップすぎやしないか？」

「そうかしら？　見習いくんは浪ろ漫まんがないわね……」

　レナは呆あきれた様子で、テーブルの上からタブレットを回収した。

「白銀の剣花の目撃例は四年前の霞草事件に続いてこれで二度目よ？　やっぱり生きていたんだわ、白銀の剣花。しかも近くにいたなんて。ああ、生で見てみたいわあ」

　頰ほおに手を当て、うっとりしながら虚こ空くうを見つめるレナであった。

　だが、すぐに神妙な面持ちになる。

「……けど、実在していたら、白銀の剣花って犯罪者なのよね。千人殺してるわけだし、戦花の園に未登録のフィオーラだし、戦争終結時に裁判受けてないみたいだし……」

　フィオーラは一いつ般ぱん人が千人束になってもかなわない戦力を持っている。そのため、戦花の園に未登録ということは、それだけで世界に反はん抗こうの意思があると見なされた。

　現代において、フィオーラが戦花の園に存在を登録しないことは大罪なのだ。

『♪ちゃるらりら～』と、そこで何かのメロディが流れる。

「あ、フィーネからのメッセージだわ」

　レナは慌あわただしくタブレットを操作し、メッセージに目を通す。

「買い物に時間がかかりそうだから先に帰っていて、だって。ルル。どうする？」

「そういうことならルルはお先に失礼します。夕飯の買い物がありますので」

　レナが声をかけると、とたんにルルリアは本をぱたんとたたみ、てきぱきと荷物をまとめ出した。ものの数秒で片付けを終え、出口へ向かう。

「それでは」

「またね、ルル。……さて、それじゃあ私も帰ろうっと」

　ルルリアを見送りながら、レナはうーんとのびをする。

「見習いくんはどうするの？」

「俺はフィーネを待ってるよ。他ほかにすることもないしな」

「……そう。ふたりきりになって、事務所で変なことをするつもりかしら？」

「しねえよ。それに、まだエルザ先生だっているだろ？」

「それはつまり、先生がいなかったら、何かをするという意味かしら？」

「そういう意味じゃねえよ」

「うふふ、なかなか可愛かわいい反はん応のうするわね。……それじゃあね」

　レナはそう言い残すと、ルルリアに続いて事務所から出て行った。

　室内には、エルザ先生の寝ね息いきだけが響ひびいていた。

　しばらくして、タクトはため息をつく。

「……レオルに、白銀の剣花だって？　まったく初日から心臓に悪いな」

　言いながら、自分のタブレットの画面を指先で突つつく。

　休止モードになっていた画面が淡あわく輝かがやき、待機画面が浮うかび上がる。

　見慣れた小さな妖よう精せいのアニメーションが画面内をぱたぱたと飛び回っていた。

「ほう、珍しいタブレットだな。ちょっと古めかしい上に、市し販はんのものではないようだ」

　不意に背後から声が響いたかと思うと、真横に金きん髪ぱつの女性の顔があった。前まえ髪がみが垂れ下がり目元が隠れていて不気味である。

「うわっ!?　お化け?!」

　思わずタクトは飛び退のき、女性と距きよ離りをとった。

　背もたれに身体を預けるように肘ひじを突いているのは、直前まで食しよく卓たくで寝ねていたはずの、教師、エルザ・フラウスだった。
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　エルザの金髪は長く、ゆるやかなウェーブがかかっている。白衣の下は、ボディラインを強調するようなワンピースを着ていて、その下には、かなりのダイナマイトボディがあることが一目でわかった。

　理知的な瞳ひとみに、すっと筋の通った鼻、鮮あざやかな赤色をした艶なまめかしい唇くちびる。

　エルザは教師とは思えないほどの超ちよう絶ぜつ美人であった。

「お化けとは失礼だな。私はエルザ・フラウス。天才花学教師で普ふ通つうの人間だ。ほら、足もちゃーんとあるだろう？」

　エルザはソファの縁ふちに足を乗せ、ストッキングに包まれたセクシーなそれをアピールしてきた。

　彼女のスカートは短い。タクトは目のやり場に困り、露ろ骨こつに視線を逸そらした。

「ふむふむ。少年には少し刺し激げきが強かったかな」

　エルザは足を戻もどさなかった。

　かわりにそのままソファを乗り越こえると、腰こしを下ろし、大だい胆たんな仕し種ぐさで長い足を組む。

「ところで少年は誰だれだ？　なぜこの事務所にいる？」

　詰きつ問もん口調で問われ、タクトは多少緊きん張ちようする。

「俺は……」

「いいや、待て。みなまで言うな」

　答えようとすると、エルザが手で制した。

「生あい憎にくとこのエルザ・フラウスは天才花学者でね。一を聞いて十を知る程度のことはもちろん、零ゼロを聞いて無限大を想像することもたやすい。おまえの名前くらい聞かずとも当ててみせようじゃないか。もう少しよく顔を見せてみろ」
















　エルザがタクトの顔をつぶさに観察する。

　あまりにじろじろ見るので、さすがに気き恥はずかしい。

「なるほどな。わかったぞ。おまえはタクト・エンゲイジという名前だな」

「え？……なんでわかるんだ」

　さすがに驚き、どこかに名前でも書いてあるのだろうかと、身体からだを確認してしまう。

「このエルザ・フラウスは天才花学者だ。顔を見れば名前くらい想像がつく」

「それは、すごいな」

「冗じよう談だんだ」

　即そく答とうだった。感心したタクトは椅い子すからずりおちそうになる。

「単にさっきからずっと起きていただけさ。タヌキ寝ね入いりという奴やつだ」

「なんだ……」

「もちろん私が天才花学者であることは、それとはまったく関係がないがね」

　そう言うと、エルザは長い足を華か麗れいに組みかえる。

　やっぱりスカートの中が見えそうになり、タクトはまたも目を逸らさねばならなかった。

「そうだな、私の天才さをアピールするために、もうひとつ当ててやろう。これはタヌキ寝入りとは関係ないぞ。……おまえの趣しゆ味みはずばり、曲作りだな」

「……は？」

　唐とう突とつに言われ、タクトは一いつ瞬しゆん背筋が凍こおり付いた。

　たしかにそういう趣味を持っているが、今まで誰にも話したことがない。

「なんのことだ？」

　できるだけポーカーフェイスを装う。

「いや、曲というか、歌作りと言った方が良いか？　おまえの持っているタブレットで歌を作って、フィオリンクに放流してるよな。……そのときの名前は、たしか」

　エルザはタクトの両目を射い貫ぬくように見み据すえる。

「レオル」

　タクトの心臓が跳はね上がる。一瞬、呼吸が止まったかと思った。

　生なま唾つばを飲み込もうとするが、口の中が乾かわき、それどころではない。

「……レオルって、戦花の園に未登録の、地下フィオーラのことか？　それが、俺と一体なんの関係が？　第一、俺は男で、レオルの声は明らかに女だろ？」

「その程度のシラの切り方でよく今までばれなかったな、おまえ」

「話がよくわからないな」

　平静を保ってはいるが、身体が強こわばり、体温が急速に失われていくような気がしていた。

　エルザは審しん判ぱん者のようにじっとタクトを観察している。

「それからもうひとつ当ててやろう。……さっきレナが言ってた船がどうのっていう記事。あれもおまえだろ？　……なあ、世界で唯ゆい一いつの男のフィオーラ、白はく銀ぎんの剣けん花か」

「……何言ってるんだよ、先生。レオルに続いて、白銀の剣花だって？　実在していたかも怪しい都市伝説だろ？　ゴシップ好きはレナだけにしろって」

　タクトはさすがにもう動どう揺ようを隠かくすことができなかった。

　今までも、タブレットのことを尋たずねられたことは何度かある。

　だが、レオルや白銀の剣花とセットで追つい及きゆうされたのは初めてのことだった。

「とぼけるのも無理はないか。レオルも白銀の剣花も戦せん花かの園そのに未登録だからな。もしも正体がばれたら捕つかまること請うけ合いだ。その上、世界でも例のない男のフィオーラともなれば、どんな人体実験や拷ごう問もんが待っていることやら。おお怖こわい」

「だから、それと、俺に、なんの、関係が、あるんだよ……」

　カラカラになった声で、必死に言い返す。

　すると突とつ然ぜん、それまで神しん妙みような面おも持もちで話していたエルザの表情が、ふっとゆるんだ。

「まあ、そう警けい戒かいするなよ。エンゲイジ。別に私はおまえを戦花の園に突つき出したりはしないさ。……なにせ、そのタブレットを作ったのは私だからな」

「……は？……このタブレットを作った？　どういう、意味だ？」

「おや？　私のことは聞いていないのか？　てっきり私に会いに来たのかと思ったんだがな。私は天才花学者エルザ・フラウス。……またの名は、ドクターユグドラシルだ」

「なんだって？　それじゃあ、あなたが、セリカさんが訪ねろと言っていた……」

「セリカ・ピース。声をなくした歌ミのユ女ー神ズか。懐なつかしいな」

　エルザは目を細めて、遠くを見た。

　どうやら運良く尋ね人を見つけることができたらしい。タクトは瞬間的に安あん堵どする。

「ドクター、それなら色々と聞きたいことがある。セリカさんのこととか、このタブレットのこととか、それから、それから」

「まあ待て、エンゲイジ」

　前のめりになったタクトを、エルザは手で制した。

「私はまだおまえのことをろくに知らないんだ。色々話すのはもう少し親密になってからだ。それにこの件は機密が多い。不用意に話すこと自体が危険なんだよ」

　タクトは身体を少し戻し、訊たずねる。

「もう少し親密って……、どれくらいだよ、ドクター」

「ドクターは止やめろ。昔の名だ。今はエルザ先生と呼べ」

「……じゃあ、エルザ先生」

　渋しぶ々しぶといった感じにタクトが名を呼ぶと、エルザは満足そうに頷うなずいてから言った。

「おまえがこの事務所にマスターとして居続ければいい。そうすれば、たまには気まぐれに答えてやることもあるだろうさ」

「なんだ、そんなことか」

「甘いな。そんなに簡単なことじゃあないぞ」

　タクトの安堵を邪じや魔まするように、エルザが告げた。

「おまえ、この事務所がどんなところかわかっているのか？」

「フィオーラ事務所だろ？　戦花学園付属の……」

　答えながら、タクトはさきほど覚えた違い和わ感かんが戻ってくるのを感じていた。

　ブルームアップできないフィオーラに、フラワーなのにデビューしていないフィオーラ。そして事務所にはマスターが不在。やはり、この事務所には何かあるのだろうか。

　エルザは言う。

「その通り。学園付属の事務所だ。だが、考えてもみろ。この戦花の園には千を超こえる現げん役えきのフィオーラがいて、それぞれがみな事務所に所属している。当然、事務所の数だってそれなりの数が存在してる。わざわざ学園が事務所なんて作る必要がどこにある？」

　言われてみれば確かにその通りだ。

「学内事務所なんて、所しよ詮せんはクラブ活動のようなもの。活動範はん囲いも影えい響きよう力も、それこそフィオーラ育成にかけられる費用もたかが知れている。だが、そんな事務所が存在しているということは……、そこにはもちろん、ちゃんとした理由がある」

　エルザはそこで一息吐つくと、わざとらしくためた。

　タクトは唾つばをのみこみ、エルザの話の続きを待った。

「単刀直入に言うぞ？　この事務所は、フィオーラをあきらめさせるための事務所だ」

「……は？」

　タクトの思考が一瞬停止する。

「あきらめさせる？　それは……、どういう意味だ？」

「文字通りの意味だ。フィオーラになれる素質を持ちながらも、フィオーラになるには不適格な子たちを収容し、引導を渡わたすための場所だ。故に名を最後の花冠ラストリースという」

「なんだって？」

「もちろん、彼女たち自身はそんなことは知らないだろうけどね。なんとなく、進しん退たい窮きわまっていることだけは理解していると思うが」

「あいつらのどこが、フィオーラに不適格だっていうんだよ」

　エルザはふむと頷くと、ポケットから何かを取り出して口にくわえた。煙草たばこ……、ではなく煙草形のシガレットチョコレートだった。

　軽く一口かじってから口を開いた。

「まずはルルリア・ヘリアンサス。あの子は成績が優ゆう秀しゆうだ。だが、それは一いつ般ぱん科目のみの話で、フィオーラとしては最下位だ。なぜならあの子は一度もフィオーラとして戦ったことがないからだ」

「フィオーラとして戦ったことがない？」

「ああ。公式戦はおろか模も擬ぎ試合、花試合、学園対たい抗こう戦、すべてのフィオーラバトルと、フィオーラとしての力を使う行動を拒きよ絶ぜつしている。力を使わないなら、さっさとフィオーラなんて辞やめた方がいい。だからここに入れられた」

「あのルルリアにそんな事情が……。レナも、そうなのか？」

　タクトはルルリアの顔を思い浮うかべ、それからレナの顔を思い出す。

「レナ・イーリスか。彼女は昔はまともだったらしい。本当は高等部進学とともにデビューする予定だったと聞いている」

「今は違ちがうのか？」

「高等部に進んでから、あいつはサボり魔まになった。学園の授業やレッスンはもちろんのこと、イベントのドタキャンや、途と中ちゆう早退なんかも多くてな。いくつかの事務所をクビになった挙げ句、ここ以外受け入れ先がなくなったのさ」

「一体何があったんだ？」

「さあね。知らないよ」

　エルザは面めん倒どう臭くさそうにシガレットチョコの残りの包装を剝むくと、一気に口に放り込み、指先についた分をぺろりと舐なめとる。

「そしてフィーネ・セラサス。あいつのことはおまえも知っているんだよな？」

「……ブルームアップできないからか？」

「その通りだ。彼女はかつて花か力りよく審しん査さを史上最高の評価で突とつ破ぱし、花はな園ぞのにやってきた」

「史上最高？　それは、すごいな」

「まあな。だが全くブルームアップできる気配がない。教師たちの中には、気長に待てという意見もあるが、今では審査結果が間ま違ちがっていたんじゃないかという意見が主流だ」

「審査結果が間違いってことはないだろ？　フィーネは、あれだけ歌がうまいんだ。花力だってかなりあるはずだ」

　タクトは意図せず、声を荒あららげていた。

　だがエルザは動じず、冷静に返答する。

「誰だれしもそう思ってるし、思ってたさ。しかし、何年もブルームアップができないという事実は変わらない。だとしたらいくら潜せん在ざい能力が高かろうと、素質なしと判断されても仕方がない。……この事務所に入れられるのはある意味当然、というわけだ」

「そんな……」

　頭では理解できても、素す直なおに頷けないタクトである。

「そういうわけで、だ。フィーネ、ルルリア、レナの三人はそれぞれ問題があり、フィオーラに不適格だと思われている」

　タクトが黙だまっているとエルザが続ける。

「とはいえ、彼女たちにも夢や目標はあるだろう。それを強制的に奪うばうのは問題がある。彼女たちは犯罪者ではないからな。だから、この学内事務所によって身み柄がらを引き受け、本人たちが進んでフィオーラをあきらめられるようにしむけているのさ」

　そこでエルザは深く息を吐き出してから、背もたれに身体を預けた。

「ここはそういう事務所だ。おまえは世界最高のフィオーラマスターを目指しているんだろう？　ここのフィオーラを相手にしていたらそんなものにはほど遠い。それでも居続けることが簡単だと言えるのか？」

　じっと見つめるエルザに、タクトは静かに言い返した。

「愚ぐ問もんだな。俺が目指す世界最高のフィオーラマスターは、どんなフィオーラも咲さき誇ほこらせるマスターだ。素質や性格の問題だけで投げ出すようなことはしない。それに……」

　タクトはエルザの瞳ひとみをまっすぐに見つめる。

「目の前で苦しんでいるフィオーラがいたら、手を差し延べるのはフィオーラマスターとして当たり前のことだろ？」

　エルザはじっと、タクトを検分するように眺ながめていた。

　真意を問うように。本心を見み極きわめるように。

「ふむ。さすがはセリカがレオルを托たくしただけの人間、ということか」

　やがて独りごちてから、頷くとエルザは立ち上がった。

「実を言うとな、エンゲイジ。任されたとはいえ私もこの事務所の存在は正直気に入らないんだ。しかし、マスターの資格もなければ、資質もない私にはどうすることもできん。……おまえに、あの子たちを頼たのんでもいいか？」

「……ああ。任せろよ」

「そうか……」

　そして、エルザはポケットから何かを取り出し、タクトに向かって放り投げる。

　シガレットチョコ……、ではなく一本の鍵かぎだった。

「鍵？　これは？」

「事務所の鍵だ。一本をおまえに預ける。ここには簡易レッスン場と資料室と、仮か眠みんスペース、ユニットバスなんかがある。おまえの好きなように使うといい」

「それは助かる。……だけど、どうしてそこまで信しん頼らいしてくれるんだ？」

　タクトの問いに、金きん髪ぱつの教師は両手をポケットにつっこんだままぶっきらぼうに言った。

「……セリカの夢は、私の夢でもあったからさ。頼んだぞ、見習いマスター」

　エルザは白衣の裾すそをはためかせて、颯さつ爽そうと事務所を出て行った。
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「タクト、まだいるよね？」

　息を切らせながらフィーネが戻もどってきたのは、エルザが出て行ってから数分後のことだった。フィーネは乱暴に扉とびらを開け、飛び込むように事務所に入ってきた。胸元に薄うす茶ちや色いろの紙かみ袋ぶくろを抱かかえていた。

「おう。遅おそかったな。みんなもう帰ったぞ」

「知ってるー。レナちゃんもルルちゃんも連れん絡らくくれたもん。……だけど、先生まで帰ったの？　いつもならあと一時間は寝ねているんだけど」

　心底珍めずらしいといった様子で、フィーネは唸うなった。

「エルザ先生、普ふ段だんはそんな感じなのか」

「うん。責任者って言っても、本当に名ばかりなの。ほとんど責任者らしい仕事もしてくれないし、もちろんマスターでもないから、わたしたちの活動をフォローしてくれるわけでもないし。いつもここで寝てるだけなの」

　買ってきたものを棚たなへしまいながら、フィーネは不満そうに言う。

「ここに来る理由も職員会議からの逃とう避ひらしいし……。いなくても良いとまでは言わないけど、なんかもにょっとするの。タクトは先生と何か話したの？」

「この事務所のこととか、それなりにな。あと鍵を預かったぞ」

「タクトがフィオーラマスターだからかな？　先生は基本的にフィオーラが好きじゃないみたいだから……」

　湯を沸わかしたり、カップを出したり、フィーネは手て際ぎわよくお茶の用意を進めている。

「そんなことはないと思うけどな」

　先生に課せられているのは、フィオーラをあきらめさせなければならないという仕事だ。

　その対象となるフィオーラとの接し方は難しいはずだ。

　おそらく、寝た振ふりをしてやり過ごさなければやっていられない程度には。

　タクトはエルザの心情をおもんぱかり、少しだけやるせない気持ちになった。

　そこで、ふと思ったことを口にする。

「なあ、フィーネは、この事務所をどう思ってるんだ？」

「どう、って？」

「……この事務所は、好きか？」

　直球すぎると勘かんぐられる可能性がある。控ひかえめに質問した。

「……なんでそんなこと聞くの？」

「マスターとしての純じゆん粋すいな興味だ」

「マスターとして……」

　少しだけ不ふ審しんそうな表情を浮かべたが、フィーネはすぐに答える。

「好きだよ。レナちゃんやルルちゃんと出会えたもん。それにブルームアップできないわたしを所属させてくれるだけで嬉うれしいの。噂うわさだと、フィオーラとして才能のない子を辞めさせるための事務所もあるって話だから」

　どうやらここがその事務所だとは、フィーネは思っていないようだった。

「……ひどいところもあるんだな」

　タクトは悟さとられないように相あい槌づちを打った。

「どの事務所でも辞めていくフィオーラはいるから。最後は結局、本人の気持ちの問題だよ。……はい、お茶が入ったよ」

　応接セットのテーブルに、カップに注がれた紅茶が置かれた。

　自分から切り出したとはいえ、あまり続けたい話題ではなかった。だから、良いタイミングだとタクトはほっとする。

「よし、それじゃあ今後のことを決めようか」

「あ、そうだ」

　対面のソファに腰こしをおろしたフィーネが、鞄かばんからタブレットをとりだした。

「学校からメールが届いていたの。レベッカとの花試合の承しよう諾だく書だって。本来はマスターのところにいくものらしいけど、タクトはまだ手続きが終わっていなかったから。……その手続きのことも含ふくめて説明されてるよ。ほら、これ」

　フィーネが差し出したタブレットに、いかにも学校からの配付物な調子の文章が表示されている。

「……俺がこの事務所のマスターになる手続きをしたあとに、必要事じ項こうを入力して返送すればいいわけだな？」

「そうみたい。花試合なんてわたしも初めてだから、よく知らないけど」

「……フィーネ。ひとつ確認しておくぞ」

　注意深く内容を読んだタクトは、顔を上げてフィーネを見つめた。

「なに？　改まって……」

「おまえ、レベッカとの花試合、本当にやるんだよな？」

「もちろん」

「そのために、一週間以内にブルームアップを成功させる。……そうだな？」

「そうだよ」

「三年かかってもできていないことを一週間でやろうとするんだ。かなりハードなトレーニングやスケジュールになるかもしれないぞ。……それこそ、フィオーラを辞やめたくなるくらいきついかもしれない。それでもいいのか？」

　若じやつ干かん、脅おどかすようにタクトは言う。だがフィーネは怯ひるまない。

　むっとした様子で言い返してくる。

「そもそもあなたが言ったことでしょ？　いまさら怖おじ気づいたの？　それともわたしをバカにしてるの？」

「そういうわけじゃない」

「むしろあなたこそ本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　約束、ちゃんと守れるの？　一週間でわたしをブルームアップさせて、レベッカに勝たせてくれて……、それで、……フィオーラ・パルフェに……、してくれるんだよね？」

　フィオーラ・パルフェという部分は、他ほかよりも声が小さかった。

「ああ。おまえにその気があるのなら、俺は全力でおまえを咲き誇らせる。必ずな」

「それなら、わたしはあなたの言うことを聞く。ブルームアップできるなら、……夢を叶かなえられるなら、どんなことだってするから」

　フィーネは噓うそや冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「そのくらいの覚かく悟ご、できてるから」

「……わかった」

　フィーネの挑いどむような視線に、タクトはゆっくりと顎あごを引いた。

　半ば強ごう引いんに話を進めてしまったことが不安だったが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

「……ねえ、タクト」

　少し間を開けて、フィーネが訊ねてきた。

「なんだ？」

「わたしでも、その……、本当に、いつか、フィオーラ・パルフェに、なれると思う？」

　指先を胸の前であわせつつ、上うわ目め遣づかい。

「……素質はあると思ってる。だから、おまえが望むなら、なれると思う」

　タクトはフィーネの目を見返して、真しん剣けんに答えた。

「……そっか。タクトがそう思ってくれるなら、わたし、頑がん張ばるね」

　フィーネはかすかに頰ほおを染めながら頷うなずいた。

　タクトはそんなフィーネの様子に、興味を持った。

「フィーネはどうしてそこまでフィオーラ・パルフェにこだわるんだ？」

「え？……聞きたいの？」

「俺はおまえのマスターになった。だから、どんなことでも、おまえの情報は知っておきたいんだ」

「ふぇ……。そそそ、そんなこと、真顔で言わないでよ」

　フィーネは焦あせったように言う。

　それからうつむいて、視線を横に逸そらす。長い髪かみを指先でいじいじ。

「……その、聞いても笑わない？」

「笑わない」

「絶対に、笑わない？」

「絶対に笑わない。絶対にだ」

「……そ、そこまで言うなら……、じゃ、じゃあ言うよ？」

「おう」

　フィーネがようやく重い口を開いた。

「あのね、わたし、小さい頃ころ……、まだ花はな戦せん争そうの最中に、フィオーラの戦せん闘とうに巻き込まれたことがあるの」

「当時は、場所を問わずにバトルしてたからな……。よく無事だったな」

「うん。そのとき、わたしを助けてくれたフィオーラがいたの。敵の攻こう撃げきを躱かわしながら、わたしを安全なところまで送ってくれたの。強くて格好良くて、それに、泣いていたわたしを慰なぐさめようとして、歌ってくれた歌声がとっても素す敵てきな人だったんだよ」

　フィーネはたどたどしく語る。

「だから、わたしも、ああいう強くて格好良くて、歌の上手なフィオーラになりたいって思ったの。それでどうせなら一番を目指そうって思って……、その……」

　後半、一気に声のボリュームがしぼんだ。だからタクトは予測して返事をする。

「……なるほど。それで、フィオーラ・パルフェを目指してるってわけか。フィオーラとして一番の存在を」

「う、うん。……うわ、恥はずかしい。これ、話したのタクトが初めてだから。マスターだから話しただけだからね！　みんなには内ない緒しよにしてよ」

　フィーネは顔が真っ赤だった。

「なんで内緒なんだ？　別に恥ずかしがることなんてないだろ？」

「恥ずかしいよ！」

　フィーネが少しだけ大きな声を出す。

「なんでだ？」

「だって、さっきも言ったけど、わたしは歌しか取り柄えのない、ブルームアップもまともにできないフィオーラなんだよ？」

「そんなの夢には関係ないだろ？　夢くらい誰だれだって持ってるだろ？」

「そ、そうかもしれないけど……、だけど…、だけど……」

　フィーネはしゅんとしてしまう。

「……わかったよ。内緒にする」

　タクトは苦く笑しようしつつ言った。

「絶対だよ？　もし誰かに話したりしたら、耳元で歌うから！　思いっきり高音で！」

　フィーネの高音を耳元に受けることを想像して、タクトは少し背筋が寒くなった。

「ちなみに、おまえを助けたそのフィオーラ、名前はなんて言うんだ？」

「……残念だけど名前は知らないの。あのときは言ってくれなかったから」

　フィーネは首を振った。

「ただ、そのひとの通り名だけは知ってる。戦花装が独特で有名だったひとだから」

「戦花装が独特……？」

　それでタクトはドキリとする。まさかと思いつつ、フィーネの次の言葉を待った。

「うん。……タクトは白はく銀ぎんの剣けん花かって、知ってる？」

「や……」

　やっぱりか！　と、思わず出しそうになった声を、タクトは必死にこらえた。

「や？　どうしたの？」

「いや。なんでもない。白銀の剣花か。ああ、知ってるぞ。花戦争終結の英えい雄ゆうのひとりだけど、フィオーラ千せん人にん枯がらしとか、白い魔ま女じよとか言われてたフィオーラだろ？」

「そうそう。なんか、一いつ般ぱんにはあんまり評判が良くないんだよね、白銀の剣花さん。わたしにとっては、あのひとこそフィオーラ・パルフェなのに……」

　はあ、とフィーネは残念そうにため息をついた。

　タクトはそんなフィーネの言葉に、少し胸が熱くなった。

「……まあ、おまえがそう思ってるなら、白銀の剣花も喜ぶんじゃないか？」

「そうかな？　そうだといいけど。今、どこで何してるんだろう」

「……さあな」

　タクトは短く答えた。

「あ、いつのまにかこんな時間。もうすぐ帰らないと」

　お茶に口をつけながら、時計を見たフィーネが言った。

「タクト、明日あしたから、特訓とかするんだよね？」

「ああ。もちろんだ」

　タクトは余よ裕ゆうたっぷりに頷いた。

　フィーネが興きよう味み津しん々しんといった様子で身を乗り出してくる。

「何をするの？　歌いながら逆立ちするなら、明日はジャージを用意するよ!?」

「逆立ちはない」

「そ、そっか……」

　タクトが断言すると、フィーネはちょっとだけ寂さびしそうな顔をした。話を続ける。

「特訓はする。だが、明日はちょうど祝日だ。特訓の前にやっておきたいことがある」

「やっておきたいこと？　何？」

「フィーネ、俺にこの戦せん花かの園そのを案内してくれないか」

「ふぇ？」

　突とつ然ぜんのタクトの申し出に、フィーネは目をぱちくりとしばたたいた。

「案内？　観光するってこと？　特訓しないで？」

「ほら、俺、昨日の夜ここに到とう着ちやくしたばかりだからさ、戦花の園のことよくわかんねえんだ。こういうの頼たのめる知り合い、他にいないからな」

「タクト、わかってるの？　レベッカとの花試合まで一週間しかないんだよ？」

　フィーネが不服そうに半はん眼がんになる。

「もちろん、わかってる。ただ特訓をするには、この土地のことを知っておく必要があると思うんだ。何、大丈夫だ。明後日あさつてからはみっちり特訓するから」

「……本当に大丈夫なの？」

「ああ、約束は守る」

「……わかった。そういうことなら案内する。だけど、ちゃんと約束は守ってよ？　守ってくれないと、耳元で歌うから！」

　その後、特訓せずに観光案内を提案したタクトに不ふ審しんな目を向けるフィーネとともに、フィオーラマスターになる手続きや、花試合のメールへの返事をした。

　それから翌日のスケジュールを軽く検討。戦花の園を一日でまわるのは難しいということで、コースをフィーネに一任してから解散した。

　ただ、タクトだけは事務所に残っていた。

　もちろんフィーネをブルームアップさせる方法を探さぐるためだ。

　明日の案内。実は、タクトの中ではこれも特訓のひとつだった。

　フィーネのことをもっと知る。それが一番大事だとタクトは考えたのだ。

　初めから特訓だと言ってしまうと、余計な力が入り素のフィーネを見ることがなかなかできない。何の関係もない行動の振ふりをして、フィーネの様子を窺うかがおうというのだ。

　だが、ただ観察しただけで何かが解決するわけではない。

　だからタクトはもうひとつ、先んじて手を打っておこうと考えていた。
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「さて、と」

　買ってきた弁当で腹を満たしたタクトは、事務所の応接間でタブレットの音声通話機能をたちあげ、コールナンバーを入力した。

『お兄様！』

　すぐに、タブレットから甲かん高だかい少女の声が響ひびく。

『お兄様。お久しぶりです。お兄様。一体どれだけ心配させれば気が済むのですか。前回の連れん絡らくからもう一ひと月つきですよ？　待たされすぎて、カノンは呼吸困難に陥おちいるところでした』

「カノン、仕事の話だ。いいか？」

『無礼です。無礼ですよお兄様。挨あい拶さつもなしにいきなり用件を切り出すなんて、いくら兄妹きようだいだといってもさすがによろしくありませんよ。もちろん兄妹といっても血のつながりはありませんが。それはそれ、これはこれです』

「悪い。だが、あまり時間がないんだ。あと、一応言っておくが、俺とおまえは血のつながりどころか、義理の兄妹でもなんでもないだろ」

『冷れい酷こくです。冷酷ですよ、お兄様。今その事実を告げることにどれだけの意味があると言うんです？　まったく、お兄様はいつも勝手です。……今回も、カノンに内緒で事務所を決めてしまったみたいじゃないですか。しかも、かなり変わったところのようですね』

　タクトはわずかに身体からだを強こわばらせた。

「……相変わらず耳が早いな」

『光栄です。けど、この程度の情報は筒つつ抜ぬけですよ、お兄様。なんだったら、お兄様が戦花の園で召めし上がった食事の内容も当ててみせましょうか？』

　タブレットの向こうの少女が、くすくすと悪戯いたずらっ子のように笑う。

「敵かなわないな……。まあいい。それなら話が早い。カノン、花力がありながらも、数年レベルでブルームアップができなかったフィオーラの例を調べてほしい。できればブルームアップできたきっかけもあると助かる。……できるか？」

『簡単です。この情報屋カノンをなめてもらっては困りますよ、お兄様。その程度のこと、一日もあれば全世界五百年分の情報を集めてみせますよ』

　自信たっぷりに、不ふ遜そんな口調。

『ただ、お兄様。わかっているとは思いますが、この世界の原則は等価交こう換かん。いくらお慕したいするお兄様の頼みといえど、カノンはただでは動きませんよ？』

「わかってる。ちょっと待て」

　タクトはタブレットの表面をなぞる。数度タップして、あるデータをカノン宛あてに送る。

「送ったぞ。レオルの新曲だ」

『新曲！　本当ですかお兄様!?』

「嵐あらしのせいで一週間も暇ひまだったからな。作曲の時間は存分にあった」

『……はあん。お兄様の新曲。素敵です、素敵すぎますお兄様。カノン、立っていられないくらいきゅんきゅんしていますよ。たまりませんたまりません。……はぅん』

　タブレット越ごしに送付した、レオルの『曲』を聞いているのだろう。

　カノンの恍こう惚こつとした声が聞こえてくる。

「対価はそれでいいか？」

『もちろんです。このクオリティの曲ならば、地下サイトでまた話題になるでしょう。いつも通り伴ばん奏そうや編曲はこちらで勝手に進めて構いませんか？』

「任せる。じゃあ、よろしくな」

『あ、お兄様、まだお話は途と中ちゆう……』

　タクトは用件が終わったところで即そく座ざに通話を切った。

　うっかりまともに相手をすれば、だらだらと長時間会話をさせられた挙げ句に、思わぬ情報を搾さく取しゆされてしまうからだった。

　情報屋カノン。

　彼女は花力を使って、世界中のありとあらゆる情報を傍ぼう受じゆし、売買する存在だ。

　彼女もまたレオルや白銀の剣花と同じように、指名手配を受けているフィオーラだった。

　昔、ちょっとした縁えんで知り合って以来、タクトはレオルの楽曲を提供する代わりに、様々な情報を得ていた。ドクターユグドラシルのこともカノンの調査結果だった。

　ちなみに、地下サイトでレオルを幻まぼろしの歌うた姫ひめに仕立て上げたのもカノンである。

「よし、俺は俺で調べるか」

　通話を終えたタクトはソファから立ち上がると、二階の資料室へと向かった。

　資料室の棚たなには、フィオーラに関するかなりの量の文ぶん献けんや、ラストリースに所属した歴代のフィオーラたちの記録が残っていた。

　タクトは手近なところから引き出し、中を開く。

「必ずブルームアップさせてやるからな、フィーネ。俺はきっと、おまえの願いを叶かなえてみせる」

　窓の外に浮うかぶ月に誓ちかうと、タクトは黙もく々もくと調べものを開始した。
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　一方、その頃ころ。

「戦花の園を案内って……。引き受けちゃったけど、どうすればいいんだろう」

　自宅である学生寮りように戻もどったフィーネが、帰りがけに買ったガイドブックや、タブレットの情報サイトとにらめっこを始めて、すでに三時間近くが経過していた。

「それに、マスターとお出かけするって、何を着てけばいいんだろ。変な格好だったら、愛あい想そをつかされちゃったりしないかな？」

　腕うでを組み、眉み間けんにしわを寄せ考えるが答えは出ない。

「……やっぱりレナちゃんやルルちゃんに相談してみよう……」

　ため息をつくと、フィーネはタブレットを手に取り、コミュニケーション用のアプリ『ライム』を立ちあげた。
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「三分前か。セーフ、だよな……！」

　翌朝。タクトは息を切らしながら待ち合わせ場所にたどりついた。学校前のバス停だ。

　昨夜ゆうべは事務所で徹てつ夜やをしてしまった。軽い仮か眠みんをとったところ、寝ね過すごし、遅ち刻こくしそうになったのだ。だからタクトは制服のままだった。

　きょろきょろと辺りを見回す。部活動でもあるのか、バス停周辺には制服や、ジャージ姿の生徒がいるが、肝かん心じんのフィーネの姿はない。まだ来ていないようだ。

　どうやら待たせすぎたということはないらしい。

　ほっと胸をなでおろしつつ、タクトは呼吸を整える。しかし、

「タクト、お、おはよ」

「うわっ」

　背後から突とつ然ぜん声をかけられ、タクトは心臓が止まりそうなほど驚おどろいた。

　振り返ると、停留所の看板に隠かくれるようにして立つ女の子がいた。

　後ろを向いているが、髪かみの毛と声からフィーネだとわかった。

「なんだよ、フィーネ。もう来てたのか」

「わたしも、ついさっきついたとこ」

「そうか……。それで、なんで隠れてるんだ？」

「え？　そ、その……、こんな格好をするのは初めてで……」

「格好？」

　言われて、タクトは視線を下げる。するとバス停から少しはみ出ているスカートが、制服のものではないことに気づく。

　タクトに気を遣つかって、おめかしでもしてきたのだろうか。

「別にどんな格好だって俺は気にしないぞ」

「本当に？」

「ああ。だから出てこいよ」

「う、うん」

　フィーネがゆっくりとバス停の看板から姿を現した。

「お……」

　タクトはフィーネの姿を見て言葉を失った。

　ひらひらしたレースやリボンが無数に取り付けられた、とてもごちゃごちゃしたデザインのワンピースに、同じような意い匠しようのボレロを羽織っている。

　いわゆるロリータ服というジャンルの服装だとはわかったが、いささか度が過ぎている。

　その上、頭には、花のアクセサリーがごてごてとあしらわれた、あまり趣しゆ味みの良くないヘッドドレスを装着していて、なんというか、ひどいことになっていた。

　だが、もしかしたらフィーネなりに考えがあってか、あるいは、本気で良いと思ってやっている可能性もある。うかつなことを言えば信しん頼らい関係にひびが入りかねない。

「なによ……。言いたいことがあるならはっきり言ってよ」

「いや……、その……な、なかなか、個性的な格好、だな」

「ふぇ？　個性的？　それって、褒ほめてるの？」

「……まあ、そういう側面もある」

「そ、そう」

　精せい一いつ杯ぱいひねり出した、個性的という言葉に、フィーネは特に悪い印象はもたなかったようだ。まんざらでもない様子だ。
















　とはいえ、このままのフィーネと出で掛かけるには若じやつ干かん抵てい抗こうがあった。

「えーと……、そのだな……」

　タクトはうまい言葉が見つからず、視線を虚こ空くうにさまよわせた。

「……うう……、やっぱり無理！」

　すると、不意にフィーネが叫さけんだ。

「どうした？」

「ごめんね、タクト。自分で着てきたけど、この服装、もう無理！　頭も重いし、息苦しくて耐たえられない！　ちょっと着き替がえてくるから、待ってて！」

「あ、ああ。いくらでも待つぞ。って、着替えがあるのか？」

　むしろタクトはほっとしながら答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　こんなときのために制服を一ひと揃そろい持って来たから！」

　フィーネは、そう言うと、バス停に併へい設せつされたトイレへと駆かけ込んだ。







「あら。フィーネってば、自分から着替えに行っちゃったみたいよ」

「さすがにあれは無理がありましたか……」

　物もの陰かげから双そう眼がん鏡きようを使って、タクトとフィーネの様子をのぞいている者がいた。

　レナとルルリアである。

「だけど、見習いくんってばあの格好を見ても動じなかったわよ。……やっぱり本気でフィーネのマスターをやろうとしてるんじゃないかしら？」

「レナさん。騙だまされてはいけません。三年もブルームアップできないフィーネさんを一週間でブルームアップさせるなんてこと、まともな神経のマスターなら約束しません。ですから絶対にあの男は悪いことを企たくらんでいるに決まっています」

「うーん。私はそんなことないと思うけどなあ」

「いいえ。そんなことあります。出で逢あったその日にフィーネさんをデートに誘さそったのが良い証しよう拠こです。フィーネさんから相談をうけたときはびっくりしましたよ」

　ルルリアがタブレットをとりだして、『ライム』の画面を開いた。

　吹ふき出し状のコメントが連なり、フィーネとルルリアとレナが会話していたのがわかる。

「純じゆん粋すいに街を案内しろって言われただけだと思うんだけど。フィーネもそれ以上のことだと思ってないみたいだし……」

「だから危ないんです。あの男、きっと肉食系どころか、猛もう獣じゆう系……、いえ魔ま獣じゆう系男子に違ちがいありません。フィーネさんを毒どく牙がにかけようと狙ねらっているんですよ。ここで追い出さなくては、いずれはルルやレナさんもその餌え食じきになるかもしれませんよ!?」

「そんなこともないと思うけど……」

　そこで、レナの声こわ色いろが低いトーンに変化する。

「……でもまあ、うちの事務所に入るっていうんなら、あの見習いくんがどんな人間なのかを見み極きわめておく必要はあるわよね」

「違いますよ、レナさん。動かぬ証拠をつかんであいつを追い出すんです」

「正反対のモチベーションね」

「そのようですね」

「どっちでもいいけどね。……だけど、こういうとき、色々と素す直なおに信じちゃうフィーネの性格は助かるわ。こっちの指示をほとんど鵜う吞のみにしてくれるんだもん。あの服装だって、マスターに超ちよう好印象だって言ったら信じちゃったし……」

「そうですね。騙しているみたいで少し気が引けますけど……。元々あいつを連れてきたのはフィーネさんですから」

「あ、ルル。アプリにメッセージが来てるわよ。『ごめんね。せっかく考えてくれたコーディネイトだけど、耐えられなかった』ですって。じゃあ、次はどうしようか？」

「……そうですね。こういうのはどうです？　まず商業区の服屋さんにいくんです……」

「……へぇ、面おも白しろそうだわ」

　ルルリアがそっと耳打ちをすると、レナは楽しそうに目を細めた。
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「服を選んでほしい？」

「う、うん。そう」

　バスから降りたとたん、フィーネがタクトに向かってそう言った。

　あのあと、制服に着替えてきたフィーネと合流し、ふたりはバスに乗った。

　到とう着ちやくしたのは商業区と呼ばれるエリアである。見み渡わたす限り店てん舗ぽや人で賑にぎわっていて、高層建築物も多い。フィーネ曰いわく、戦せん花かの園その一の『都会』だそうだ。

「それは構わないが……」

　フィーネの申し出にタクトは頷うなずくが、快かい諾だくとまではいかない。

　フィオーラマスターの仕事には、戦せん花か装そう以外のフィオーラの衣装を選ぶものもある。

　だから勉強はしているので、得意とまではいかないものの知識はある。

　だが、当然のことながら得え手て不ふ得え手てというものがある。

「ただ、さっきの服みたいなのが趣味だと、俺は少し苦手かもしれないぞ？」

「ち、違うよ！　あれはわたしの趣味じゃないから！　あれは、その、た、たまたまクローゼットにあったのを着てきただけだから！」

　フィーネが慌あわてて否定する。

「たまたま？」

「そう、たまたま、偶ぐう然ぜんなの！　とにかく服を選んでくれるんだよね？　黙だまってわたしについてきて！」

「お、おう」

　若干怒おこった風なフィーネがすたすた歩き出したので、タクトはその後に付いた。

　ほどなくして、フィーネは高層の建物のひとつに入る。

　どうやら女性向け衣料品の小売店が集まっているところらしかった。

「えっと、ここの五階にお目当てのお店があるらしいんだけど……」

「らしい？　なんだ。初めて行く店なのか？」

「ふぇ？　あ、ち、違うから！　よく来てるところだから！　常連だもん！」

　タクトは若干不ふ審しんに思いつつも、フィーネに付いていく。

　半はん透とう明めいの板が階段状に連なっている花力エスカレーターがふたりを上層階へ運んだ。

「たしか、この店の脇わきを入って……、ああ、あったあった。タクト、このお店だよ。ここの服はマスターに受けが良い……、じゃなくて、わたしのお気に入りなの。ここで服を選んでほしいの」

　小売店の入り口。その上部にとりつけられた看板だけを確認してフィーネが振ふり返った。

「タクト？　顔が赤いけど、どうしたの？　熱でもあるの？」

「いや、おまえ、その。……本当にここで俺に選ばせるのか？」

　入り口から店内に向かって陳ちん列れつされている物を見て、タクトはさすがに尻しり込ごみする。

「そうだよ？　なによ？　いまさらできないって言うの？」

「いや、だけど、おま……、さすがに、これは……、ロリ服より抵抗があるぞ」

「ふぇ？　そんなに変わった服？　普ふ通つうのお洋服だと思うんだ……、け……、ど……」

　フィーネが店舗を確認し、同時に動作が固まった。首筋が、耳の後ろが真っ赤に染まる。

　赤色、黄色、青色のカラフルオンパレード。レース、フリル、すけすけ、ふわふわ、魅み惑わく的で蠱こ惑わく的、健康的でもどこかセクシーで、さすがに男子高校生には目の毒な光景。

「フィーネ。これ、下着、だよな」

　タクトはそっぽを向きつつ訊たずねた。そこは下着売り場だったのだ。

「これを俺に選ばせるのかよ」

「ふぇ、ふぇ!?　えっと、えっと、うう……、そ、その……」

　しばし逡しゆん巡じゆんしたのち、フィーネは思い切り堂々と言う。

「そそそ、そうなの！　わたしはタクトに下着を選んでもらいたいの！　さあ、選んで。タクトはわたしにどれを着てほしい？　赤でも青でも緑でもなんでも着るから！」

　半ばやけクソ気味に、胸を張ってドヤ顔。だが顔は真っ赤なままだった。

　タクトはさすがに何か変だとは思う。

「……おまえ、誰だれかに何か言われたのか？」

「ぎくっ！　そそそ、そんなことないから！　これはわたしの考えたプランだから！」

「いま、ぎくって言ったな」

「言ってないから！　ほら、店の前にいつまでもいると変な目で見られるよ！」

　周囲の客からすでに注目を浴びまくりの中、タクトは半ば無理矢理、フィーネに背中を押されて下着店へと連れ込まれてしまった。







「やっぱりあいつは猛獣をこえた魔獣のさらに上級、Ｇ級魔獣系なんですよ。女性の下着売り場にほいほい入って行くなんて、草食系の男子ならきっとしませんから」

「うーん。私には渋しぶ々しぶ入って行ったように見えるけど？」

　下着店と同じフロア。エスカレーターを挟はさんだ反対側の観葉植物に隠かくれて、レナとルルリアの姿がある。

「見解の不ふ一いつ致ちですね。……さあ、あとは試着です。フィーネさんは、スタイルも良いですから、あの身体からだでセクシーな下着姿を見せれば、きっとあの男も馬ば脚きやくを露あらわすに違いありません。ルルはその瞬しゆん間かんの下品な表情をきっちり撮さつ影えいしてやるんです」

「あ、フィーネから連れん絡らくが入ったわよ。さすがに怒ってるみたいね。ぷんぷんだって」

「とりあえずフィーネさんには適当な理由をつけて、できるだけセクシーな下着をつけてもらいましょう。あのマネキンが着ているものあたり良さそうですよ」

「んもう。ルルってば簡単に言わないでよね。理由を考えるのも簡単じゃないのよ？」

　と、レナは楽しそうにタブレットに指を這はわせた。







「うーむ」

　タクトとフィーネは下着店の奥の方、外からは見えにくい場所で陳列された商品を眺ながめていた。

「それで、タクトはわたしに、ど、どれを着てほしい？」

　なにやらタブレットを操作していたフィーネが顔を上げ、改めて聞いてくる。

「どれって言われてもな……」

　目のやり場にこまりつつも、タクトは一応商品を眺める。

　たくさんありすぎる色や柄がらに、目眩めまいを起こしそうだった。

「じゃ、じゃあ、自分で選んでもいい？」

「俺に選ばせるんじゃなかったのか？」

　フィーネの申し出にタクトは首をかしげつつも、少しだけ安あん堵どする。

　だが。

「タクトはタクトで選ぶの！　わたしはとりあえず、えと、あっちのマネキンが着てるのを試着するから。タクトのはそのあと着るから！」

「そ、そうか……。って、あのマネキン!?」

　やっぱり自分も探すのかと、重い気分のまま、タクトはフィーネが指さすマネキンを見て、眼を丸くする。

「おい、まじでアレを着るのか？」

「え？　ふぇっ？」

　タクトの指し摘てきでマネキンを見たフィーネの顔が、火を噴ふき出しそうなほど真っ赤になった。

「ふえ、ふえええっ!?」

　変な声を出しながら、フィーネの視線はマネキンに釘くぎ付づけになる。

　それは、超セクシーな赤い下着のセットだった。

　胸の部分と腰こし回まわりを覆おおうのは、かなり控ひかえめな面積をした布であり、そしてそれらを隠すように重ね着するキャミソール風なものは、上から着る意味がないほどすけすけなシースルー仕様だった。

「なあ、フィーネ、おまえ本気で」

「き、着る、着るから！　わたしは前から一度あれが着てみたかったの！」

　そう言って、フィーネはぎくしゃくとした足どりでマネキンの近くまで行き、同じ下着セットを一式手に取ると、試着室へ向かった。

「タクトはタクトで探しておいてよね！　わたしは今からこれを着るから！」

「お、おい」

　シャッと、乱暴な音を立ててカーテンを閉めると、フィーネは試着室に籠こもった。

「選べって言われてもな……」

　タクトは律りち儀ぎに周囲を見回して、だが、やはりどうしたらいいのかわからず目を瞑つぶった。

　それで、少し思考に集中できるようになる。

「……さっきからフィーネの奴やつ、変だよな」

　変な服を着てきたり、下着店で服を選べと迫ったり。

「まるで、誰かに入れ知ぢ恵えされているような……、ん？」

　タクトはそこで不意に視線を感じ、振り返った。

　すると店の外、エスカレーターの傍そばで、何かが不審な動きをしたように見えた。

「……ふむ？」

「タクト、ちょっと来て」

　不意に、試着室からフィーネが呼ぶ。それでタクトは思考を中断する。

「どうした？」

「えっと、その……」

　試着室の前に立つと、中からフィーネの困った風な声が聞こえてくる。

「……サイズでもあわなかったのか？」

「違ちがうから。サイズはぴったりだよ。そうじゃなくて、そうじゃないの！」

「どうしたんだ？」

「うう……、ええと……、あのう……、その……、こ、これもブルームアップするためだから、フィオーラになるためだから！　いくよ、フィーネ、………………えい！」

　突とつ如じよ、かけ声とともに試着室のカーテンから手がのび、タクトの腕うでを摑つかんだ。

「え？　おい！」

　油断していたこともあり、タクトは簡単に試着室内へと引っ張り込まれてしまった。

「どどど、どう？　に……、に、似合ってる？」

　狭せまい試着室で、フィーネが恥はずかしそうに身体を丸めながら訊ねてきた。

　もちろん、その肢し体たいを覆っているのはマネキンが着ていたのと同じ下着セットである。

　タクトは下着姿のフィーネを、一いつ瞬しゆんだけ凝ぎよう視ししてしまった。手で隠してはいるが、覆いきれない部分が見えている。

　赤いシースルーのキャミソールの下に潜ひそむ、なめらかな白い肌はだ。胸元と腰回りを覆う申し訳程度の布きれ。

　そして、なにより、制服姿ではわからない絶ぜつ妙みようなスタイルがタクトの脳のう髄ずいを刺し激げきした。

　ごくりと、タクトは思わず生なま唾つばを飲み込んでいた。







「あ、フィーネが見習いくんを試着室に引き込んだわ！」

「今です。行きましょう、レナさん」

　物もの陰かげに隠れて動向を見守っていたレナとルルリアは、さっと飛び出すと、フィーネとタクトが入っている試着室へと向かう。

「ですが、レナさん。よくフィーネさんにあんな大だい胆たんな行こう為いに出るよう指示できましたね」

「大したことじゃないわ。セクシーな姿でマスターを魅み了りようできれば、フィオーラとしての花力が高まるから、ブルームアップできることもあるかもしれない、って送っただけよ。……あんまり褒ほめられたやり方じゃないけどね」

「ブルームアップのためということですか。……フィーネさんは真しん剣けんなんですね」

「……そうね。ブルームアップできないこと、すごく悩なやんでるもの」

　そうこうしているうちに、ふたりはカーテンが閉まった試着室の前にたどりついた。

「なあ、フィーネ、いいだろ？　誰も見てないんだし」

　すると、突とつ然ぜん室内からそんな声が聞こえてくる。タクトのものだ。

「こっちに来いよ。フィオーラはマスターの言うことを聞くもんだぜ」

　ルルリアはその瞬間、カメラを構えることも忘れてカーテンをあけた。

「ちょっと、何やってるんですか！　いくらなんでもやりすぎです、この破は廉れん恥ち変態魔ま獣じゆうマスター！　フィーネさんに何てことを……、あ」

　ルルリアはそこで言葉を止めた。

　試着室の中には、タクトとフィーネがいた。

　ただし、ルルリアが予想したような状じよう況きようではない。

　フィーネはすでに制服を着ていたし、タクトは思い切りルルリアを凝視していた。

「よう、黒子役、ご苦労さん」

　タクトが半分呆あきれた調子で、ねぎらいの言葉をかけた。







「なるほどな」

　近くのベンチに腰を下ろし、三人から事情を聞いたタクトは、深いため息をついた。

「俺に愛あい想そをつかされないようにする方法をふたりに相談した結果、こうなったってことか。……そんな心配しなくていいんだぞ、フィーネ」

「だって、不安だったんだもん」

　フィーネは軽く頰ほおをふくらませてそっぽを向いた。

「まあまあ、見習いくん。別にフィーネには悪気があったわけじゃないんだから」

「相談に乗ったあとに、余計なことをさせようとしたのはおまえたちだろ。レナ」

「だって、面おも白しろそうだったんだもの」

　タクトが軽く咎とがめると、レナはてへと舌を出した。

「……それに、ルルリア。おまえが俺を疑っているのはわかった。確かに逢あったその日にデートに誘さそうナンパな男に見えるのは間ま違ちがいない。だけど、フィーネに内ない緒しよで囮おとりみたいに使うのは良くないだろ？」

「……」

　ルルリアはむすっとしたまま、返事もしなかった。

　タクトはもう一度ため息をつく。

「いいか、ふたりとも。俺はな、フィーネがブルームアップできない原因がどこにあるかを知りたいと思ってる。だから俺は、できるだけ自然なフィーネの姿を見たいと思ったんだ。特訓とか、肩かたに力が入った状態じゃない、素顔のフィーネをな」

「ああ、そういうことだったのね。少し納なつ得とくしたわ」

　頷うなずいたのはレナだ。その横で、フィーネは目を丸くしていた。

「だから、できればフィーネとふたりきりにしてほしいんだが……」

　タクトは三人の少女を順に見つめて言った。

「どうしても心配だっていうなら、レナとルルリアも一いつ緒しよでも構わないぞ？　それでもきっと何かつかめるだろうからな」

　するとレナがすっと席を立つ。

「私はやめておくわ。今日はもう帰るわよ。見習いくんにフィーネを襲おそう度胸なんてなさそうだし、暇ひまつぶしにもなったしね。ごめんね、フィーネ」

「ううん。頼たのんだのはわたしだから、いいよ」

　フィーネの返事を聞くと、レナは大きくのびをする。

「ルルはどうするの？　心配なら付いていったらどう？」

　ルルリアは黙だまってうつむいたまま、上うわ目め遣づかいにタクトを睨にらんでいた。

　やがてレナと同じように立ち上がる。

「遠えん慮りよしておきます。……残念ですが、あのセクシー下着姿のフィーネさんで理性を保っていられるエンゲイジさんは、少なくともＧ級魔獣系男子ではなさそうです。だから今日のところは撤てつ退たいします。ですが、フィーネさん、気をつけてくださいね」

「気をつけるって、何を？」

　きょとんとして、首をかしげるフィーネに、ルルリアは呆れたような様子だった。

「まあ邪じや魔ま者ものは撤収するわ。それじゃあおふたりさん、ブルームアップするために、デートの続き、楽しんでね」

「エンゲイジさん、ルルはまだあなたのことを信しん頼らいしたわけではありませんからね。次こそあなたの化けの皮を剝はいであげますから！」

　激げき励れいと捨て台詞ぜりふを残して、ふたりは去って行った。

　見送り、姿が見えなくなると、ばつが悪そうにタクトはフィーネに声をかける。

「……悪かったな。騙だますような形になって」

「ううん。わたしのこと、考えてくれてのことなんだよね？　だったらいいよ。それでわたしがブルームアップできるなら、この程度のこと気にしないから。……もちろん、噓うそだったら怒おこるけど。耳元で歌うだけじゃすまないけど！」

　言葉通り、フィーネはあまり怒っていないようだった。

「……えっと、それじゃあ今日はもうおしまい？　案内もしなくていいの？」

「いや。おまえが良いなら、もうすこし一緒にいたいな。もっと話もしたいしな」

「お話？　それならこの近くにいいところがあるよ。そこへ行くのはどう？」

　フィーネはベンチから立ち上がると、軽い足どりで歩き出した。
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　そこは商業区でも人通りの少ない、裏通りにある小さな喫きつ茶さ店てんだった。

　店内のＢＧＭはクラシックのピアノ演奏、調度品はダークブラウンの木目調のものがほとんどで、全体的に渋しぶい雰ふん囲い気きの店だった。

「ここがわたしのおすすめのお店だよ。あ、こここそ、本当に常連だからね！」

　先ほどの下着店を思い出しているのか、フィーネの頰に淡あわく朱しゆが差した。

「なかなか良い雰囲気の店だな。何がおすすめなんだ？」

　メニューを見ながら訊たずねる。内容はいたってオーソドックスだ。

「うーん。全部おいしいよ。だけど、やっぱり一番はあれかな？」

　フィーネが指さしたのは、壁かべの紙だった。

『カイザーショートケーキ』とある。

「へえ、ショートケーキが売りなのか。……カイザー？」

「うん。紅茶がついてくるし、お値段的にもお得だから」

「じゃあ、それをもらおうか」

「わたしもそうしようっと。すみませーん。カイザーショートケーキのセットをふたつお願いしまーす」

　フィーネが元気よく言うと、はーい、という甲かん高だかい声が厨ちゆう房ぼうの方から聞こえてきた。

　それから割とすぐに、とてとてと足音を立てながら店員がやってきた。

　メイド服っぽい制服を身に着けた、二は十た歳ちくらいの糸目のお姉さんだった。

　その手に持つお盆ぼんを見て、タクトは眼を丸くする。

　品の良いデザインの、ふたり分のティーセットは問題ない。

　だが、その横に鎮ちん座ざする物体が問題だった。

「でかっ……」

　それはたしかにショートケーキだ。だが、タクトが知っているサイズより、ひとまわりどころか三まわりくらいは大きい。トッピングのイチゴの数も生クリームの量もはんぱない。

　まさに帝王カイザーの名にふさわしい一品だった。

「あれ？　ケーキ、ふたつ注文したんですけど」

「すみません。今日は大口の注文があって、これで終わってしまって……」

　申し訳なさそうに答えながら、店員がケーキとティーセットを並べる。

「ええー？　残念。……それじゃあ、わたしは他ほかのものを注文しようっと。ケーキはタクトが食べていいからね。見た目もすごいけど、味も最高だから」

　店員が去ったあとに、フィーネはテーブルに置かれたメニューを開いた。

　だが、薦すすめてもらったものの、優にげんこつ三個分はありそうなケーキの帝王を、タクトはひとりで食べきれるとは思えなかった。

「……フィーネ、これ、食べて良いぞ。俺はお茶だけで充じゆう分ぶんだ」

「えー？　おいしいんだよ！　食べてよ！　それとも、タクトってば食わず嫌ぎらいの人？」

「もうすぐ昼飯時だ。ここまでの量のケーキを食うのは少し抵てい抗こうがあるんだ」

「だったら、半分こしよう？　それならいいでしょ？」

「半分、こ？」

　メニューを片付けると、フィーネは手元に皿を引き寄せる。てきぱきと一緒についてきたナイフとフォークで、ショートケーキを器用に切り分け、一口大になったところで、破片をフォークに刺してタクトの前に突つきだした。

「はい。まずはタクトが食べてみて」

「お、おう」

　それで、フォークごと受け取ろうとすると、フィーネがすっと手をどかす。

「違ちがうから。このまま食べるの。ほら、あーん」

「え？」

　タクトはどきりとする。

　この歳としになって、女の子にそんなことをしてもらった経験は未いまだにないからだ。

　思わず周りを見回す。幸いなことに席は高いしきりに囲まれていて、周りの目は気にならなかった。

「ほら、タクト。あーんして！　ケーキのおいしさが逃にげちゃうでしょ？」

「いや、だけどな。フォークをもう一本持ってきてもらえばいいだろ？」

「もう、桜おう花かの家いえの小さい子たちはすぐに口を開けたのに。幼児でも簡単にできることができないなんて、そんなんじゃ、世界最高のフィオーラマスターになれないよ？」

「それはあんまり関係な……」

「隙すきありっ！」

　言い返そうと口を開けたところに、ショートケーキが投下される。

　入ってしまったものをいまさら拒こばむわけにはいかない。

　タクトは、なんともいえないこそばゆさを感じながらケーキの甘さを味わった。

　フィーネも同じフォークを使ってひょいとケーキを口へ運ぶ。

　幸せそうに目を細め、ほっぺたに手を当て、黄色い声をあげた。

「う──────ん。やっぱりおいしいなあ、このショートケーキ！」

「……うん。うまい」

「タクトもそう思う？　それじゃあ、もうひとつどうぞ。はい、あーん」

「あ、あーん」

　あまりにも嬉うれしそうにニコニコするフィーネを見ていると断ることなどできなかった。

　ふたつめを味わい、飲み込んだところで、タクトはふと気になったことを訊ねる。

「……なあ、今ちらっと言った桜花の家ってなんだ？」

　フィーネは紅茶を飲んで一息吐ついてから口を開いた。

「わたしが小さい頃ころにお世話になってたところ。児童養護施し設せつって言ったらいいのかな？」

「児童養護施設……？」

「うん。わたし、戦争中に親とはぐれた戦災孤こ児じだから。別に珍めずらしくないでしょ？」

　まるで大したことのないようにフィーネは言った。

　激しい戦せん闘とうが繰くり広げられた花はな戦せん争そうでは、肉親と離はなればなれになってしまった子供は少なくない。特にタクトたちのように戦争中にちょうど乳幼児だった世代には、戦災孤児が多い。だから、たしかに珍しいことではなかった。

「桜花の家、なつかしいなあ」

　フィーネは、過去を思い出しているのか、かすかに目を細めた。

「その桜花の家って、どのへんにあるんだ？　戦せん花かの園そのから近いのか？」

「割と近いよ。ここから東の方の小さな島にあったの。今はもうないけど」

「今はない？」

「うん。わたしが戦花の園に入園する半年くらい前に、火事があってね。幸い怪け我が人はいなかったんだけど、建物とか施し設せつは綺き麗れいさっぱりなくなっちゃったの」

　寂さびしそうに、フィーネは言った。

「そうなのか。大変だったんだな」

「火事のことはあんまり覚えてないけど……」

　フィーネは紅茶を口に含ふくんだ。表情にかすかに影かげが差した。

　だがそこで、フィーネが声のトーンを少しあげる。話題を変えたいようだ。

「それよりもタクト。次はどうするの？　ここでお話しする？　それともどこかへいくの？どんな要求でも応こたえるつもりだから、何でも言って。……あ、でもさっきみたいなエッチなのはだめだから！……で、でも、どうしても必要なら……、が、我が慢まんするけど……」

「そうだな。……うーん」

　タクトは考えたが、ぱっとは思い付かなかった。このまま話し込んでいた方が良いような気さえする。だがそれもいまいち芸がない。

「……例えば、近くに何か、観光スポットとかはないのか？」

「観光？　なによ、やっぱり観光したかったの？」

「そういうわけでもねえけど」

「観光かあ……。うーん。ここは商業区だから……。あ、それなら、こんなのはどう？」

　フィーネがタブレットをとりだし、なにやら操作を始める。

「なにか面おも白しろいところでもあるのか？」

「この近くにフィオーラのイベントホールがあるの。休日は大体何かしらやっているから、今日も何かやってると思う……」

　何度かタブレットの表面をタップしたところで、フィーネが眉まゆをひそめた。

「ふわっ……」

「どうした？」

「な、なんでもないから」

　フィーネはやや投げやりな感じに、タブレットをテーブルに置いた。

　画面には華はなやかなデザインのイベント告知ページが表示されている。

「へえ、今日はアリス・リリウムの公開試合があるのか。面白そうだな」

　フィオーラの公開試合とは、文字通りフィオーラ同士が戦い、それを観客が楽しむという興行である。試合の前後にはフィオーラのコンサートや握あく手しゆ会かいなどが催もよおされることが多く、ファンからすれば嬉しい活動の一つであり、フェスに続いて人気が高いものだった。

「タクトはアリスを知っているの？」

　驚おどろいたようにフィーネが顔を上げる。

「知ってるも何も、アリス・リリウムっていえば、俺たちと同じ高校一年生ながらも、フィオーラランキングの三位に名を連ねるすごい娘こだろ？　世界中で知らない奴やつの方が少ないんじゃないか？」

「……そっか。アリス、そうなんだ……」

　フィーネは何か考えている様子だった。

「フィーネはこういうイベントをよく見るのか？」

「ふぇ？　ううん。わたしは大体毎日特訓してたから、イベントどころか、普ふ通つうのバトルもほとんど見たことないの。せいぜい学校のバトルイベントくらい……」

「だったら行ってみるか。俺もこういうイベントを生で見るのは初めてだからな」

「う、うん……」

　だが、乗り気になったタクトに対し、フィーネの表情は浮うかない。

「……まあ、フィーネがいやなら、無理にとは言わないが」

「そんなことも……、ないんだけど……」

　と、いかにも迷っている風に、うんうん唸うなる。

　しかし、しばらく経たって、思い切ったように口を開いた。

「ううん。やっぱり行こう！」

「そうか？　無理をしなくていいんだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　もう決めたから。あ、開演まで時間がないよ、タクト。急いで残りを食べちゃおう。ほら、あーんして。早く早く。あーんしないと、耳元で歌うよ？」

　フィーネは忙いそがしく、フォークに刺さしたケーキの断片を突きだした。
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　イベントホールは喫きつ茶さ店てんから五分ほど歩いたところにあった。

　天てん井じようの高いホールで、戦せん花か学がく園えんのバトルレッスン場によく似ている。ただし規模はこちらの方が圧あつ倒とう的てきに大きかった。すり鉢ばち状の客席はすでに満まん杯ぱいである。

「すっごい……。アリスって、こんなに人気あるんだ……」

　フィーネが場内を見回し、ほうとため息をついた。

「フィーネだって、ブルームアップしたあとは、きっとこうなるさ」

「そうかな？　そうなれたらいいけど……」

　そんな会話をしながら、タクトたちが最後列の席に並んで腰こしを下ろすと、会場内の照明がいっせいに消えた。

「始まるみたいだな」

　客席の正面の空中に、ぼんやりと光る巨きよ大だいな板が浮かんでいる。

　それが今日のステージだ。浮ふ遊ゆう競きよう技ぎ盤ばんと呼ばれる、フィオーラバトルではポピュラーなものである。空中にあるため、使用するフィオーラはフラワー以上のレベルに限られる。

　ほどなくして、ステージ上だけを照らすように照明が灯ともる。

　派手な演出と音楽を背に、ふたりのフィオーラが入場、競技盤に降り立った。

　会場の壁へき面めんには巨大な映像表示板があり、フィオーラたちの姿を拡大して映している。

　盤上のふたりはブルームアップ済みである。

「アリス……」

　暗かったが、タクトの横でフィーネが固かた唾ずを飲み込んだのがわかった。

　アリス・リリウムは、小こ柄がらで細身のフィオーラで、百ゆ合りの花を彷ほう彿ふつとさせる、白を基調とした戦花装をまとっている。

　肌はだの色も白いため、薄うす緑みどり色の短めの頭とう髪はつ以外は、全身が白一色に見えるほどだった。

　一方、対戦するフィオーラは、ランキング二十位くらいで世界的にも割と有名なフィオーラだ。しかし、並んで立つとアリスの方が圧倒的に存在感があった。

　やがて、ルールの確認などが行われ、いよいよ試合開始となる。

『会場内の紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま方、心の準備はよろしいか？　第三位のアリス嬢じようと、第二十位のカンナ嬢の、最っっっっっっ高のフィオーラバトル、絶っ対に、見み逃のがすなよう!?』

　ちなみにレフェリーもフィオーラだ。今日は饒じよう舌ぜつなアナウンスで有名な人だった。

『空のように気高く、海のように優やさしく、大地のように力強く、咲さき誇ほこれフィオーラ！』

　レフェリーのかけ声で、バトルが始まった。

「やああああああ！」

　先に動いたのはアリスに挑いどむフィオーラだった。

　シンプルな槍やり状の武器を構え、猛もうスピードで突とつ撃げきする。そして先手必勝とばかりに、アリスの細い体たい軀くに向かって猛もう然ぜんと槍を突つき出した。

　しかし、アリスは既すでにその場所には立っていなかった。

　対戦者が慌あわてたようにブレーキをかけ、周囲を見る。

　タクトたち観客もみな、アリスの姿を捜さがす。

「上だ！」

　観客の中から声が上がる。

　タクトとフィーネが顔を上げると、はるか頭上に白い百合の花が咲いていた。

　否いな。その花は照明を背に、天井近くにたゆたうアリスだ。

「いつの間にあんなに飛んだんだ？　全然見えなかったぞ」

　タクトは思わずつぶやく。背筋が冷たくなるほどの速さだった。

「逃がさないわよっ！」

　一方、競技盤上の対戦者は頭上のアリスめがけて虚こ空くうを蹴けり、上じよう昇しようする。

　そのスピードもさすがに上位ランカー。かなり速い。だが。

　ゾムッ！　鈍にぶい音が響ひびき、対戦者の動きが空中で止まる。まるで何かにぶつかったかのようだ。対戦者は苦痛に顔を歪ゆがめている。

　よく見れば、対戦者の肩かたに、白く光る矢のようなものが突き刺さっていた。

　アリスの攻こう撃げきによるものだ。

　アリスは会場の天井ぎりぎりのところで、自身の身長の倍はあろうかと思われる弓の弦つるを引き絞しぼっている。

　白く輝かがやく、芸術的な意い匠しようが施ほどこされた弓。

　花力によって作られた、アリス・リリウムの固有武装。花はな武ぶ具ぐ、虚空射貫く妖精の弓シルフイード。

「あれが、シルフィード……」

　タクトは思わずため息をついてしまう。

　タクトはアリスのシルフィードを、フィオリンクや雑誌などでは見たことがあった。しかし、生で見る美しさはそういった媒ばい体たいを通したものとは比ひ較かくにならなかった。

「さようなら。弔とむらいの百合をあなたに。百合色葬送曲リリイ・レクイエム」

　アリスのつぶやきが、会場内に設置されたマイクで拾われ、ホールに響いた。同時に、シルフィードの光る弦が白い少女の手から解き放たれる。

　次の瞬しゆん間かん、無数の光る矢が空中に現れる。天井を覆おおい尽つくすような本数の矢。

　それらが、一いつ斉せいに対戦者に向かって飛ひ翔しようする。

　広こう範はん囲いにわたって降り注ぐ矢の雨。もちろん対戦するフィオーラには逃にげ場がない。

　急いで防ぼう御ぎよの姿勢を取るが、無む駄だだった。

「きゃああっ」

　すべての矢が、まるでピラニアが餌えさにたかるかのごとく、対戦者の戦花装を破は壊かい、蹂じゆう躙りんしていった。

　やがて対戦者の身体からだが競技盤に落下した。ややあって彼女の戦花装が消失する。

　意識を失ったか、花力を消費しすぎたのだろう。少女はそれ以上、立ち上がらなかった。

　アリスがゆっくりと降下し、競技盤に足を着けたところで、レフェリーが宣言する。

『勝者、アリス・リリウム！』

　わあああああああ！　割れんばかりの歓かん声せいが会場を包み込んだ。

「……すごい、バトルだったな」

　タクトが声をかけると、フィーネはただ小さく頷うなずくだけだった。

　その視線は戦いが終わった盤上を、じっと見つめている。

　興奮して目が離はなせなくなっているのだろうか。

　タクトが考えていると、不意に会場内のざわめきが、歓声からどよめきに変わった。

　なんだと思って確認した瞬間、タクトは目を見張った。

「あ、アリス・リリウム!?」

　目の前に直前までステージにいたはずの白い少女がいたからだ。

　アリス・リリウムが、フィーネの正面、その空中に浮いている。

「な、なんで？」

　状じよう況きようがわからないままタクトが目をぱちくりさせていると、フィーネが口を開く。

「……アリス、ひさしぶりだね」

　フィーネの表情は硬かたく、アリスは仮面をつけたように無表情だった。

「フィーネ、どうしてここにいるの？」

「アリスの試合を見に来たの」

「違ちがう」

　短く、アリスは言った。その言葉には、ナイフのような鋭するどさがある。

「どうしてまだ、この戦せん花かの園そのに残っているのかを聞いている」

「……ふぃ、フィオーラに、なるためよ」

　フィーネはわずかに怯ひるんだ。

「まだそんなことを言ってるの？……ブルームアップもできないのに」

　アリスの眉み間けんに、かすかなしわが浮うかぶ。

「だ、大丈夫だよ！」

　そこで、フィーネはアリスから視線を逸そらさずに、タクトの腕うでを引っ張る。

「だって、ようやくわたしにもマスターができたから。ブルームアップさせてくれるって約束したから。……だから、わたしもブルームアップするから！」

「マスター？」

　アリスのアイスブルーの瞳ひとみが、ここにきて初めてタクトを捉とらえた。

　フィオリンクの映像や、雑誌のグラビアでは見たことのない、強きよう烈れつに冷たい視線にタクトは全身が粟あわ立だちそうになる。

　一分か、二分か。しばらくのあいだアリスはタクトを見つめ、やがて言った。

「……今は時間がない。フィーネ。あとで楽屋に来て。その男も一いつ緒しよに」

　そして宙に少し浮き上がると、方向を転てん換かん。あっという間にステージへと飛んで行った。

　緊きん張ちようしたまま、タクトはアリスから目を逸らさずに、フィーネに話しかける。

「……フィーネはアリスと知り合いなのか？」

「うん。……幼なじみ……、なの」

　タクトはもっと色々なことを聞きたかった。だが、アリスのライブパフォーマンスの大だい音おん響きようが会場を埋うめ尽くし、それ以上は話をすることが困難になった。
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　イベントが終わると同時に、アリスのスタッフがタクトとフィーネを迎むかえに来た。

　そのため、タクトはフィーネと話す余よ裕ゆうがないまま、アリスの楽屋へと到とう着ちやくした。

「あ、お連れ様はこちらへいらしてください」

　フィーネが先に楽屋へ入ったところで、スタッフがタクトの腕を引いた。

　不ふ審しんに思いつつもタクトはスタッフに従い、楽屋の隣となりの部屋へと入る。

　どうやら物置のようだ。照明もろくになく、薄うす暗ぐらい。何かに使う箱や道具があたりを埋め尽くし、ほとんど歩く隙すき間まもなかった。

「……どうして俺だけこんなところに？」

「もちろん、話があるから」

　不意に声が響いた。眼を凝こらすと、薄暗い部屋の奥の方にひとりの少女が立っている。

「アリス……、リリウム」

　アリスは戦花装をまとい、花武具、シルフィードを構えていた。

　ほんのりと発光する矢の先せん端たんがタクトに向けられていた。背筋が冷たくなる。

「今すぐフィーネのマスターをやめて。さもなくば、あなたをこの場で殺す」

「……話が、見えないんだが」

　タクトは警けい戒かいしつつ、周囲を確認する。逃のがれる方法はないものか。

　だが、そんな様子をアリスに見み抜ぬかれる。

「逃とう亡ぼうは無駄。あなたはただの人間。フィオーラのスピードには敵かなわない」

「……そうみたいだな」

　アリスの言葉はもっともだ。

　だが、生あい憎にくとタクトはただの人間ではない。

　こっそりと、手をポケットの中に入れ、タブレットを確認する。

　いざとなれば「レオル」の力を借りる。

　もちろん、むやみに使って良い力ではない。特に、この力はフィオーラの願いを叶かなえるために使うと誓ちかったものだ。こういった状況で、フィオーラ相手に使うことは、タクトの信念に反する。できれば使わずに済ませたい。

「……フィーネのマスターをやめろって、どういうことだ」

　タクトはタブレットを握にぎりしめたまま、アリスに訊たずねた。

「文字通りの意味。あの子にはマスターなんて必要ない」

　決めつける言い方に、タクトは少しむっとする。

「そんなことおまえが決めることじゃないだろ？　少なくとも、フィーネは俺がマスターになることを認めたんだ。だったら必要としてるってことだ」

「この問題にフィーネの意思は関係ない。今のままならフィーネは幸せになれる。だけど、もしもブルームアップできるようになったら、あの子はきっと不幸になる」

　ギリ、とアリスが弓を握る手に力を込めた。

「どうして、ブルームアップするだけで不幸になるんだよ」

「フィオーラになることは戦いに身を投じること。私はフィーネを戦いに巻き込みたくない。理由はそれだけ」

　アリスの回答に、タクトは納なつ得とくがいかなかった。

「それはフィーネだってわかってることだろう？　外野がつべこべ言うことじゃ……」

「黙だまって！」

　アリスが少しだけ大きな声を出した。

「あの子は私が守る。誰だれにも傷つけさせない。だから、ブルームアップさせるわけにはいかない！」

　言いながら、アリスは弓を引き絞しぼった。

「もう一度言う。今すぐフィーネのマスターをやめて。余計なことをしないで」

「なあ、冷静に考えろ。フィーネはブルームアップが遅おくれてるだけだろ？　俺がマスターをやめたところで、いつかはブルームアップするんだぞ？」

「しない！」

　アリスはきっぱりと断言した。

「え？」

「今の花力の状態を維い持じできれば、フィーネは一生ブルームアップすることはない。だけど、あなたのような外力が加わればその状態が変わる可能性がある」

「花力の状態？　どういうことだ？」

「フィオーラじゃないあなたには花力は見えない。だから、あなたには一生わからない。マスターをやめるか、ここで死ぬか、今すぐ選んで」

　三度目の命令……いや、脅きよう迫はくをアリスが口にした。

　だが、もちろんタクトの答えは決まっている。タブレットに手を掛かけたまま慎しん重ちように言う。

「……無理だな。俺はあいつを咲さき誇ほこらせるって約束したんだ。俺は世界最高のフィオーラマスターになるんだ。だから、フィーネの願いはきっと叶えてみせる」

「……理解した。つまり、交こう渉しようは決けつ裂れつ」

　アリスは弓を力ちから一いつ杯ぱい引き絞った。

「眠ねむり姫ひめは夢の中にいる方が幸せなの。……さようなら。弔いの百ゆ合りをあなたに」

「くっ」

　だが、アリスが矢から手を離そうとした瞬間。同時に、タクトがポケットの中のタブレットの表面をなぞろうとしたとき。

「タクト？　中にいるの？　あけるよ？」
















　扉とびらがノックされ、フィーネが室内へ入ってきた。

「あ、やっぱりいた。もう、勝手にどこかに行かないでよ！　こういうところ、初めてで緊張するんだからひとりにしないでよね！　あなた、マスターでしょ？」

　フィーネはぷりぷりと唇くちびるを尖とがらせながらも、タクトの顔を見て安あん堵どのため息をつく。だが、すぐに部屋の奥にいる人間に気づいて、表情を硬くした。

「あれ？　アリス？」

　アリスはいつの間にか普ふ段だん着ぎのようなラフな格好になっていた。

　どうやらフィーネが入ってくる一いつ瞬しゆんで戦花装を解除したようだ。

「……ここで、ふたりで何してたの？」

「フィーネ、私は認めない」

　フィーネの質問には答えずに、アリスが言った。

「アリス？」

「何度でも言う。あなたはフィオーラなんかになれない。ならなくていいの！」

　まるで懇こん願がんのような、切実なものの言い方だった。

「アリス……、どうして、いつもそういうこと言うのかわからないけど……」

　そこでフィーネは大きく息を吸い込む。

「これだけは譲ゆずれない。アリスに何を言われたって、わたしはフィオーラになりたい。ううん。なる。わたしはきっと、タクトと一緒にブルームアップできるようになるから！」

「フィーネっ！」

「わたしのことを心配してくれているのかもしれないけど、わたしは自分の夢を叶えたいの！　わたしは、フィオーラに、フィオーラ・パルフェになるのっ！」

　フィーネは精一杯必死な様子で宣言した。そしてさっとアリスから視線を逸らす。

「タクト、もう行こう。遅おそくなると、帰りのバス、込んじゃうから」

　フィーネがタクトの袖そでを引き、部屋の外へと連れ出す。

「フィーネ！」

　アリスは叫さけんだが追いかけてくることはなかった。またフィーネも足を止めなかった。
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　イベントホールからバス停へ向かう途と中ちゆう、タクトとフィーネは小さな公園に立ち寄った。

　ここまでほとんど会話らしい会話をしなかったのだが、ベンチに座ったとたん、フィーネが口を開いた。

「ふう。ドキドキしたぁ」

「ドキドキ？」

「うん。アリスにあんなこと言っちゃって……。いつもなら、あんまり強く言い返せないんだけど、今日はタクトがいたから頑がん張ばれたよ」

　言われてみれば、あのとき、フィーネの声はわずかに震ふるえていたような気がする。

「アリスは、いつもあんな感じなのか」

「うん。逢あう度たびに、フィオーラをあきらめて戦せん花かの園そのから出ていけって言うの。昔は、わたしのことを一番応おう援えんしてくれてたのに……」

　寂さびしそうにフィーネはため息をついた。

「タクトには何か変なこと言わなかった？　もし言ってたら、わたしから謝るよ」

「……おまえのマスターをやめろって言われたよ。どうしてもフィーネにブルームアップしてほしくないみたいだったな」

　タクトは、殺されそうになっていたことは伏ふせて答えた。

「アリス、そんなことを言ったの？　そ、それで？　タクトはどう答えたの」

「俺は絶対にやめないって言った。あたりまえだろ？　おまえを咲き誇らせるって約束したからな」

「そ、そうだよね。約束したもんね」

　フィーネは見るからに安堵しながら、強がった。

　それから周囲を見み渡わたす。

「……ところで、こんな人ひと気けのない公園に誘さそったのはどうして？」

　建物の陰かげにある小さな公園で、遊具もほとんどなかった。もちろん人ひと影かげもまったくない。

「ちょっと試したいことがあるんだよ」

　タクトはコホンと咳せき払ばらいをしてから言う。

「試したいこと？」

「フィーネ、目を閉じてくれないか」

「目を？……どうして？　まさか、変なことする気？」

　じとっとした目でフィーネはタクトを見み遣やった。

「しねえよ。……フィーネをブルームアップさせるために必要なことなんだ。騙だまされたと思って言うことを聞いてくれないか？」

「ブルームアップするため……。わかった。それなら閉じるね。これでいい？」

　フィーネは思いの外ほかあっさりと目を閉じた。

　顎あごをあげ、キスをせがむような表情にタクトはわずかにドキリとする。

　だが、そんなことを考えている場合ではない。

「よし。しばらくのあいだ絶対に目を開けるなよ？」

「うん」

　フィーネは固く目を瞑つぶった。

　それを確認すると、タクトはタブレットをとりだし、小声で告げる。

「レオル。花力分析アナライズだ」

　瞬しゆん間かん、タブレットの表示がめまぐるしく変化する。

　花力分析はタクトのタブレットに備わった機能のひとつで、文字通りフィオーラの花力の状態を調べるものだった。

　アリスはフィーネの花力の状態に何かがあるように言っていた。

　だからタクトはその意味を知ろうと思ったのだ。

　ややあって、タブレットに分析結果が表示される。

　フィーネを模している少女の人ひと形がたが画面の中にある。

　人形には色がついていて、その色しき彩さいや輝かがやき方で分析結果がわかるようになっていた。

　そして結果を目にした瞬間、タクトは思わず息を飲んだ。

「なんだ、これ……？」

　フィーネの身体からだには、やはり高い歌唱力に見合っただけの強くて大きな花力があった。

　だが同時に、その強大な花力がフィーネの全身を包み込み、まるで、花力を押さえ込むような状態になっていた。

「……封ふう印いんみたいだ」

「封印？　なんの話？」

「いや、ちょっとな」

　声に出してしまったことを若じやつ干かん後こう悔かいしつつ、タクトはタブレットを凝ぎよう視しする。

　何度見ても結果は同じだった。

　つまり、フィーネは自分の花力を自分自身で押さえ込んでいる状態なのだ。

　こんな状態ではブルームアップできるわけがない。

　タクトはアリスの言葉の意味を理解する。

「……なあ、フィーネ。おまえ、自分自身で花力を押さえ込んだりはしてないよな？」

「花力を？　そんなことってできるものなの？　というか、わたしはブルームアップしたいんだよ？　それなのに、そんなことしてたら本ほん末まつ転てん倒とうだよ……？　それとも、タクトはわたしが噓うそを吐ついていると思ってる？」

　少しだけむっとするフィーネである。

「いやそんなことはない。……変なこと聞いて悪かったな」

　フィーネに自覚はない。つまり、この封印は無自覚のものということだ。

　フィーネは無意識に自分の力を封じ込めているのだ。

　一体、どういうことなのだろう。

　考えつつ、タクトはタブレットをしまった。

「よし。もう、目を開けてもいいぞ」

　タクトの声で、フィーネはゆっくりと目を開ける。それから首をかしげた。

「何をしてたの？」

「……まあ、まじないみたいなものだ」

「おまじない？……タクト、まさかそんなものでわたしがブルームアップできるようになると思ってる？　わたし、これでも花力に関するおまじないは、片っ端ぱしから試したことあるんだよ？　通つう販はんのオカルトグッズだってほとんど手を出したんだから！」

　おまじない、という言葉に、フィーネは唇を尖らせた。

　タクトは苦く笑しようする。

「まあ、そう言うなよ。これは俺特製のまじないだ。何がきっかけになるかなんてわからないだろ？　やる前から否定してたら、なにも始まらねえぞ」

「そっか。それもそうだね。……疑ってごめんね、タクト」

　フィーネはしょぼんとしながら頭を下げた。

　その横で、タクトは必死に思考する。

　フィーネの封印を解く方法を見つけなくてはならない。

　それを見つけ出さなくては、フィーネはアリスの言うとおりずっと夢の中にいる眠り姫のままなのだ。

「どうしたのタクト、怖こわい顔して……」

「え？　そうか？　そんなことはないと思うが」

「あ、わかった。お腹なか空すいたんでしょ？　お腹が空くと気が短くなるよね」

　タクトが公園の時計で時刻を確認すると、午後二時過ぎであった。

　そこで、ぐぅと、思い出したように腹が鳴る。

　アリスと出で逢あったことの衝しよう撃げきで、すっかり空腹を忘れていたようだ。

「そういえば朝からケーキを食べただけだったな。よし、少し遅いけど昼飯にするか」

「それならこの近くにおいしいパスタ屋さんがあるよ。良ければそこに行こうよ」

　タクトが首しゆ肯こうすると、フィーネは笑え顔がおでベンチから立ち上がり颯さつ爽そうと歩き出した。

　タクトはそんなフィーネの背中を追いかけつつ、封印を解く方法を考え続けていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その夜、タクトはひとりだけで事務所に戻もどった。学園のサイトに接続して、フィーネの個人情報、特にマスター権限によって閲えつ覧らん可能な、花力の検査結果を確認する。

　戦花学園のフィオーラは花力の検査を三ヶ月に一度受ける。その記録だ。

　フィーネがいつから今の状態になったのかを調べようと思ったのだ。

「……この結果を見ると、フィーネの花力は入学時がピークで、そのあと少しずつ下がっているな。……検査官の面談結果は、『ブルームアップが遅おくれていることに、焦あせりと羞しゆう恥ち、そして自分には才能がないのでは、という不安を持っているようだ』か……」

　タクトはふむと唸うなった。

「……史上最大の花力での入園、自身の才能への疑問、不安……、無自覚な封印か……」

　フィーネに関して得られた情報を頭の中で整理する。

　そして、しばらく考えた結果、ひとつの結論に到とう達たつした。

「そうか。フィーネは小さい頃ころから花力が高かった。それなのに、ブルームアップがひとより遅かったために、自分には才能がないと思い始めた。その思い込みが自己暗示になったんじゃないか？」

　タクトは思考を整理するため声に出して言った。

「高い花力がマイナス方向に働いて、強力な暗示がかかって、それで封印になったんだ。……そう考えれば辻つじ褄つまが合うな」

　それがフィーネ自身が無自覚にかけた封印の正体なのだろう。

「……だとすればなんとか自分自身で封印を解かせないといけないが、なにせ無自覚だからな……。封印を解けと言っても、できない……、いや、そもそも、できることを信じないだろうな。さて、どうするか。……フィーネに足りないのは、自信ってことだよな」

　腕うでを組んで考えていると、タブレットに音声通話の着信が入った。

　カノンからだった。すぐに受話ボタンをタップする。

『お兄様、こんばんは』

「カノン、早いな。もう調査結果が出たのか？」

『当然です、お兄様。カノンはお兄様の妹なのですから、この程度の調査はお茶の子さいさいです。昨日のうちに完かん了りようしていますよ』

　タブレット越ごしにカノンが楽しそうに言う。

「それで、何かわかったか？」

『お兄様のご依い頼らいの件、長期間ブルームアップできなかったフィオーラの例は、世界で七件だけありました。というか、七件だけが後にブルームアップを成功させた例です。他ほかにもいるのでしょうが、たぶん咲さけずに終わっています。詳しよう細さいはデータをご覧ください』

　タクトは送られてきた資料をざっと閲覧する。丁てい寧ねいにまとめられた読みやすい資料だ。

　斜ななめ読みをしただけで、フィーネのような希少な例がなくはないことがわかった。

　だが、記録を見る限り、原因もその対策もまったく違ちがっていた。

　少なくとも自己暗示による例はない。

「わかった。ひとまずありがとう。助かった」

『おや……、お兄様？　なんだか、いまいち役に立たない結果だった、という感じの言い方ですね。でも、その言い方もセクシーすぎて、カノン、卒そつ倒とうしそうです』

「そんな風に聞こえたか？　悪いな。大だい丈じよう夫ぶだ。十分、役に立ってるぞ」

『むうう。お兄様ってばいけずです。もうもう、そんな言い方されたらカノンは、思わずサービスをしたくなってしまうじゃないですか！』

「サービス？　等価交こう換かんが信条の情報屋らしくないな」

　タクトが茶化すと、カノンは含ふくみ笑いをしながら言う。

『たまには甘えていいんですよ、お兄様。なにせカノンとお兄様はたったふたりきりの兄妹きようだいなのですから。さあ、どんな情報が欲しいですか？　カノンのスリーサイズなら……』

「それじゃあ、ひとつだけ頼たのめるか」

『スルーですかお兄様！　血のつながりはもちろん、義理の兄妹でもないっていう、いつものツッコミもなしですか！　でもそんなお兄様も素す敵てきです！』

　きゃいきゃいと騒さわぐカノンは放っておき、タクトは考えをまとめる。

　フィーネをブルームアップさせる。

　そのためには自分の封印を、殻からを自分で破らせるしかない。

「……明日にでもできるフィオーラ活動を用意したいんだ。だからその情報が欲しい」

『フィオーラ活動？　構いませんが、そのくらいのことなら、カノンに頼たよるよりも正当な方法で依頼を受ければ良いのではないですか、お兄様。カノンの能力なら……』

　言いかけた言葉を途と中ちゆうで止とめ、カノンは声のトーンを落として言う。

『……ああ、正当ではない方法がお望みということですね』

「まあ、そこまでものものしくなくていい。おまえは俺の担当するフィオーラも、ここの事務所も訳ありなこと知ってるんだろ？　だから少し裏うら技わざがいるんだ。頼めるか？』

『頼めるか、なんて。なんて素敵なことを言うんです、お兄様。そんな言い方をされたら、カノンはカノンは……、はうん』

　妙みように切なく、甘い声を出すカノンだった。

　なにやってんだ？　と思いつつも、タクトは用件を伝える。

「それじゃあ次に言う種類の活動を受けたい。できるだけレベルの高い奴やつだ。いいか？」

『あふん。お任せくださいお兄様。……そしてきっと、お兄様の目の前のフィオーラを救ってあげてくださいね。……カノンのときと同じように』

「言われるまでもない」




　こうして、ひと晩のうちにフィーネをブルームアップさせる作戦はできあがった。

　あとは実じつ践せんするのみだった。
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　翌日の放課後。

　ラストリースの事務所にはエルザ以外のメンバー全員が集まっていた。

　応接セットにフィーネが行ぎよう儀ぎ良く腰こしを下ろし、その横でレナがだらしない姿勢でタブレットを閲覧している。食しよく卓たくではルルリアが黙もく々もくと本を読んでいた。

「みんな、話がある。聞いてくれ」

「いやです。聞きません」

　速そつ攻こうで返事をしたのはルルリアだった。

「エンゲイジさんはルルのマスターではありません。事務所の仲間として認めたわけでもありません。ですから話を聞く必要もありません。以上、証明終わりです」

　本から目を離はなさずに、ずばずばと言ってくる。

「そこをなんとか頼むよ、ルルリア。フィーネをブルームアップさせるためには、ルルリアとレナの協力がいるんだ」

　タクトが深々と頭を下げると、フィーネもそれに続く。

「ルルちゃん、レナちゃん。今回だけでいいから手伝って。わたし、どうしてもブルームアップしたいの！　お願い！　手伝ってくれるなら、わたし、なんでもするからっ」

　フィーネにはあらかじめ他のメンバーの協力が必要なことを伝えてあった。

「フィーネさん……」

　ルルリアがそれでようやく顔を上げる。

「……エンゲイジさんの言うことを聞く義理はありませんが、フィーネさんがそこまで言うのなら仕方がありません。協力しましょう。レナさんはどうするんですか？」

「そうねえ……」

　レナはタブレットから視線を外し、ちらりとタクトを一いち瞥べつして言った。

「内容にもよるけど、できるだけ手伝うわよ。フィーネがここまで頑がん張ばってるし、……それに、昨日の借りもあるしね」

「ありがとう。ルルちゃん、レナちゃん」

　フィーネは深々と頭を下げ、礼を述べた。

「それで、協力してほしいこととはなんなんです？　忙いそがしいので早くしてください」

　うっとうしそうな顔つきで、ルルリアが話を促うながす。

「ああ、わかった」

　タクトは三人の顔を順に眺ながめてから口を開いた。

「俺はフィーネのブルームアップのためには、フィオーラ活動が必要だと考えている」

「フィオーラ、活動？」

　レナがきょとんとしながら復唱し、ルルリアは首をかしげた。

「そうだ。事務所の履り歴れきを見る限り、フィーネはフィオーラ活動をしたことがない。だから、その経験が刺し激げきになる可能性があると思うんだ。実戦に勝まさる練習はないからな」

「なるほどねぇ。フィーネは今まで、歌とかダンスとか通つう販はんグッズとかおまじないとか普ふ通つうの特訓は散々やっているものね。違うことをするのは効果があるかもしれないわ」

　レナが大きく頷うなずいた。

「それで、何をするの？　フィオーラ活動が必要って話はメールで聞いてたけど、具体的なことは内ない緒しよって言うから、楽しみにしてたんだよ？　どんな活動なの？」

　そわそわしながらフィーネが身を乗り出してきた。

　タクトはコホンと咳せき払ばらいして、続ける。

「レベッカとの花はな試し合あいまでに三つの契けい約やくをとってきた」

「三つも？　本当に？」

「本当だ」

　タクトは軽く応じるが、この三つをとることにかなり苦労したことは言うまでもない。

　ラストリース自体が無名な上、フィーネたちの知名度もないのだ。

　カノンからの情報を元に、方ほう々ぼうを駆かけ回り、頭を下げたり交こう渉しようをしたりして、ようやくとれたのが三つだけだったのだが、あえてそれを言う必要はないだろう。

「それで、内容は？　わたしは何をすればいいの？」

　フィーネはまるで、散歩に行く寸前のワンコのようなキラキラした目をしていた。

「記念すべき一つ目の活動は、今日このあと、すぐなんだが……」

　フィーネが、レナが、ルルリアが、耳みみを欹そばだてタクトの次の言葉を待つ。

「なんと」

「なんと？」

「ライブをしてもらうことになった」

　もったいつけてタクトが言うと、フィーネは目をぱちくりさせた。

「ふぇ？　ら、ライブ？　ライブって……、あの、歌を歌うやつ？」

「何人かが出演するイベントの前座みたいなものだけどな。ちゃんとしたライブだぞ」

「本当に、ライブなの？……タクト、わたしがフィオーラ活動未経験だからって、だまそうとしてない？」

　フィーネが眉み間けんにしわを寄せ、睨にらんでくる。

「噓うそじゃねえよ。規模はそれほど大きくないが、依頼者もフィーネの歌唱力なら十分だって言ってくれてる。正しよう真しん正しよう銘めい、歌を歌う、ライブだ」

「ふわぁっ……!!」

　フィーネは目をまん丸くして、変な声を出した。そしてそのまま動作が固まる。

　どうやら動どう揺ようしているらしかった。

　すると、訝いぶかしげにルルリアが訊たずねてくる。

「エンゲイジさん。フィーネさんで大丈夫なんて、一体どんなライブなんです？」

「これだ。知ってるか？」

　タクトはすぐにタブレットを取り出し、ある画面を表示して差し出した。

　ルルリアが椅い子すから立ち上がり、タブレットを見にくる。

「……学園主しゆ催さいのチャリティライブですか。月に一回やってる、戦せん花かの園そのに住むフィオーラ以外のひとたちを無料招待する、あれですね。……ですが　あれの参加資格はデビューしていることではありませんでしたか？」

「出演者のひとりが体調を崩くずして代理を探していたんだが、今日に限ってスケジュールの空いている子がいなかったらしい。それで、担当だったモモ先生にかけあって、無理矢理ねじ込んでもらったんだ。フィーネの歌唱力なら特例を認めるそうだ」

「そういうことですか。理解しました。本当にライブですよ、フィーネさん」

　納なつ得とくしたルルリアは、フィーネに声をかけつつタブレットをタクトに返した。

「そそそ、そうみたい、ね。わわ、わわわ。どうしよう、どうしよう！」

「それで、他ほかの活動はなんなんです？」

「おう。明後日あさつてに握あく手しゆ会かいがある」

「ふわっ!?　あ、握手会っ!?」

　フィーネが大きな声を出す。

「握手会って、フィオーラ活動の中でも五指に入る人気活動だよ？　わたしでいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんとフィーネの事情も話してある」

「ふぇえ、ふえええっ!?」

「ライブに握手会ね。そうすると、三つ目は……、グラビア撮さつ影えいとかかしら？」

　喜びが声にならないフィーネを見ながら、レナが楽しそうに予想する。

「正解だぞ、レナ。五日後、花試合の前日にグラビア撮影の活動をとってきた」

「ぐ、グラビア撮影？　タクト、本当なの？　今度こそだましてる？　違ちがうの？」

　フィーネがほっぺたをつねりながら、さらに目を丸くした。

　タクトは思わず苦く笑しようする。

「全部本当だって。信じろよ」

「で、でも、活動なんて今までやったことないし、わたし、ブルームアップできないフィオーラなんだよ？　それなのに、こんなの……。信じろっていう方が無理だよ」

　フィーネは泣きそうな、でも嬉うれしそうな、そしてどこか怒おこっているような表情で言った。

「本当は五日間フルに入れたかったんだがな。さすがにそこまで都合良くはいかなかった。まあ、この三つだけでも、フィーネにとっては十分な刺激になるはずだ。空いている日はしっかり休養を取るんだぞ」

「ちょっと待ってください」

　そこで、またもや疑ぎ惑わく全開の声でルルリアが口を挟はさんだ。

「フィーネさんでオッケーな握手会にグラビア撮影なんて……。本当に大丈夫なんですか？　怪あやしい活動じゃないんですか？」

「こんな契約だ。特におかしいところはないと思うんだが」

　タクトはタブレットに契約内容を表示してルルリアに渡わたした。

　フィーネとレナも横からのぞき込む。

「……握手会は『知名度の低いフィオーラを応おう援えんする会』が主催ですか」

「あ、知ってるわ。フィオリンクで有名な、握手会マスタームガさんが主催する、青あお田た買がい集団よ。あのひとに見み出いだされると将来ヒットするってジンクスもあるくらいなのよ」

　嬉しそうにレナが言うと、ルルリアがふむと頷く。

「青田買い集団……。そういうひとたちもいるんですね」

　この握手会は、そのムガさんとカノンが知り合いであり、カノン用にレオルの曲を書き下ろすことを条件に、話を通してもらったものだった。

「あら、グラビア撮影の方もすごいわ。戦花の園の大手出版社が主催してるニューフェイス特集だって」

　グラビアは、出版社の偉えらい人に頼たのみ込んだ結果、契約が取れたものだ。カノンには偉い人と連れん絡らくする方法を教えてもらっただけだった。

「……活動の内容が怪しくないことは理解しました」

　ルルリアがタブレットを返へん却きやくしながら訊ねてくる。

「ですが、この活動ならフィーネさんひとりでできます。どうしてルルたちが関係あるんです？」

　タクトは若じやつ干かん申し訳なさそうに言う。

「実は、ライブはフィーネだけでオッケーだったんだが、他のふたつはどうしてもふたり出して欲しいって言われたんだよ」

「ふたり？　つまり、ルルかレナさんも一いつ緒しよにやるということですか？」

「そうだ」

「……こんなに簡単に契約を取ってきた裏にはそういうからくりがあるわけですね。感心しかけて損しましたよ」

　ルルリアは軽い嫌いやみを言いながら、首しゆ肯こうした。

「それで、ルルはどちらに協力をすればいいのです？」

「ちょっと待って？　活動を手伝うって、私自身が活動するの？」

　慌あわてるレナを横目に、タクトは説明する。

「ルルリアには握手会を、レナにはグラビアを手伝ってもらおうと思ってる。握手会ならルルリアは花か力りよくを使う必要はないし、グラビアは依い頼らい者の要求がレナに合がつ致ちしてるんだ」

　ルルリアとレナは考え込むように黙だまった。しばらくしてルルリアが口を開く。

「ルルのことは先生に聞いたんですか？……マスターでもないエンゲイジさんに気を遣つかわれるのは気に入りませんが、わかりました。やると言ったからにはやります」

「助かるよ、ルルリア」

「……別にエンゲイジさんのためじゃありません。あくまでもフィーネさんのためです。そこのところ、間ま違ちがえないでください」

「ねえ、見習いくんも知ってるのよね？　私がフィオーラ活動も授業もサボってること」

　一方、レナは渋じゆう面めんである。

「わかってる。でも今回だけでいい。フィーネのためなんだ。頼む」

　タクトは深く頭を下げる。

「レナちゃん、お願い」

　すると、フィーネも手を合わせて懇こん願がんした。

　レナは、たっぷり一分間黙もつ考こうしてからため息をついた。

「……わかったわ。フィーネの頼みじゃ断れない。今回だけは活動するわ」

「ありがとう、レナ。助かる」

「さっきも言ったけど、昨日の借りもあるからね」

　レナはやれやれと肩かたをすくめながら、苦笑いを浮うかべた。

「タクト、わたし、全力で頑がん張ばる。きっと活動から刺激を受けて、ブルームアップしてみせるから」

「俺も全力で協力する。ふたりで……いや、みんなで頑張ろうな」

「うん！」

　フィーネはやる気がみなぎっているようだった。

「さあ、まずは今日のライブだ。……ルルリアとレナにはまたあとで連絡するからな」

　タクトは、フィーネとともに事務所を後にし、チャリティライブの会場へ向かった。
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　戦せん花か学がく園えん主催のチャリティライブは、学園の敷しき地ちに作られたライブホールで行われる。

　開演三十分前で、千人が入れる会場はすでに満席だった。

「すごいな、この人数」

「うん……」

「フィーネさん、エンゲイジくん」

　別室でのリハーサルを終えたふたりが、舞ぶ台たい袖そでから観客席に圧あつ倒とうされていると、モモ先生がやってきた。

「頑張ってよー、前座とはいえ、お客さんは戦花の園でフィオーラを支えてくれている一いつ般ぱん市民の方々ばかりだからねー。感謝の気持ちで歌うんだよ？」

「は、はい」

　返事をするフィーネはどこかぎこちない。

「本当はデビューしてるフィオーラっていう決まりがあったんだけどねー。まあ、フィーネさんの歌唱力はこのコンサートのスタッフもみんな知ってて、大だい歓かん迎げいだって言ってるから問題ないよー。だから期待してるよー。じゃ、またあとでね」

　モモ先生はフィーネの背中を軽くたたくと、その場を去っていった。

「フィーネ。先生もああ言ってる。頑張ろうな」

「う……、うん」

「ん？　どうしたんだ？」

　フィーネの表情は浮かない。身体からだも小刻みに震ふるえていた。

「……緊きん張ちようしてるのか？」

「そ、そうみたい……」

「大丈夫だろ？　リハーサル通りやればいいんだ。段取りも歌もばっちりだったじゃないか。モモ先生も、スタッフさんたちもみんな好意的だったしな」

「そうなんだけど。……やっぱり、ブルームアップできないわたしがこんなところで歌って良いのかなって思っちゃって……」

　フィーネはなかなか落ち着きそうにない。

　タクトは思い切ってその肩に手を置いた。

「フィーネ。今からやるのはバトルか？　違うだろ。歌うだけだ。フィーネは歌なら自信があるんだろ」

「う、うん。というか、歌しか自信ない……」

「なら大丈夫だろ。今日は歌うだけなんだ。ブルームアップできるかどうかは関係ない。ただ、いつも通りに歌ってくれば良いだけだ」

「……いつも通りに歌ってくれば良いだけ……。でも、ブルームアップしないと……」

「ブルームアップのことは今は忘れろ。ただ純じゆん粋すいに歌うことを楽しんでこい。モモ先生も言ってたろ？　みんな、おまえの歌を楽しみにしてるんだ」

「歌うことを、楽しむ……」

　フィーネはタクトの言葉をくりかえし、目を閉じると、ゆっくりと深呼吸をした。

　やがて目を開けると、表情から緊張の色が少し消えている。

「わかった。わたし、一生懸けん命めい歌ってくる。それで良いんでしょ？」

　そこでスタッフが呼びに来て、フィーネは舞台へ向かった。

「頑張れよ、フィーネ」

　舞台袖からステージへ出る際、フィーネが振ふり返り、タクトを見た。

　タクトは黙って頷うなずき、見送った。

　ステージでは盛大な歓かん声せいがフィーネを迎むかえた。







　ライブは無事に終しゆう了りようした。

　フィーネはデビューしていないフィオーラではあったが、基本的に容姿が美しく、非常に高い歌唱力を持っている。だから、歌声は十分に観客を魅み了りようしていた。

　その証しよう拠こに、歌い終えるとスタンディングオベーションが起こったほどだった。

「フィーネさん、おつかれさま。すっごくよかったよー」

「おつかれさま、フィーネ」

　舞台袖に戻もどってきたフィーネを、タクトはモモ先生と共に迎えた。

　フィーネの額には汗あせが浮かび、全力で歌ってきたことがありありとわかる。

「夢中で、よくわからなかったんだけど、どうだった？　歌詞間違えてなかった？」

　放心気味に、フィーネがタクトを見み遣やった。

「すごくよかった。俺も感動した」

「それなら、よかった」

　タクトが大きく頷くと、フィーネはようやく安あん堵どの息を吐はき出した。

　モモ先生がニコニコしながら言う。

「スタッフのみんなも言ってたよー？　あれだけ歌えるフィオーラがいまだにブルームアップできないなんて信じられないって。早く戦せん花か装そう姿や、フェスでの活かつ躍やくを見てみたいって。みんな期待してるって。応援するから頑張ってね、って」

「ふぇっ。ほ、本当ですか？」

　フィーネは照れながら眼を丸くする。

「本当だよー。今度のレベッカさんとの花試合も、正直、私としては止めるべきかなーと思っていたけど、やっぱりここまでできるんだもの。きっとブルームアップもすぐだね。マスターになったエンゲイジくんにも、何か考えがあるんでしょ？」

　水を向けられたタクトは、「ええ」と首肯で返す。

「楽しみにしてるよー。それじゃ、今日は本当にありがとうね」

　そう言い残して、モモ先生は去って行った。

　フィーネは、歌い終わった疲ひ労ろうもあるのか、ややぼうっとして、先生の背中を見送っている。タクトはその背に声をかける。

「フィーネ。聞いたか？　みんなフィーネに期待してるってさ」

「うん。そうみたい、だね」

　フィーネは、なんとも複雑な表情で頷いた。

　タクトは、そんなフィーネの姿に特訓第だい一いち弾だんの成功を感じ取った。
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　今日は特訓第二弾、フィーネとルルリアのふたりで行う握あく手しゆ会かいの日である。

　握手会の控ひかえ室で、タクトはフィーネとルルリアに活動の説明をしていた。

　放課後なので、三人とも制服姿である。

「握手会って、握手するだけだよね？　何か喋しやべるのかな？　そんなに話題なんてないよ」

　フィーネはそう言いながら胸に手を当てている。少し緊張しているらしいが、先日のライブ前に比べれば落ち着いている。

　むしろルルリアの方がひどい状態だった。目で見てわかるほどカチコチに固まっている。

「……ルルリア、緊張してるのか？」

「べ、別に緊張なんてしません。ルルをそんじょそこらのフィオーラと一緒にしないでください。ルルは可愛かわいくて優ゆう秀しゆうで将来有望なフィオーラですかりゃ！」

「嚙かんだな。やっぱり緊張……」

「嚙んでません。緊張してません。トイレも近くありません！　わざと言ったんです……りゃ！」

　頰ほおを赤くしながら唇くちびるを引き結ぶルルリアに、タクトは苦く笑しようする。

「とりあえず普ふ段だん通りにしてれば良いんじゃないか？　あんまり硬かたくならずにな」

「助言なんて、マスターでもないエンゲイジさんからされるいわれはありません。けど……、普段通り、ですか……」

「そろそろ時間なんで準備お願いしまーす」

　握手会のスタッフが呼びに来たので、タクトはフィーネとルルリアの肩を軽く叩たたく。

「フィーネ、ルルリア。俺は脇わきに控えてるからな。頑張ってこい」

「うん……、行ってくるね」

「普段通り普段通り普段通り……」

　少しだけ緊張しているフィーネと、両手両りよう脚あしが同時に出るほどカチコチなルルリアが並んで控え室から出て行った。

　タクトはその後に続き、舞台袖からふたりの様子を見守る。

　ステージには長机と椅い子すが設置され、上かみ手て側にルルリア、下しも手て側にフィーネが座っていた。ルルリア、フィーネの順に握手をしていく形式のようだ。観客は男性ばかりだった。

　司会者が簡単にフィーネたちを紹しよう介かいすると、大きな歓声が沸わく。

　ふたりとも会場の様子に驚おどろいているようだった。目をぱちくりさせていた。

　そして握手会が始まり、一人目の小太りな男がルルリアの手に手を伸のばしたときだ。

「何するんです！」

　突とつ然ぜん、ルルリアがその手を叩いて立ち上がる。

　小太りの男は、何が起こったかわからないといった様子で、自分の手とルルリアを交こう互ごに眺ながめている。

「いきなり人の身体に触ふれようとするとはよい度胸です」

　ぎろりと目の前の男を睨にらみつけるルルリア。

　そこへ、マイクを握にぎった司会者の男がルルリアに近づいた。

「えっと、る、ルルリアちゃん？　これ握手会だよ？　握手は手と手をにぎらないといけないでしょ？　お客さんびっくりしてるよ？」

「そんなのルルの知ったことではありません。事務所の人間に普段通りにやれと言われています。ですからこのルルリア・ヘリアンサス、普段通りにやらせていただきます」
















　ルルリアは太った男を指さすと堂々と言い放った。

「そこの豚ぶたさん。なんですかそのだらしない身体は。ルルのこの柔やわ肌はだに触れるには、進化が足りませんよ。せめて人間に進化してからもう一度来てください」

　びしっと、冷たい視線とともに強きよう烈れつな言葉を浴びせると、小太りの男は顔をしかめる。

「ぶぶぶ、豚だって？」

「あら、人間語を話せるんですか？　お利口な豚さんですね。でも、変に喋るよりは、ぶひぶひ言っている方がお似合いですよ？」

「なんだと？　おまえなんて無名のフィオーラだろう!?　生意気だぞ！　くそう！　フィオリンクにあることないことさらしてやるからな！」

　男は捨て台詞ぜりふを残してステージから降りようとした。

「ちょっと待ってください」

　これはまずい。そう思い、タクトはステージに出て、その男の袖そでをつかんで引き留めた。

「なんだよ、おまえ」

　男がぎろりと、タクトを睨む。

「俺はこの子たちのマスターです。ルルリアの非礼はおわびします。申し訳ありません。……ですが、帰るなら、こっちの、フィーネと握手してからにしてもらえませんか」

　タクトは丁てい寧ねいに頭を下げて言った。

「あん？　なんでだよ？」

「実は、フィーネは戦せん花かの園そのに来て三年になるんですが、まだブルームアップできないんです。だから、あなたのようなフィオーラを支えてくれる人たちと握手をすることで、そのきっかけをつかめるかもしれない、そう思って、この会に臨のぞんでいるんです」

「へえ……、すごい遅おそ咲ざきなんだな」

　男は、それでフィーネに少し興味を持ったようだ。

「あ、お、お願いします！」

　フィーネも立ち上がり、がばっと頭を下げた。

「ふうん。頭を下げるなんて殊しゆ勝しようじゃないか。けどだめだね。俺は気分を害したんだ。今日のことはフィオリンクの掲けい示じ板ばんにもカキコするし、ブログにも書く。俺はフォロワーが多いからな。おまえのところのフィオーラはもうだめだろうな」

「そんな……」

　タクトは一いつ瞬しゆんで血の気が引いた。それでは、たとえフィーネがブルームアップできたとしても、その後の活動に影えい響きようが出てしまう。

　なんとかしなくてはいけない。だがどうする？

　必死に頭を巡めぐらせていると、すっとタクトの横に並ぶ者がいた。ルルリアだ。

「すみませんでした」

　ルルリアは男に向かって丁寧に頭を下げる。

「ルルのことはいくら悪く書かれてもかまいません。ですが、フィーネさんのことだけは嫌きらいにならないでください。ルルはフィーネさんを手伝うと約束したんです。それを邪じや魔まするわけにはいきません。……本当にすみませんでした」

　ルルリアのお辞じ儀ぎは深く、そして微び動どうだにしなかった。

「お願いします！」「お願いします」

　タクトとフィーネもルルリアに倣ならって、同じように頭を下げた。

「……ふん……。わかったよ」

　小太りの男はそれで機き嫌げんを直してくれたらしい。

「……よく見れば顔もかなり可愛いし……、いいぜ。握手くらいしてやる」

　男はフィーネの前まで戻ると、片手を出した。

「ほらよ」

「ふぇ？」

「フィーネ、これは握手会だ。握手をするんだ」

「あ、そうだった」

　タクトが言うと、フィーネは男の手を優やさしく包み込むように握った。

「よ、よろしくお願いします」

「硬いなぁ……」

　男がぽつりとつぶやく。

「ふぇ？　わたし、そんなに強く握ってないと……」

「違ちがう違う。顔だよ。表情だ」

　男は言った。

「俺たちファンは、フィオーラの笑え顔がおが見たい。その笑顔に癒いやされたいから、応おう援えんするんだ。正直、ブルームアップができるとか、バトルが強いとか歌がうまいとかは関係ない。ただ、好きな子に微笑ほほえんでほしい。それだけなんだ。あんたにそれができるのか？」

「えっと……、こ、こう？」

　フィーネは戸と惑まどうものの、すぐに、にこりと微笑んでみせた。花のような可か憐れんな笑顔だ。

　男はしばらくのあいだフィーネを見つめると、やがて頷うなずく。

「ぎこちないが……、初めての握手会ならそんなものだろう。その笑顔、忘れるなよ？　それを忘れなければ、俺たちはこの先もずっとおまえを応援し続けるからな」

「あ、は、はい！　ありがとうございました」

　男は握手をほどくと、小さく手を振ふり、ステージを後にした。

　フィーネはその背に向かってもう一度頭を下げた。

　その後、司会者が仕切り直し、握手会は再開した。フィーネの前に行列ができる。

　一方でルルの前には誰だれも並ばないかと思われたが、

「あの、俺を罵ののしってください！」

　頭がぼさぼさの男がルルリアの前に立ち、そんなことを言った。

　ルルリアは一瞬面めん食くらうものの、すうっと息を吐はいてから冷れい徹てつに告げる。

「……なんですか、その頭とう髪はつは。野の良ら犬いぬだってもう少しまともな毛並みですよ。せめて毛け繕づくろいができるようになってからもう一度来てください、この駄だ犬けんさん」

「ああ、いい！　いいよルルちゃん！　もっとだ！　もっと俺をいじめてくれ」

「まだおねだりするとか、きもすぎですよ。駄犬は駄犬らしく、離はなれた所ではあはあ言ってるだけにしてください」

「はい、そうしますっ！　ワンワン！」

　などと、ちょっと変わった趣しゆ味みのひとが数人ほど、ルルリアの前にも並んだのだった。

　そんな様子をステージ袖で見ながら、タクトはほっと胸をなでおろした。

　ふと、タクトに近づいて来る者があった。

「ふたりともなかなかのフィオーラだな。カノンがプッシュしたのもわかるぜ」

　先ほど、フィーネに握手会の講こう釈しやくをしたあの男だった。

　タクトははっとなり、それから周囲に誰もいないことを確認してから言った。

「それじゃあ、あなたが、見込んだフィオーラは必ず成功するとさえ言われる、この会の主しゆ催さい者しや、握手会マスターのムガさん……」

　タクトはあのとき引き留めてよかったとほっとする。

　握手会マスタームガは、歯を見せニヒルに笑った。

「あんたやもう一人の子が謝らなかったら見限るところだったがな……。まあ、この先も期待している。ぜひ、ブルームアップさせて、ランキング上位に食い込ませてやってくれよ。……俺たちは応援したフィオーラが笑顔を見せてくれれば、それで満足だからさ」

　親指を立て、ポーズを決めると、ムガは控ひかえ室から出て行った。

　タクトはその背を見ながら思う。

　今日の特訓も、たぶん成功している、と。
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「すまん。俺が悪かった」

　三件目のフィオーラ活動で、ハプニングは起こった。

　レベッカとの戦いの前日。タクトとフィーネとレナ、そして後学のためにとついてきたルルリアの四人は、とあるグラビア撮さつ影えい用のスタジオの控え室にいた。

「ちょっとー、早くしてよぉー？」

　若じやつ干かんオネエが入ってるっぽいスタッフが、控え室の扉とびらをノックしている。

「すみません、もう少し待ってください」

「もう、じゃあ、あと十分待つわよ。写真家の先生お待ちなんだからね」

　タクトが返答すると、オネエスタッフはどこかへ行ったようだった。

　タクトの前ではフィーネが困こん惑わく顔で、今日あてがわれた水着を抱かかえている。

「たしかに私の容姿が必要な活動ね、これ。だけど、ちょっとセクシーすぎるわね」

　フィーネの横で、今日の水着を身に着けたレナが身体をくねらせた。

　思わずタクトは目を背そむける。

　レナが身に着けている衣装はきわめて扇せん情じよう的だった。
















　大事なところは隠かくれているのだが、色々きわどい。ともすれば教育委員会におしかりを受けそうな水着である。この間の下着よりももっと過激だった。

　そして、そんな水着を目にした瞬しゆん間かん、フィーネは固まってしまったのだ。

「エンゲイジさんがレナさんを指定したのは、こういう理由だったのですね。やはりあなたは超ちようＧ級魔ま獣じゆう系男子なんですね、いやらしい」

　ルルはさきほどから、ずっとタクトのことを軽けい蔑べつの目で睨んでいた。

「おかしいな。事前の打ち合わせだと、こんな水着じゃなかったはずなんだが」

「だけど、断るわけにもいかないわよ？　受けた仕事を当日キャンセルするなんて、事務所の評判も、フィーネの評判も一気に落ちるもの」

「レナは恥はずかしくないのか？」

「そうねぇ、昔は恥ずかしかったけど、慣れちゃったわ」

　ぐっと腕うでを組み、胸を持ち上げてみせながら、遠い目をするレナである。

　タクトはまたもや目を逸そらした。

「そうなのか……」

「うん。でも、慣れる必要はないと思うのよ。別にこういう活動をしなくたって、フィオーラとしてはやっていけるもの」

「そうだよな。もう少し健康的な水着なら俺も応援するんだが、さすがにこれはないな」

「かといって、ここで断ったら後々面めん倒どうそうよ？　どうするの？　見習いくん、それに、フィーネも」

　フィーネはまだ固まったままだった。

「俺はフィーネに経験をしてもらいたいと思ったが、それはフィオーラとして活かつ躍やくするためだ。だから先のことを考えないといけない……」

　タクトは頭をかきむしった。

「……やっぱり担当フィオーラのいやがることはさせたくない。俺、頭を下げにいってくる。それでも仕事がなくならないように、土下座でもなんでもしてくるさ」

　決心し、タクトは部屋を出ていこうと立ち上がった。だが、

「……待ってください。だったらルルが着ます」

　ルルリアが、突とつ如じよ、フィーネの前から水着を奪うばい、更こう衣い室へ向かおうとする。

「エロゲイジさんの前に素す肌はだをさらすのは大変イヤですが、事務所がつぶれるのも困ります。フィーネさんにもブルームアップしてほしいと思いますし、握手会の一件もあります。……それに、ルルだってこのくらい着られるはずですから」

「待ちなさい、ルル」

　ルルリアの腕を摑つかんだのはレナだった。

「なんですか？　レナさんまでルルのことを幼児体型だとか、お子様だとか言うつもりですか？　そんなことないんですよ。ルルは実はすごいナイスバディなんです」

「違うわよ」

　若干、涙なみだ目めなルルに、レナが苦く笑しようする。

「元々、これはフィーネのための活動でしょ？　フィーネ本人がやらなかったら意味がないのよ。ねえ、そうよね、見習いくん」

「あ、ああ。そうだ……」

「だから、ルルがいくらナイスバディだったとしても、だめなのよ」

「……そうですか」

　いつになくしゅんとしながら、ルルリアは水着をフィーネの前に戻もどした。

　すると、それまで黙だまっていたフィーネがついに発言する。

「タクト、わたし、これ、き、着るよ」

「フィーネ、本気か？」

「これもタクトがわたしのために考えてくれた活動のひとつだもん。それに、レナちゃんやルルちゃんもわたしのために無理してくれてる。それならわたしが応こたえないといけないでしょ？……それとも、わたしには着られないと思ってるの？」

　フィーネは精せい一いつ杯ぱい、懸けん命めいに口を開いている。勢いを付けるように。

「ちょっと、まだぁ？」

　どんどんと、扉がノックされた。もう十分経たってしまったらしい。

　タクトがドアに向かって叫さけぶ。

「すみません！　もう少しだけ待ってください。着き替がえに戸惑っていて」

「ええ？　それじゃあ、あと一分よ。本当にもう、新人さんなのに困っちゃうわ」

　オネエなスタッフの声が遠ざかる。

「ほら、タクト。ここまで来たらやるしかないよ。だから、わたしも覚かく悟ごを決める」

　そう言ってフィーネは衣装を抱えて立ち上がった。

「レナちゃん、着替えるの手伝って」

「……いいわよ」

　ふたりで控え室の隅すみにあるカーテンで仕切られた更衣室に入った。

　服を脱ぬいでいるのだろう。衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

「あら？　やだわ、これ、サイズあってないわよ？　これじゃあ色々見えちゃうわ」

　なにやらレナの焦あせった声。

「タクト！　どういうことなの？　さすがにサイズがあわないのは着られないよ？」

「あ、フィーネ！　待って！　今出たら」

　レナの制止の声を聞かずに、フィーネが更衣室から身体をのぞかせた。

　フィーネはずりおちそうな、きわどい水着を手で必死に押さえていた。

　さすがにそのまま撮影に臨むのは難しそうだ。

「一分経ったわよ！　もう、開けるわよ！」

　そのタイミングで、控え室にオネエなスタッフが飛び込んできた。

「あんたたち、わかってるの？　新人が写真家先生を待たせるなんて前代未……、あら？　ちょっと、あなた、何よそれ、え？　どういうこと？」

　スタッフはフィーネを見た瞬間、絶句する。

「……すみません、衣装の着方でトラブってしまって」

　タクトは断片的な事実を告げ、頭を下げた。

　すると。

「あらあ。ごめんねぇ。それ違ちがうわよ。うちの子たちの手て違ちがいよ。いま、ちゃんとした水着持ってくるからもう少し待ってて」

「え？」

　タクトとレナ、ルルリア、そしてフィーネの目が点になる。

「無理しないで素す直なおに言ってくれればよかったのに。あら、でもそっちのナイスバディな子、よくその水着着られたわね？　もしよかったらそっち系の写真撮とってみない？」

「遠えん慮りよしておきます」

「そう？　残念。その気があったら言ってね。いくらでも紹しよう介かいするから」

　レナがにこやかに微笑ほほえみながら答えると、スタッフは控え室から出て行った。

　フィーネが目をぱちくりさせる。

「……これ、着なくて良いってこと？」

「どうやら、そうらしいな……って！　フィーネっ！」

「え？　きゃあ！　た、タクトのえっち！」

　フィーネがほっとして手を離はなした瞬間、水着がずり落ちた。

　タクトは咄とつ嗟さに顔を背けたものの、色々と目に焼き付く。

　レナが更衣室のカーテンをあわてて引き、ルルリアがその前に立ちふさがる。

「エロゲイジさん……、まさかこれが目的でしたか？」

「違う違う！　誤解だ！」

　必死に釈しやく明めいをするが、ルルリアは信じていないようだった。

　その後、改めて支給されたごく普ふ通つうの水着を着て、グラビア撮影は始まった。

　この活動の本来の目的は、カメラマンというプロフェッショナルと触ふれあうことで、フィーネの自覚を促うながすことだった。

　ちょっとしたハプニングはあったものの、これで、すべての特訓が終了した。
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　その夜、レナとルルリアは既すでに帰宅し、タクトとフィーネだけが事務所に残っていた。

　ソファに座って、タクトはフィーネに訊たずねる。

「どうだ、フィーネ。明日あしたはいよいよ花試合当日だが、ブルームアップできそうか？」

「えっと……、もう少し……、な……、気がする、かな？」

　フィーネは自信なさげにそう言った。

「……そうか。まだできないか。……それじゃあ、明日は棄き権けんした方が良さそうだな」

「待って！」

　タブレットで棄権の申しん請せい手続きをしようとしたタクトの手をフィーネが摑んだ。

「待って、タクト。本当にあと少し、あと少しな気がするから！」

「本当か？」

　疑ってみせるが、実はタクトも、あと少しだということは認識していた。

　ひそかな花力分析アナライズにより、活動の度たびに例の封ふう印いんが薄うすれていて、今では、本当にあと一息といった状態にあることを知っているのだ。

「なんか、とにかくもう少しだから。……なんとなくだけど、そんな気がするの！」

　フィーネは顔を上げ、訴うつたえかけるように言った。

「ねえ、タクト。今回の特訓って、フィオーラ活動自体が目的じゃなかったんでしょ？　タクトは活動を通じて、わたしに別のことを教えたかったのよね？」

「……ほう？」

　タクトはフィーネの洞どう察さつに少し驚おどろきつつ、次の言葉を待った。

「タクトはたぶん、わたしが周りのひとからどう思われてるのかを、理解させたかったんでしょ？　わたしに自信をもたせたかったんだよね？」

「……ああ。実はそうなんだ」

　タクトが頷うなずくと、フィーネは続けた。

「ライブのときは、先生やスタッフさんたちが、思いの外ほか、わたしに好意的だったことがわかったし、握手会のお客さんも、笑え顔がおでいれば応おう援えんしてくれるって言ってた。写真家の先生だって、わたしのこと、普通のフィオーラと同じように扱あつかってくれた。みんな、ブルームアップできないことなんて、気にしてない様子だった」

　フィーネは目を閉じて、思い出しながら話す。

「それに、レナちゃんやルルちゃんたちも積極的に協力してくれた。ルルちゃんなんて、頭を下げたり……、エッチな水着を着ようともしてくれたし……」

「みんな応援してくれてたよな。……別にブルームアップが遅おくれてることなんて、恥ずかしいことじゃないんだ。フィーネは気にしすぎなんだよ」

「うん。そうみたい。今回のフィオーラ活動ですごくよくわかったよ」

　フィーネは言った。

　それは真実だろう。だからこそ、封印があと少しで解けるところまで来ているのだ。

　だが、あと少しであって、封印が解けたわけではない。

　封印が解けなければ、フィーネがブルームアップできないことは変わらない。

　タクトの予想では、フィーネが自信を持つことさえできれば封印が破れる予定だった。

　だが三回の活動でも、その域には達しなかった。

　おそらく、なにかもう少し強い刺し激げきが必要なのだ。

「……だが、フィーネ。それがわかっても、フィーネはブルームアップできてない。すまない。俺の力不足だ。約束を守れないことはくやしいが、マスターとして、今のおまえを戦いに向かわせる訳にはいかない。だから明日の試合は棄権しよう」

　もちろん、明日の花試合までにフィーネが目覚める可能性は零ゼロではない。

　しかし、零ではないが、今の状態を考えると限りなく零に近い気がしていた。

　花試合はやめるべきだ。そう思う。

「ううん。タクト。お願いだから、明日まで待って」

　フィーネは首を縦に振ふらなかった。

「本気か？……このままいけば生身でレベッカと戦うことになるんだぞ？」

「本当にあと少しなの！　それはわかるの！　だから、きっと、花試合までにはブルームアップできるようになる。なってみせるから！　だから、お願い！」

「しかし……」

「お願いします！　マスター！」

　フィーネはテーブルに頭とう髪はつが着くほど深々と頭を下げた。

　タクトはしばらく考えてから、静かに息を吐はき出した。

「……わかった。おまえがそこまで言うなら……、今は棄権しない」

「ありがとう、タクト！」

「だが絶対に無理はするな。花試合開始までにブルームアップできなかったら棄権させるからな。……もちろん、本当にやばいときは俺が命に代えてでも守るけどな」

「大だい丈じよう夫ぶ。明日までにきっとブルームアップしてみせるから。……だけど、命に代えてでも守るって、どうするつもりなの？　タクト、フィオーラでもないのに……」

「……なんとか考えるさ」

　明日はフィーネにとっても、タクトにとっても勝負の日になりそうだった。

　その後、フィーネを帰宅させるとタクトはひとりで事務所に残る。

「フィオーラでもないのに、か。なるほど。フィオーラにしかできないこともあるよな」

　さっきのフィーネの言葉に、タクトは少し思う所があった。

　できればフィーネにはブルームアップをしてほしい。

　同時に、最悪の事態も避さけなければならない。

「最後の手を仕込んでおくか……」

　タクトはタブレットを取り出すと、慣れた手つきでカノンの連れん絡らく先さきを呼びだした。
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　そして、日付が変わり、花試合当日となった。

　会場は戦花学園の敷しき地ち内に設けられたバトル専用の室内競技場だ。

　アリスが公開試合をやっていたホールに似ているが、規模はずっと小さい。人の身長程度の厚みがある長方形の競技盤は、空中ではなく床ゆかに設置されていた。

　競技盤を取り囲む階段状の観客席には、ちらほらと生徒や教師の姿がある。

　学園内のバトルランキングで七位につけているレベッカを見に来たのだろう。

「ちょっと、フィーネはまだなの?!」

　競技盤の下に待機し、入り口の方を見守っているタクトに向かって、レベッカが訊ねた。腕うでを組み、仁に王おう立だちになっている。

　レベッカは黒に近い濃のう紫し色のパーティドレスのような衣装、妖よう艶えんで魅み惑わく的な、黒いクリスマスローズをモチーフに持つ戦花装を身にまとっている。

　試合開始まであと五分だった。

　だが、競技盤にはレベッカの姿しかない。フィーネはまだ来ていないのだ。

「あたしに恐おそれを成して逃にげたのかしら？」

　レベッカが挑ちよう発はつ的に言うが、タクトは答えない。

　フィーネは午前中の授業にも来ていなかった。

　おそらくブルームアップをするために、自分なりの努力を続けているのだろう。

　昼過ぎに、フィーネからメールが届いていた。

『試合には必ず行くから、待ってて』

　だからタクトは待ち続けた。

「まあ、来られるわけないわよね？　あのフィーネが一週間でブルームアップなんてできるわけないもの」

　そう、レベッカが言ったときだった。

「すみません！」

「フィーネ！」

　ホールに駆かけ込んできたフィーネに、タクトはほっと胸をなで下ろす。

　だが、すぐに表情を強こわばらせた。

　フィーネの格好はぼろぼろだった。制服は泥どろや埃ほこりにまみれ、髪かみの毛はぼさぼさだ。

　ブルームアップをするために、一体どんなことをしてきたのだろうか。

「ごめんね。遅おそくなって」

　タクトに駆け寄ると、フィーネは頭を下げる。荒あらい呼吸を整えている。

「大丈夫だ。まだ一分ある。……ブルームアップはできたのか？」

　その問いにフィーネは顔を上げたものの、返事をしなかった。

　頑かたくなに口元を引き結び、凜りんとした瞳ひとみでタクトを見つめる。

「フィーネ、おまえ……」

　タクトはそれでフィーネがまだブルームアップできていないことを直感した。

「……行ってくる」

「おい！」

　タクトの横をすり抜ぬけ、フィーネは小走りに競技盤へと上がってしまう。

　強ごう引いんに手を伸のばせば止められた。

　普通のフィオーラマスターならそうしただろう。いや、そうすべきだ。

　だが、タクトにはできなかった。

　フィーネの顔に、固い決意を見て取ってしまったからだった。

「あんな顔されたら、止められるわけねえだろ……」

　タクトはフィーネの後ろ姿を見ながらつぶやくと、タブレットに手を掛かける。

　もちろん、最後の手を使うためである。







「へぇ、逃げずに来たのね」

　フィーネが競技盤に上がると、レベッカが面おも白しろくなさそうに言った。

「それじゃあ、ブルームアップできたってことかしら？」

　目を細めるレベッカに、フィーネは小さな声で答える。

「……まだよ」

「ふん。やっぱりね……」

　それをレベッカは鼻で笑った。そして嫌いやみたっぷりに訊たずねる。

「だったらここには何しに来たの？　土下座でもしに来たの？」

「わ、わたしは、た、戦いに来たの」

　フィーネの声はかすかに震ふるえていた。

「戦いに？　冗じよう談だんでしょ？」

「冗談なんかじゃない。本気だよ！」

「ふざけないで！」

　レベッカが叫さけんだ。

「ブルームアップもできないくせに、このあたしと戦う？　バカなこと言うんじゃないわよ。戦花装をまとったフィオーラの力を知らないわけじゃないでしょう？」

　フィオーラの力。

　フィーネはその恐ろしさをよく知っている。

　三年間、友人たちが使う瞬しゆん間かんを何度も目にしてきたし、それ以前に、幼い頃ころの記き憶おくに、花はな戦せん争そうで暴れるフィオーラたちの姿がある。

　生身の人間がフィオーラの前に立つことがどれだけ愚おろかなことかを、十分に理解しているつもりだった。

　だから本当は今も怖こわい。

　レベッカは気づいていないようだが、フィーネの膝ひざは細かく震えている。奥歯がガタガタと音を立てそうになるのを、必死にこらえていた。

「フィ、フィオーラの力はよく知ってる。このまま戦えば、酷ひどい目に遭あうこともわかってる。だけど、もう少し……、本当にもう少し。そうすれば、きっと……」

　フィーネは拳こぶしを固く握にぎりしめ、勇気を奮い起こしながら言った。

「は？　もう少し？　何がよ」

　先日から感じている、「あと少しでブルームアップができそう」という、今までにはなかった感覚。それが、ここ数日でフィーネの中で急激に成長し、大きくなっているのだ。

　もちろん、ただの錯さつ覚かくかもしれない。

　だが、そんな不安をなんとかねじ伏ふせ、この場に立っていた。

　きっとあと少しでブルームアップできる。

　そう信じて。

「わ、わたしは、もう少しでブルームアップするから」

　フィーネは叫んだ。自分を鼓こ舞ぶするように。

「それで、わたしはあなたに勝つ。勝ってみせるから！」

「はあ？　バカじゃないの？　何言ってんのあんた。三年もできなかったあんたが、今この場で、タイミング良くブルームアップする？　しかもそれで、あたしを倒たおす？　できるわけないじゃない！」

「う……、で、でもやるの。やるんだから！」

　レベッカの恫どう喝かつに耐たえながら、フィーネは懸けん命めいに言い返した。

「ふん、いいわ。だったら望み通り戦ってあげる。そのくだらない夢を叩たたきつぶしてあげるわ。一生ものの傷のひとつやふたつ覚かく悟ごしなさいよ。審しん判ぱん！　開始時間はとっくにすぎてるわよ！　さっさと試合を始めなさいよっ！」

　苛いら立だったように、レベッカが審判役の生徒に怒ど鳴なった。

　だが、審判役の生徒は困こん惑わくしている。今の会話を聞いていて、フィーネがブルームアップできないことに気づいたからだった。

「ふたりとも合意の上なのよ。審判ごときが気を遣つかう必要なんかないわ。だからさっさと始めなさい。さもなくばあんたもぶっ飛ばすわよ！」

　ひぃ、とレベッカの脅おどしに肩かたをすくめ、審判は渋しぶ々しぶ手を挙げた。

『そ、空のように気高く、海のように優やさしく、大地のように力強く、咲さき誇ほこれフィオーラ!!』

　試合開始の合図に、事情を知らない会場の観客たちがわっと沸わきあがった。

「さあ、始まりよ。せいぜい後こう悔かいしなさい、フィーネ」

「後悔なんてしないよ。だって、わたしはきっとブルームアップできるから！」

　フィーネは口元をななめに持ち上げて、わざと不ふ遜そんな表情を作った。

　もちろん虚きよ勢せいだ。

　本当は膝も手も細かく震えている。今にも腰こしが砕くだけて尻しり餅もちをつきそうだった。

「ちっ」

　しかし、そんなフィーネの本心にレベッカは気づかない。フィーネの声と表情に神経を逆なでされ、苛立ちを募つのらせた。

「……いいわよ。望み通り、ぶち殺してあげるから」

　低い声を出したレベッカの背後の空間が、ゆらりと揺ゆらいだ。

　濃紫色の霧きりのようなものが現れ、そこから前方に向かって何かがせり出してくる。

　長さがレベッカの身長ほどもある円えん筒とう体。それは、機械と植物を組み合わせたような巨きよ大だいな砲ほう身しんだった。砲口が花弁のようになっていて、今はまるで蕾つぼみの状態だった。

「なに……、それ……、花はな武ぶ具ぐ、なの？」

　フィーネは息を飲んだ。

「あはは。そうよ。名前は大気歪める魔狼の咆哮フエンリル。戦せん花かの園そのの評価によれば、レアリティはＳエスＳエスＲアール。戦花装をまとっていても重傷を負わせる程度の威い力りよくがあるわ。生身のあんたなんか消し炭になるわよ？」

「ひっ……」

　外見も、推定される威力も凶きよう悪あくな武器の登場に、さすがにフィーネも後あと退ずさった。

「あはっ、棄き権けんしてもいいのよ？　逃げたかったら逃げなさいよ」

「に、逃げないもん！」

　フィーネはレベッカの挑発をうけて、踏ふん張った。

　ここで逃げるわけにはいかないのだ。

「……ちっ」

　レベッカが面白くなさそうにフィーネを見み据すえる。

「……どうでもいいことだけど、ブルームアップもできないあんたを花試合に送り出すなんて、あんたのマスターは最低な男ね」

「違ちがうよ」

　フィーネはすぐに反論する。

「タクトは関係ない。タクトは棄権しようって言ってたもん！　ここに立ってるのはわたしのわがままだよ！」

「へえ。それじゃあ、あんたがあいつの……、なんだったかしら？　世界最高のマスターになるとかいうくっだらない夢を、さっそく邪じや魔ますることになるってわけね」

「え……？」

「そうでしょう？　真実がどうであろうと、外から見れば、ブルームアップできないフィオーラに花試合をさせた、酷ひどいマスターだもの。一生の汚お点てんになるわ」

「っ……!?」

　レベッカの指し摘てきに、フィーネははっとなった。

　今の今まで、フィーネは自分がブルームアップすることだけを考えていた。

　だが、実際は自分だけの問題ではなかったのだ。

　このまま試合が進み、フィーネが怪け我がでもしようものならば、間ま違ちがいなくマスターであるタクトも責任を問われる。下へ手たをすれば学校を退学になるかもしれない。

　それはつまり、タクトの夢を邪魔することに他ほかならない。

「もしかして今さら気づいたわけ？　だけどもう遅いわよ。……それこそあんたが今すぐにブルームアップしない限り、あいつの夢は今日で終わりよ」

「わ、わたし……、そんなつもりは……」

　フィーネの視線が宙を泳ぐ。

　タクトの方を見ようと思ったが、できなかった。

　身体からだを動かそうとする神経を、心が邪魔している。そんな感じだった。

「さあ、おしゃべりはここまでよ。せめて一いち撃げきで終わらせてあげるわ」

　レベッカが言うと、背後に浮うかぶ大砲の先せん端たんに、黒っぽい光が集まり始める。

「せいぜい自分の愚かさを嘆なげくのね。……いくわよ。フェンリル！」

　レベッカの手の平がフィーネに向けられ、フェンリルの砲口にある光が肥大化する。

　いよいよ魔獣フエンリルが破は壊かいの咆ほう哮こうを解き放とうとした、そのときだった。

　バツンッ！

　何かがはじけるような音とともに、唐とう突とつに照明が消えた。会場内が真っ暗になる。

「な、何？　何が起こったの？　一体どうなってるのよ！」

　暗くら闇やみの中、レベッカが悲鳴に似た声を上げる。

　観客たちもざわつき、状じよう況きようを確認するような会話が随ずい所しよから聞こえてくる。

　しばらくすると、声に紛まぎれて静かな音楽が流れ出した。

「何よ、この音楽……。伴ばん奏そう？　違う。これは……、歌？」

　音楽にボーカルの声が乗る。透とう明めい度の高い声は女性のものだった。

「レオルだ！」

　観客席の誰だれかが叫んだ。

「この声、歌い方、間違いないわ」「フィオリンクの幻まぼろしの歌うた姫ひめ、レオルだ！」

　闇に包まれた会場のあちこちで、「レオル」という単語が飛び交う。

「レオル!?　誰よそれ!?　一体、何なのよ!?」

　レベッカが苛立ちを隠かくさずに叫んだ。

　そこで不意に、競技盤上の一カ所だけが明るくなる。

　ちょうどフィーネとレベッカの中間地点が、丸いスポットライトで照らされている。

「今度は何!?　何なのよ、次から次へとっ！」

　光の中に、誰かがいた。

　フィーネも、レベッカも、会場中の誰しもがその人物を注視する。

　急激な明るさの変化に目が慣れてくると、ようやくその姿がわかる。

　鋭えい角かくなシルエットで構成された鎧よろいと兜かぶとが、その全身を覆おおっている。鎧の形状と、半透明な樹じゆ脂し板で顔の部分が覆われた兜のせいで、中の人間の姿すがた形かたちはまるでわからなかった。

　光の中、人ひと影かげは微び動どうだにしない。ただ照明を受けた全身の鎧が、きらきらと白銀色の輝かがやきを放っていた。

「あっ……」

　鎧の人物を見たフィーネが、目を見開いて驚おどろきの声を上げた。

　一方で、レベッカが叫ぶ。

「あんた誰！　フィオーラなの？　今はあたしたちが戦っているのよ？」

　それで、鎧を着た人物がゆっくりと首を動かした。

　フィーネの方を見て、それからレベッカの方を見る。

「俺……、いや私は……この世界の闇に咲く剣けんの花……」

　男と女を混ぜて二で割ったような奇き妙みような声で、鎧のフィオーラは厳おごそかに発言する。

　フィーネ、レベッカ、そして会場の観客たちはみな押し黙だまり、鎧のフィオーラの言葉に耳を傾かたむけた。

　ホール内に流れる曲が、少しずつアップテンポな曲調に変化する。

「──白はく銀ぎんの剣けん花かだ」

　鎧のフィオーラが、静かに名乗った。
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　フィーネとレベッカの戦いに突とつ如じよ乱入した、鎧のフィオーラ、白銀の剣花。

　その正体は、もちろんタクト・エンゲイジである。

　合図によって、照明を落として曲を流すように、タクトは、昨晩のうちにカノンに協力を依い頼らいしておいたのだ。

　タクトが白銀の剣花としてフィーネの前に立つために。

「……白銀の剣花？　冗じよう談だんは休み休み言いなさいよ。白銀の剣花なんて歴史の中の都市伝説よ？　誰だか知らないけど、ひとの花試合を邪魔しないでくれる？」

　レベッカが、険しい表情で言った。

　競技盤の上には、いつの間にか全体が見み渡わたせる程度の照明が灯ともっている。これもタクトが依頼しておいた演出のひとつだった。

　タクトはレベッカの質問には答えず背を向け、フィーネの方を向いた。

「フィーネ」

「え？」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、フィーネがさらに目を丸くする。

「わ、わたしのこと、覚えてるんですか？」

　タクトが首しゆ肯こうすると、フィーネは息を飲み、硬こう直ちよくしてしまった。

　フィーネは白銀の剣花に憧あこがれを抱いだいている。

　その憧れの人物が目の前に現れれば、心を奪うばわれて当然だろう。

　白銀の剣花の姿で助言をすること。これが、フィーネをブルームアップさせるための最後の手段だった。

　憧れの対象であり、フィオーラという同じ立場の人間からの言葉であれば、フィーネの心をより強く揺さぶれる。そう、タクトは考えたのである。

　タクトは早さつ速そくフィーネに次の言葉をかけようとした。

「っ!?」

　だが、不意にそこで背後から迫せまる殺気を感じ、振ふり返った。

　人の頭くらいの大きさをした黒い塊かたまりが、猛もう烈れつな速度でタクトに迫っていた。

　咄とつ嗟さに身体をよじり、タクトはその塊を躱かわす。

　塊はそのままタクトの脇わきをすり抜ぬけると、ステージの隅すみに着ちやく弾だん。黒い塵ちりのような光を放ちながら破は裂れつした。ステージの表面が抉えぐれ、小さなクレーターができている。

「無視するんじゃないわよ！」

　塊の飛んできた方向で、レベッカがタクトを睨にらんでいた。

　背後に浮かぶフェンリルの砲ほう身しんから、黒い光が煙けむりのようにゆらゆらとたなびいている。

「フィーネと戦ってるのはあたしよ。その女に用があるなら、あたしとの戦いが終わってからにしなさいよ！」

　今の一発は、試合を邪魔されたことへの抗こう議ぎの一撃だったようだ。

　だが、タクトはレベッカを無視して、再びフィーネの方へ向き直る。

　試合が終わってからでは遅おそいのだ。

「このっ！　ふざけるんじゃないわよ！　フェンリルッ！」

　背後のレベッカが怒いかりの声を上げる。

　ドドドドド、とフェンリルの砲身から、数発の弾丸が撃うち出される。

　しかしタクトは動じなかった。

　振り返ることなく、右みぎ腕うでをすっと横に出した。

　すると、まるで吸い込まれるように、弾丸はタクトの腕に着弾して消失した。続いて連続で飛来した弾丸も、すべてタクトの腕にぶつかったとたんに消え去った。

「なっ……、なんで、そんなに簡単に防げるのよ」

　攻こう撃げきを簡単に防がれ、レベッカが驚きよう愕がくしている。

　そんな彼女には目もくれず、タクトはフィーネに接近した。

「こっちの話を聞きなさいよっ！」

　しかし、またもやレベッカが吠ほえ、フェンリルが無数の弾丸を吐はき出した。

　弾丸は先ほどよりも小さく、大きさはにぎりこぶし程度だ。だが、数が圧あつ倒とう的てきに多かった。真横に降りそそぐ豪ごう雨うのように、タクトへ向かって弾丸が飛来する。

　タクトは特に焦あせることはなかった。

　振り返ることもなく、すべての弾たまを右腕の鎧でうけていく。

　そして、そのままフィーネに話しかける。

「フィーネ、おまえに伝えておきたいことが」

「あ、あのっ！」

　タクトの言葉をフィーネが遮さえぎった。

「どうやったらあなたみたいなフィオーラになれるんですか？　どうやったら、フィオーラとして咲さき誇ほこれるんですか？　わたし、フィオーラになりたいんです。ならなきゃいけないんです！」

　必死の形相で、フィーネは問いかけてくる。

　だが、何も問題はない。元々、それを伝えに来たのだ。

　タクトは大きく頷うなずき、フィーネに語りかける。

「……かつて、私の師が言っていた」

　小さな頃ころにセリカから聞いたことを思い出しながら言う。

「フィオーラとして花力を使うことは、歌うことや曲を作ることと等しい」

「花力を使うことが、歌うことと等しい？　どういう、意味ですか」

　フィーネが復唱し、首をかしげた。

「歌を歌うとき、おまえは何を考えている？」

「歌うとき……。えっと、わたしは、その、純じゆん粋すいに歌うことも楽しんでるけど、……聞いてくれる人にも、楽しさが伝わるといいなって思いながら歌ってます」

　フィーネの答えに、タクトは満足して続ける。

「フィオーラとしての花力を解き放つことも、それと一いつ緒しよなんだ」

　フィーネは、まだピンとこないらしい。じっと、タクトの目を見つめている。

「花力を解き放つことは、心の中の花を咲き誇らせること。そしてそれは、何かを願うか、誰かを思ったときに、もっとも強く大きく発揮される。…………おまえは、今までブルームアップしようとするとき、何を考えていた？」

「何も……。ただ、ブルームアップすることだけ、考えてました」

　フィーネが首を左右に振る。

「それなら、今度は何かを願いながら……、誰だれかを思いながら、同じようにやってみればいい。ただ、それだけのことだ」

「……何かを願い、……誰かを思う」

「そうだ。そうすればおまえは、きっと咲ける」

「何かを願い、誰かを思う……。それなら、わたしは……」

　フィーネは胸に手を当て、目を閉じる。

　一秒か二秒か。わずかな時間そうしていたフィーネが、突然あっと声を上げた。

　その瞬しゆん間かん、タクトの目にはフィーネの身体からだを覆う花力が小さくはじける光景が映った。

　フィーネの花力を封ふうじていた、最後の花力が吹ふき飛んだのだ。

　フィーネの全身に、閉じ込められていた花力が拡散していくのがわかった。

「こ、これ、この感覚、もしかして……」

　フィーネは何度も瞬まばたきをしていた。

　自分の身体の中に起こっている急速な変化に戸と惑まどっているようだった。

　最後の一手が無事に成功したと理解し、タクトは安あん堵どのため息をつく。

　もうあとがないという極限状態で、憧れの存在からの助言を受け、花力に対する集中力がかつてないほどに高まった結果だろう。

　フィーネが何を願ったのか、または誰のことを思ったのかは少し気になるが、今はブルームアップできるようになれば良い。だからこれで、タクトの役目は終わりだ。

「あとはなんとかなるな？」

「あ、はい。あの、あの……、ありがとうございました」

「私は何もしていない。おまえが頑がん張ばっただけだ」

　一方、そんなやりとりをするタクトたちの背後から、レベッカの金切り声が響ひびく。

「何よ!?　何を話していたのよっ！」

　レベッカは、激しく肩かたを上下させながら、タクトを睨んでいた。

　攻撃はいつの間にか止やんでいた。

「邪じや魔まをして悪かったな。あとはふたりで好きなだけ戦ってくれ」

「は？　何言ってるのよ、あんた。勝手に乱入して、あたしの攻撃を簡単に防いで、用が済んだから、さようなら？　そんなわがまま通用するわけないでしょうが！」

　レベッカのフェンリルに、ぎゅんぎゅんと黒い光が集まっていく。

「これでも、喰くらいなさいよ！　絶ぜつ・魔ま狼ろう弾だん！」

　そうして、レベッカが腕を交差させて前に突つきだすと、魔狼砲フエンリルが火を噴ふく。

　超ちよう特大の黒い花力の塊が、タクトにむかって飛来する。

「なるほど。花力はなかなかのものだな。さすが学園七位といったところか。……だが」

　タクトはすっと虚こ空くうに右手をかかげた。

　すると、手の中に一振りの剣けんが現れる。幅はば広ひろの長剣だ。

　タクトはその剣を構える。迫り来る黒い塊に対して身体を正面にすると、タイミングを計って、一気に剣を振りおろした。

　パックリと、タクトの目の前で巨きよ大だいな弾丸は二つに割れた。

　左右に分かれて飛んだ弾丸の欠片かけらが、少し飛ひ翔しようした先で霧む散さんする。

「なっ……」

　最大級の攻撃をいとも簡単に無効化され、レベッカは目を見開いている。

「悪いな。ここで枯かれるわけにはいかないんでね」

　タクトはそこで指を鳴らした。

　とたんに競技盤を照らしていた薄うす暗ぐらい灯あかりが消失、ホール内は再び暗くら闇やみとなった。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに照明が戻もどった。

　ステージにはもう白はく銀ぎんの剣けん花かの姿はなく、そしていつの間にか会場に流れていたレオルの音楽も終しゆう了りようしていた。

　タクトは今の一瞬で、白銀の剣花の姿を解除して、元いた場所に戻っていた。
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　フィーネは、白銀の剣花が去った競技盤で、胸に手を当てて大きく深呼吸をしていた。

「どこ!?　どこなのっ。あいつはどこに消えたのよっ！」

　レベッカは白銀の剣花を捜さがして、きょろきょろと辺りを見回し続けている。

　だが。

「……え？」

　突然レベッカの表情が強こわばった。視線が一点で止まる。

「フィーネ……。あんた、何よ、その花力」

　フィーネを凝ぎよう視ししたレベッカが息を飲んだ。

　おそらく、会場にいたフィオーラは、みな気づいたことだろう。

　フィーネの身体を取り巻く花力が直前までとは変化していることに。

　そしてその量が尋じん常じようではないことに。

「なんなの？　まさか、これ、あんたの花力なの？」

　フィーネは、霧きりやもやのように見える濃のう厚こうな桜色の花力に包み込まれていた。

　独り言を言うように、フィーネがつぶやく。

「……わたしは歌うとき、聞いてくれるひとのことを思って歌ってる。だから、それと同じように、わたしの花力も大切なひとのために使いたい」

「は？　何言ってるの。あんた」

　レベッカは何が起こっているのか理解できず、わずかに怯おびえながら問うた。

　フィーネは質問には答えずに続ける。

「わたしに期待してくれるひとたちのために、わたしのことを応おう援えんしてくれているひとたちのために、わたしの大切な仲間たちのために……、それに……」

　そこでフィーネは言葉を止める。

　少しだけはにかみながら、言った。

「それに、何よりもわたしのことを信じて、この場に立たせてくれたタクトのために」

「何よ？　何なのよ、その花力は。こ、こけおどしならもう少しうまくやりなさいよね」

　レベッカが減らず口を叩たたこうとしていたが、すでにフィーネの花力に気け圧おされていて、その声は弱々しかった。

　対して、フィーネの声は徐じよ々じよに大きく、強くなっていく。

「わたしはみんなのために花力を使う。それで自分の夢も叶かなえる」

　そして、最大級の声量で宣言する。

「わたしは、世界一のフィオーラ、フィオーラ・パルフェになる。なってみせる！」

　瞬間、フィーネの身体を中心として、まばゆい桜色の光が会場を包み込んだ。

　誰もがまぶしさに目を閉じるが、それも一瞬。

　桜色の光は無数の花びらのように砕くだけ、ひらひらと会場中の宙を舞まい踊おどる。

　その花はな吹雪ふぶきの中心にはひとりのフィオーラが立っていた。

　戦花装に身を包まれた、フィーネである。ブルームアップできたのだ。

「だから、わたしは咲き誇る」

　背中の大きなリボンが特とく徴ちよう的な桜色の可愛かわいらしいドレス姿。

　裾すそのふわりと広がったスカートは、レベッカに比べれば、やや幼い感じに見える。だが、腰こしや足首や手首などにある金属的なパーツのおかげで、決して頼たよりなさそうではない。

　瑞みず々みずしい可愛らしさと、上品な華はなやかさを兼かね備えた、見事な戦花装だった。

　また、手に握にぎる花はな武ぶ具ぐも美しい。

　柄えから伸のびた二ふた股またに開く刀身のあいだに、もう一本、尖とがった刃はが刺ささった形状をしている。まるで桜の花びらから剣が生えているかのような立派な大剣だった。刃の部分だけでもフィーネの身長ほどの大きさがあり、さらに柄も刃と同じくらいの長さがあった。

　フィーネはその花武具を逆さか手てに持っていたため、丸い宝石の付いた石いし突づきがマイクのように見えた。

「すごく綺き麗れい」「あの戦花装、モチーフは桜かな？」

　観客たちがフィーネの戦花装姿に見とれ、うっとりした声を出す。フィーネの戦花装姿は、観客たちをすっかり魅み了りようしていた。

「……できた！　やったよ！　タクト、見て！　ブルームアップできたよ！」

　ブルームアップができたことを理解したフィーネは、喜びのあまり、くるくるとまわったり、裾をつまんだりしながら、ステージ脇わきのタクトへアピールする。

　タクトは緩ゆるみそうな頰ほおを必死に抑おさえ、マスターらしいことを告げる。

「フィーネ、よかったな。だけど今は試合中だ。レベッカから目を逸そらすな。攻こう撃げきにそなえておくんだ」

「あ、そうだったね」

　タクトの助言で、フィーネは表情を厳しくした。気を引き締しめてレベッカを見つめた。

　ところが、レベッカはフィーネの戦花装姿に目を白黒させていて、タクトが警けい戒かいしたようにすぐに攻撃してくるような気配はなかった。
















「まさか、そんな。本当にこの場でブルームアップするなんて……」

　信じられないものを見ている。そんな顔だった。

「だから言ったでしょ？　わたしはブルームアップするって」

「な、なによ！」

　フィーネの言葉に、レベッカがむっとする。

「ブルームアップできたくらいでなんなの？　それくらいのこと、あたしは三年前からやってるわ！　ブルームアップしたてのあんたなんて、こてんぱんにしてやるわよ！」

「それじゃあ、その言葉に甘えて胸を借りようかな。こっちからいくよ、レベッカ！」

　昂こう揚よう感いっぱいのフィーネは、その場で地面を蹴けった。

　重そうな大剣を持っているとは思えないほど軽々と、高く飛び上がる。

「せーのっ！」

　空中で大剣を振ふり上げると、落下しながら、レベッカに向けて思い切り振りおろす。

「ちょ!?　ま、待ちなさいよっ」

　レベッカはまだ動どう揺ようしているのか、動きに精せい彩さいを欠いた。

　普ふ段だんの彼女ならばやすやすと躱かわせただろうフィーネの緩かん慢まんな攻撃を、すれすれのところで回かい避ひする。

　ドゴッ！

　外れたフィーネの剣が競技盤に当たると、競技盤の表面が盛大に陥かん没ぼつした。

「な、なんて馬ば鹿か力ぢから!?」

　その痕あとを見て、冷や汗あせをかきつつ、レベッカは距きよ離りを開けるように後ろへ飛んだ。

「さすがに当たらないよね、こういう大振りは」

「あ、当たるわけないでしょう!?　あんたみたいな素人しろうとの攻撃！」

　フィーネのつぶやきに突っ込むと、レベッカは右手をフィーネの方に向けた。

　肩の少し上に、空中から生えるように存在するフェンリルの砲ほう口こうがフィーネを捉とらえる。

「バトルっていうのは、こうやるのよ！」

　ドドドドドドドド！

　フェンリルの口から黒い弾だん丸がんが連続で撃うち出され、フィーネに向かって降り注いだ。

「きゃあ！」

　咄とつ嗟さに剣を前に出して盾たて代わりにするが、何発かはフィーネの身体からだをかすめていく。

「フィーネ！　バリアを張れ。花力で防ぼう御ぎよすることをイメージするんだ！」

　焦あせるフィーネにタクトが叫さけんだ。

「バリア？　花力で防御……。わかった、やってみる！」

　フィーネは盾にしている剣を改めて構え、イメージをする。

「花力で防御、花力で防御……」

「無む駄だよ！　そんな付け焼き刃な防御であたしのフェンリルが防げるわけ……、え？」

　レベッカの表情が一瞬で強ばる。

　急に、フェンリルの弾丸が、フィーネの目の前で透とう明めいな壁かべに当たったように、べちゃりとひしゃげて消失するようになった。

　フィーネの剣、その刃の部分を中心に、桜色の光が球体状に拡がりフィーネを包んでいたのだ。

「花力のシールド!?　なんでそんな高等な技わざを素人のあんたが使えるのよ!?」

　レベッカが金切り声を上げる。

「わたしは、タクトに言われた通りにやっただけだよ」

「くそっ！　いちいちしゃくに障さわるっ！　だったら、これならどう！　あんたごときに避よけられるかしら!?」

　レベッカが再び腕うでを伸ばし、フィーネを指さす。

「かみ砕け、フェンリル！　狼ろう撃げき弾だん！」

　フェンリルの砲口が今までよりも少しだけ長く輝かがやくと、巨大な花力の塊かたまりが撃ち出される。

　その弾丸は飛ひ翔しようしながら形を変えていった。

　四本の足、鋭するどい牙きばをもった口、長い尾お。

　弾丸は狼おおかみのような獣けものに姿を変え、空中を疾しつ走そう。唸うなり声を上げながらフィーネへと突とつ進しんしてきた。

「狼!?　花力ってそんなこともできるの!?」

　フィーネは驚おどろきながらも、再び防御の姿勢を取る。

　ガチッ！　狼の巨きよ大だいな口がフィーネに襲おそいかかるが、その牙は球体状のバリアで止まった。

「え？」

　だが、狼が唸りながら顎あごに力を込めると、バリアがひしゃげ始める。

　牙がバリアを貫かん通つうし、バリッと割れる。バリアの破片を、狼は咀そ嚼しやくし、飲み込んでいく。

「バリアを、食べてるの？」

「あははははは。最近できるようになった花はな技わざよ。その狼はフィオーラの花力を喰くらい、自分の力にしながら攻撃を続けるわ。バリアなんて良い餌えさでしかないわ！」

　フィーネを覆おおうバリアは、狼に食われた部分を埋うめるように何度も何度も皮ひ膜まくを張る。しかし、狼もまた何度も何度もバリアを食べていく。

　しかも狼は身体をどんどん肥大化させていく。

「無駄よ！　そうやってバリアを張り続ければ、それだけ狼は大きくなる。あんたの花力が尽つきるまでずっとずっと成長するだけよ！」

「そんなっ……」

　さすがにフィーネの顔に怯えの色が走った。

　だが、今度もタクトが助言する。

「フィーネ、防御ができたんだから、次は攻撃だ！　バリアを解いて、花武具に花力をこめて、そいつを貫つらぬけ。今のおまえならできるはずだ！」

「あは。酷ひどいマスターね。バリアを解け？　そんなことをしたら、すぐに狼の牙が襲いかかるだけよ！　やれるもんならやってみなさいよ！」

　レベッカが挑ちよう発はつするように言った。

　フィーネはレベッカを見て、それからタクトを一いち瞥べつすると、にっと口元を斜ななめに持ち上げる。

　ふっと、バリアが消失した。

　もちろん狼はその隙すきを見み逃のがさない。顎を開きフィーネを喰らおうとする。

「わたしはタクトを信じてるから。だから……、絶対、できる！」

　宣言したフィーネの身体を、ぱくりと狼の口が包み込んだ。

　フィーネが食べられた。会場の誰だれしもがそう思ったに違ちがいない。

　しかし、フィーネが狼の口の中に消えた数秒後。

　狼の身体に、ぼこぼこと不自然な隆りゆう起きが連続して発生する。

　瞬またたく間に全身がふくれあがり、まん丸な風船のようになり、そして次の瞬しゆん間かん、狼の身体が音もなく破は裂れつした。

　その背中を破るように、フィーネが剣けんを突つき出しながら飛び出てきたのだ。

「な……、そんな」

　レベッカが驚きよう愕がくに目を見張り、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　そんなレベッカの前に、フィーネは狼を撃げき破はした勢いで着地する。

「どう？　レベッカ。できたよ？」

　ふうと息を吐はきつつ、フィーネはレベッカに話しかけた。

「でも、さすがレベッカ。密ひそかに特訓してるだけあって、すごい花技を持ってるね」

「は？　特訓？　い、いきなりなんの話よ」

「わたし、前に見たことがあるから。レベッカがこっそり特訓してるの」

「な……」

　レベッカの顔が真っ赤に染まる。

「み、見み間ま違ちがいよ！　あたしが特訓なんてするわけないでしょう!?」

「ううん。あれはレベッカだったから。わたし記き憶おく力は良い方だから」

「うるさい！　黙だまりなさい！」

　レベッカは両手を組んで、フィーネに向けて振りおろした。

　すると、肩かた口ぐちにあったフェンリルの砲身が連動して、フィーネに向かって落下。鈍どん器きのように襲いかかってくる。

　ギン！　フィーネはそれを剣の腹で受け止め、支える。

「くっ……、重っ……」

「あんたって女は、本当にいちいちむかつくのよ！」

　ギン、ガン、ゴンと、レベッカは何度も何度も砲身を振るい、フィーネを殴おう打だしようとする。

　しかし、フィーネはそれをすべて剣で受け止め、耐たえた。

「許さない許さない許さない許さない許さない許さない！　許さないっっっ！」

　一ひと際きわ甲かん高だかい音を立てた一いち撃げきで、レベッカの攻こう撃げきが止まった。

　はあはあと肩を激しく上下させるほど、息が切れていた。

「……レベッカ」

　フィーネは言う。

「わたしはあなたに感謝してるから。あなたが挑発してくれたおかげで、こうしてブルームアップできるようになったんだもん。……ありがとう」

「はあ？　あたしに礼？　あんた、バカじゃないの!?」

「そうかもね。……だけど、それはそれとして、いままでやられた分は、きっちりお返しするから。ちゃんと、落とし前はつけさせてもらうから！」

「どうやって！」

「もちろん、このバトルに勝つことよ！」

　フィーネはそこで、少しだけ力を緩ゆるめ、剣を引く。

　すると、剣に寄りかかるようにフェンリルを打ち付けていたレベッカの身体が前のめりになる。慌あわててレベッカは体勢を直そうとして、身体を引いた。そこに隙が生じる。

「え？　あ、しまっ……」

「せーの！」

　フィーネは思い切り剣をスイングし、隙だらけのレベッカに向けて真横に振ふるっていた。

　刃はの側面がレベッカの脇腹を捉え、そのまま全身を押し上げる。

「ちょ、ちょっと待……」

「いっけええええええええええええ！」

　ぶんと、フィーネは剣を斜め上に振り抜ぬいた。

「きゃ、きゃあああああああああああ」

　剣に押し出されたレベッカは空中を飛んだ。

　放物線を描えがき、競技盤を飛び越こえる。

　そして、最終的に競技盤の外部にドサリと落下した。

　会場内が一いつ斉せいに静まり返った。

　競技盤の上では、レベッカを飛ばし終えた直後の姿勢でフィーネが肩を上下させている。

『……じょ、場外！　勝者、フィーネ・セラサス！』

　審しん判ぱんが手を挙げて、大きな声で宣言した。

　刹せつ那な、割れんばかりの歓かん声せいと拍はく手しゆがホール内に巻き起こった。
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「フィーネ！」

　勝負が決まった瞬間、競技盤の上にいるフィーネのもとにタクトは駆かけ寄った。

「……タクト、わたし、勝った、の？」

　フィーネは放心しているように、静かに言った。

「大勝利だ。見事な勝ち方だったぞ」

「そっか」

　フィーネはつぶやく。

「わたし、レベッカに、勝ったんだ」

　嚙かみしめるように言う。

「ブルームアップできるようになって、バトルして、それでレベッカに、勝ったんだ」

　だんだん実感してきたのか、声に力がこもってくる。

　だからタクトももう一度言った。

「ああ、おまえの勝ちだ。フィーネ」

「タクト！」

　フィーネは剣を手放すと、いきなりタクトに抱だきついてきた。

「あ、おい、フィーネ!?」

「ありがとう。全部タクトのおかげよ！」

「違うだろ。おまえが頑がん張ばったからだろ？」

「ううん。違うよ。タクトがフィオーラマスターになってくれなかったら、今のこの瞬間はなかったもん」

　ぎゅっと、フィーネが力をこめてくる。

　戦花装越しに、戦せん闘とうで火ほ照てったフィーネの体温と、その柔やわらかさを感じ、タクトはこそばゆくなる。

「それに、白はく銀ぎんの剣けん花かさんにも会えたし……」

　と、その名を口にした瞬間、フィーネはがばっと身体からだを離はなした。

「そうだ、白銀の剣花さん！　ねえ、タクト。あのタイミングで白銀の剣花さんが出てきてくれるなんて、すごい偶ぐう然ぜんだと思ったけど……、もしかして、あれってまさか……」

「……なんだ？」

　平静を装よそおい、尋たずねる。

　まさか、ばれたのだろうか。

「タクト、白銀の剣花さんの知り合いなの？」

　どうやら杞き憂ゆうだったらしい。

　タクトはひそかに安あん堵どしつつ答える。

「……まあ、少しだけツテがあったんだよ」
















「なによぉ！　だったら早く言ってくれれば良いのにっ！　タクトのいけずっ！」

　フィーネはぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。

「いや、こっちにも色々と事情があって、って、フィーネ？」

　そこでフィーネが、一度離した身体を再びタクトに密着させてきた。

　今度は妙みように重い。全体重を預けてきているようだ。

「おい、フィーネ、どうしたんだ？」

「……ごめん。しばらく、こうさせてタク……ト……」

　と、フィーネの身体がさらに重くなった。

　とたんに戦花装が解け、フィーネは制服姿に戻もどる。

「……すぴ～……」

　寝ね息いきが聞こえてくる。フィーネは抱きついたまま眠ねむってしまったようだった。

「そういえば、初めてのブルームアップはものすごく疲つかれるって話だったな」

　すぴーすぴーと規則的な寝息を立てるフィーネを支えながら、タクトは苦く笑しようした。

「ちょっと何してるのよ、見習いくん！……ってあれ、フィーネ寝てるの？」

　しばらくすると、観客席で試合を見ていたらしいレナが駆け寄ってきた。

「もうしょうがないなぁ。いいわよ見習いくん。フィーネは私が運ぶわ」

「頼たのんでいいのか？」

「寝てるフィーネに変なこと……、するような人じゃないのはわかってきたから、別にそのままでもいいんだけど、私なら花力を使えば軽く持てるもの」

　レナにフィーネを預けると、タクトはきょろきょろと辺りを見回す。

「どうしたの？　見習いくん」

「いや、レベッカの姿がないなと思って」

「あら？　そういえばそうね。まあ、負けたあとって誰にも逢あいたくないらしいわよ。私は負けたことがないからよく知らないけど……」

「そういうものか。……だけど、あいつも俺の目の前にいるフィオーラなんだよな」

　タクトは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「それより、フィーネのブルームアップ祝いをしなきゃいけないわね。ついでに、白銀の剣花がなんで現れたのかとか、何を話したのかとかも聞かなきゃいけないし！」

　レナが声のトーンを変え、後半の方が明らかにメインのように言って微笑ほほえんだ。
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「……フィーネ・セラサス。絶対に、許さない」

　ブルームアップを解いたレベッカは、ひとり静かに会場を後にしていた。

　人目に触ふれたくなかった彼女は、人ひと気けのない薄うす暗ぐらい道を選んで歩いている。

「こうなったら……、もう……、これを使ってやるわ……」

　制服のポケットを探さぐり、黒く細長い小こ瓶びんを取り出した。

「……見てなさい、フィーネ。絶対に学園から追い出してやるんだから」

　その顔はまるで何かに取り憑つかれたような、ひどい形相だった。
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　小鳥のさえずりで、タクトは目覚めた。

「ん……、ここは……、事務所か」

　そこはラストリースの事務所だった。タクトは応接セットのソファで寝ていたらしかった。

　窓から差し込む光から早朝だとわかる。

　室内には飲食物の匂においが充じゆう満まんし、応接テーブルにも、食しよく卓たくの上にも食べ残した料理の皿や飲みかけのジュースが入ったコップが並べられている。

　向かい側のソファでは、エルザが横になっていた。

　タクトは昨夜ゆうべのことを思い出した。

　花はな試し合あいのあと、事務所でささやかなパーティを開かい催さいしたのだ。

「そういえば、俺もフィーネのブルームアップの特訓を考えたりするので徹てつ夜や続きだったから、パーティの途と中ちゆうで寝ちゃったんだっけか……」

　ぱっと見、フィーネの姿は見あたらない。

　帰ったのだろう。タクトはそう思う。

　応接テーブルの上には、「片付けは明日あしたみんなで」と、レナの書き置きがあった。

「登校までにはまだけっこうあるな。……とりあえず顔を洗うか」

　時刻を確認したタクトはあくびをしながら、ユニットバスへ向かった。

　扉とびらを開け、洗面台へ向かったとき、不意にちゃぽんと、水の音を聞いた。

　タクトは、はっとなった。

　一いつ瞬しゆんで寝ぼけた脳を覚かく醒せいさせつつ、室内を見回す。

　ユニットバスはひとつの部屋の中に洗面台と湯船がある造りになっている。

　湯船がカーテンで遮さえぎられていた。

　つまり、誰だれかが入浴中ということだった。

「わ、悪い！」

　風ふ呂ろにいるのが誰かはわからないが、謝ってタクトはユニットバスから出ようとした。

「タクトなの？」

　カーテンの向こう側から声が響ひびき、タクトは足を止めた。

「フィーネか？　悪い。まさか入ってるとは思わなかった。すぐに出るから」

「ちょ、ちょっと待って。行かないで」

　出て行こうとしたタクトをフィーネが引き留めた。

「なんだ？　どうかしたのか？」

　正直、すぐに出るべきだと思ったが、呼び止められれば立ち去るわけにもいかない。

「……あのね、タクト」

　ユニットバスに、フィーネの声が反はん響きようする。

「……その……、白銀の剣花さんとタクトって、どういう関係なの？」

　タクトはしばらく考えてから答えた。

「古い知り合いだよ。だけど、できれば内ない緒しよにしておいてくれると助かる」

「そ、そっか。わかった」

「フィーネもできるだけ知らんぷりをしておけよ。白銀の剣花は指名手配犯だ。知り合いだと思われると色々面めん倒どうだからな」

「うん。わかってる。とくにレナちゃんには内緒にしないとね」

「それは絶対だな」

　そこで、会話が止まった。

「じゃあ、そろそろ行くぞ」

「あ、あのね、タクト！　その……」

　出て行こうとしたタクトを、またもフィーネの声が呼び止めた。

「どうしたんだ？」

「……その……、これからも、わたしのマスターを続けて……、くれる？」

「へ？　なんでだ？　俺はやめるなんて言ってないだろ？」

「だってほら、今回は成り行きみたいな感じだったでしょ？　本当はタクトは違ちがう事務所に入りたかったんじゃないのかなって思って」

「なんだ、そんなことか」

　タクトはふうとため息をつく。それから努めて優やさしい声を出した。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺は卒業するまでここにいる。このラストリースで俺は世界最高のフィオーラマスターを目指すって決めたんだ。それに、おまえをフィオーラ・パルフェにするって約束が残ってるだろ？」

「え？　それも約束に入ってたの？」

「あたりまえだろ。なんだ？　それとも本気じゃなかったのか」

　タクトは少し茶化して言った。

　すると水音が響き、フィーネが身を乗り出した気配を感じた。

「ほ、本気だもん！　そう言うタクトの方こそ、ちゃんと世界最高のフィオーラマスターになってよね！　それでわたしがフィオーラ・パルフェになるのを手伝ってくれないと、耳元で歌っちゃうんだから！　今度はブルームアップするから！　花か力りよく全開だから！」

「……それはさすがに勘かん弁べんしてほしいな。じゃあ、今度こそ本当に出るぞ」

「あ、う、うん。それじゃ、またあとでね」

　フィーネの声を背に、タクトはユニットバスの扉に手を掛かけた。

「あー、昨夜はチョコを食べすぎたなあ。歯ぁ磨みがかないと……」

　そこへ、のんきにあくびをしながら、エルザがバスルームに入ってきた。

「え？　わ、わわ」

　驚おどろいたタクトは、バランスを崩くずし、足が滑すべる。

「うわっ」「きゃあっ」

　バタン、ザブーン！　悲鳴と騒そう音おん、続く水音。

　タクトはカーテンごと湯の中に落下してしまった。

「た、タクト？」

「悪い、フィーネ、あっ」

　慌あわてて身を起こし、フィーネに謝罪する。

　だが、当然、風呂に入っているフィーネは全ぜん裸らである。

　今にも密着しそうな湯船の中、タクトの目に、フィーネの柔やわ肌はだが飛び込んできた。

　形の良い柔らかそうな胸や、滑なめらかなお腹なかが。

「あ、あ……っ」

　フィーネの首が、耳が、頰ほおが瞬またたく間に赤く染まっていく。

「タクトの、タクトの……」

　そして学園一、二を争う歌の名手が、叫さけんだ。まさしく全力で。

「タクトのえっち！！！！！！！！！」

　それはかなりの破は壊かい力を伴ともなう一いち撃げきだった。

「悪い、本当にごめん！」

　タクトはフィーネの声量にくらくらしながら、慌てて浴よく槽そうから上がる。

　そんな様子を、冷静に見ていたエルザが言う。

「……フィオーラとマスターが仲が良いのはかまわんが……、さすがに事務所の中でっていうのはどうかと思うな。まあ、私は天才花か学がく者であると同時に教育者でもあるが、案外こういうことには心が広い。おおいにやるといい。ただしばれないようにな」

　エルザは頭をぽりぽりかきながら、ユニットバスから出て行った。

　ただ、出で際ぎわに振ふり返って言う。

「そうだ。エンゲイジ。おまえに事務所のことで色々と話がある。込み入ったことになるから、午前中の授業をサボってくれ。モモ先生には私から言っておくから」
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　頰を膨ふくらませて怒おこったフィーネが登校のために出て行くと、事務所はタクトとエルザのふたりきりになった。応接セットのソファで対面して腰こしを下ろす。

「わざわざ授業を休ませてまでする事務所の話ってなんなんだ？」

　タクトはまだ乾かわききらない制服に不快感を覚えつつ、訊たずねた。

「決まっているだろう、有名人。おまえ、よりにもよって花試合の最中に、白はく銀ぎんの剣けん花かとして乱入したらしいじゃないか」

　エルザは無表情に言った。その瞳ひとみは冷たく、鋭するどい。

「パーティの最中はレナが騒さわがしかったし、昨夜から学内外問わず、白銀の剣花の話題でもちきりだ。幸い、レオルのジャミング機能で、静止画も動画もまともに撮とれているものはないようだがな。花はな園ぞの委い員いん会かいも動き始めてるかもしれないぞ」

　ため息をつきつつ、ポケットからシガレットチョコを取りだして、かじる。

　エルザは見るからに苛いら立だっている様子だった。

　一本をぺろりと平らげてから、改めて聞いてくる。

「わかっているのか？　もしもおまえが捕つかまれば私も捕とらえられる。それだけではない。昨日の花試合では、フィーネに話しかけていたのは明らかだ。フィーネも、この事務所も、白銀の剣花と関係有りだと思われるんだぞ。なんでこんな軽率なことをしたんだ」

「フィーネをブルームアップさせるために、どうしても必要だったんだ」

「ブルームアップさせるため？　関連がよくわからないな。説明しろ」

　フィーネが自分の花力を自己暗示によって封ふう印いんしていたこと、幼い頃ころに白銀の剣花と面識があったこと。フィオーラ活動で封印は弱まったが、あと一歩が解けなかったこと。だから最後の一押しには同じフィオーラとしての立場からのコメントが必要だと思ったこと。

　タクトは素す直なおにすべてを話した。

「ふむ。そういう理由か。……幼い頃からの憧あこがれの存在だからこそ届く言葉、か」

　タクトが話し終えると、エルザはため息にも似たつぶやきを発した。

　それからタクトをまじまじと見る。

「そういうことならレオルを活用したということは悪くない。持てる力のすべてを発揮した人間だけが勝利者になり得るからな。知ち恵えも力も道具も、どんどん使うべきだ」

　エルザの口調は、指導教官のそれだった。

「だがそれでも、あの場で白銀の剣花の姿をさらす必要性は本当にあったのか？　本当に最善の策だったのか？　他ほかにもやり方がありそうなものだが」

「わからない。だけど、俺にはそれしか思い付かなかったんだよ」

　タクトはうなだれ、そしてさらなる𠮟しつ責せきがくるかと身構えた。

「……まあ、とはいえ、本当にあのフィーネを一週間でブルームアップさせたんだ。方法はどうあれ、結果は評価に値あたいする。やはりセリカが見込んだだけのことはあるようだな」

　エルザの瞳からは、最初の剣けん吞のんさは消えていた。

　それでタクトは少しだけほっとし、肩かたの力を抜ぬいた。

　だが、次の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、再び身体からだが強こわばる。

「フィーネは桜おう花かの家いえの出身らしいからな。なにかブルームアップできないような細工が施ほどこされているのかと思って心配していたが、結局は自分自身の問題だったということか」

「先生、それどういう意味だ？　桜花の家って、何かヤバイ施し設せつなのか？」

「知らないのか？　桜花の家は悪名高い実験施設だ」

「実験、施設？」

　タクトはその響きに、いいようのない戦せん慄りつを覚える。

「表では児童養護施設を装よそおっていたが、実態は花力の高い子供たちを集めて、様々な実験をしていたという話だ。真っ当なデータ収集から、それこそ非人道的なものまでな」

「非人道的って……、例えば、どんなことを？」

「そうだな。……花か芯しん暴ぼう走そうの人じん為い的コントロールを目指していたという噂うわさを聞いたな」

「花芯暴走……、まさか、そんな」

「四年前の霞かすみ草そう事件を知っているか？　あれも、桜花の家が関係しているという話だ」

「知ってるもなにもあれは俺が解決したんだ」

「ほう。そうなのか。それは是ぜ非ひとも詳くわしく聞きたいところだな」

「先生、見習いくん？　私の耳がたしかなら、今、霞草事件とか聞こえたんだけど」

　突然の第三者の声にタクトとエルザは、一いつ瞬しゆん目を見合わせてから、振り返った。

　いつの間にやらドアの前にレナが立っている。

「……レナ。いつからいたんだ？」

　タクトはできるだけ平静を装って訊ねる。

「今来たところよ。いつも通り事務所登校という名のサボりっていうか、今日はパーティの片付けに来たんだけど……。それより、霞草事件がどうかしたの？　そういう話なら私も交ぜてくれなきゃ」

　わくわくした様子を隠かくさず、レナがとたとたと近寄って来た。

「あ、いや。霞草事件ってどんな事件だったっけって話になったんだ……、が」

　思わず話題を続けるような返答をしてしまい、タクトは心の中で盛大な舌打ちをした。

「霞草事件を知らないの？　仕方がないわね。お姉さんが特別に教えてあげるわ」

　レナは妙みように良い顔をして語り出す。

「霞草事件はね、四年前に、ある地方で突とつ然ぜん巨きよ大だいな怪かい物ぶつが現れたっていう事件よ。その怪物が、花芯暴走したフィオーラだったんじゃないかって言われてるの」

　えへんと、なぜか腰に手を当て、ドヤ顔をするレナだった。

「花芯暴走か。……何らかの理由で花力の制せい御ぎよができなくなったフィオーラが、戦せん花か装そうごと怪物化してしまう現象のことだな……」

　エルザが補足するように言って、ふむと頷うなずく。

「確かに、ずっと昔には、フィオーラが怪物化し、敵味方関係なく甚じん大だいな被ひ害がいを出したという記録がある。だが、それ故ゆえに研究が続けられ、遺伝子レベルでの因子根絶が進み、戦後には花芯暴走の公式な記録は一いつ切さいない。もちろん霞草事件の記録もな……」

　先ほど霞草事件のことを口にした張本人が、今度は否定の言を発した。

「だけど先生。世界中のすべてが記録されてるわけじゃないわ。それに、その因子を持ったひとが突とつ然ぜん変へん異いで生まれてくることだってあるわよね？」

「まあな。可能性は零ゼロではない。だが、後天的な変異に対する治ち療りよう方法も確立されている。その上、花芯暴走自体が偶ぐう然ぜんに偶然が重なったような状じよう況きようでのみ起こる、極めて稀まれな現象だ。極めて稀な人間が、極めて稀な状況に陥おちいる可能性は……、限りなく零だよ」

「でも……、零じゃないなら、花芯暴走も現実に起こりうる現象でしょ！　だって白銀の剣花も実在したのよ？……もう今日は帰る！　先生の意地悪！　べー、だ」

　論破されたレナは、子供のような捨て台詞ぜりふを残して事務所から出て行った。

　レナの気配が消え去ってから、エルザが小さくため息をつく。

「どうやらごまかせたようだな。この手の話題はできるだけ避さけた方が賢けん明めいだな」

　タクトは無言で首しゆ肯こうする。

「話を戻もどそう。……とにかく、フィーネは無事にブルームアップできたんだ。出身が桜花の家であったとしても、何も問題はないだろう？　それに……」

　エルザは視線をタクトのタブレットに向けた。

「もしも、フィーネに何かが起こったとしても、そのときはおまえが守ればいいだけだ。そのための力がおまえにはあるんだからな。……もっとも、今回みたいなのは遠えん慮りよ願いたい。心臓がいくつあっても足りないからな」

「……そうだな」

　タクトはそれで、決意を新たにする。

「俺がフィーネを守る。俺は、フィーネのフィオーラマスターだからな」

　エルザがそんなタクトを見つめて、少しだけ微笑ほほえんだ。

　それから颯さつ爽そうと立ち上がる。

「それじゃあ私は授業があるから、そろそろ校舎に戻るよ。……ここの片付けをよろしく頼たのむぞ、エンゲイジ。レナは帰ってしまったから、ひとりで頑がん張ばれよ」

「え？　まじかよ？　あ、ちょっと、先生!?」

　白衣を翻ひるがえし、エルザはそそくさと事務所を去る。

　ひとりになったタクトは室内を改めて見回した。

　かなり散らかっていて、小一時間程度の片付けでは終わりそうもない。

　タクトは深いため息をつき、それから掃そう除じを開始した。




　懸けん命めいに手を動かし、ようやく終わりが見えたころ、タブレットにフィーネからメールが届いていることに気づいた。

『レベッカから果たし状をもらいました。場所は最さい果はての森もりです。なんとか話し合いで解決するつもりです。だから、心配しないで待っててください』

　受信したのは一時間近く前だった。

　背筋になんともいえない嫌いやな予感が走り、タクトはすぐに事務所を飛び出していた。

　周囲を見回し、誰だれもいないことを確認しながら、ポケットからタブレットを取り出す。

　何度も練習を重ねた指運びで表面をなぞる。

　タブレットの中央の画面では妖よう精せいが目を閉じ、手を合わせ、祈いのりを捧ささげていた。

「レオル、行くぞ！　咲着ブルームアツプだ！」

　タクトは唱えながら、最果ての森の方向へと走った。

　一歩進む毎に身体が軽くなるのを感じた。歩ほ幅はばが増し、やがて地面を蹴ける感覚がなくなる。周囲の風景が加速しながら後ろへ流れていく。

　タクトは宙を飛んでいた。地面すれすれをほとんど水平の体勢で飛ひ翔しようしている。

　同時に脚あし、手、腰、腹、胸、肩と、白銀色の光が包み込み、そこに戦花装が具現化されることを実感する。フィーネやレベッカたちのような女性的な衣装とは違ちがう、質しつ実じつ剛ごう健けん、戦せん闘とうに特化した鎧よろいのような戦花装だ。

　背中には羽のような十二枚の板が並び、マントのように広がっている。

　やがて、光が顔の周りを覆おおい、視界に見慣れた半はん透とう明めいの樹じゆ脂し板が下り、ブルームアップが完かん了りようした。

　戦時中、花力研究の末に生み出された兵器、外がい装そう型がた戦せん花か装そう。

　それがタクトのタブレットの正体だ。

　その名を、花─flower─を倒たおす者、レオル─rewolf─という。

　倒レ花オ者ルはひと言でいって、人工的な花力発生装置だ。レオルが花力を発生させ、使用者にフィオーラと同等の力をもたらすのである。

　ただし、誰もが簡単に使えるわけではない。

　レオルの力を使うためには、タブレットを介かいして、レオルに歌を覚えさせ、歌わせる作業をこなさなくてはならない。

　専用のツールで、音階や音色、音の長さなどを徹てつ底てい的に調整し、人間に近い歌を歌わせられるほど、そして多くの曲を覚えさせるほど、より大きな力を扱あつかえるようになる。

　だが、そのためにはかなりの経験とコツ、そしてセンスが必要となる。

　よほどの天才でない限り、ブルームアップするだけでも、十年は訓練が必要だった。

　そのため兵器としては汎はん用よう性に乏とぼしく、白はく銀ぎんの剣けん花か以外の成功例は存在していない。

　タクトの師であるセリカは天才だったが、タクトは天才ではなかった。

　だが、セリカから高度な英才教育を受けた上、十二年前に受け継ついでからというもの、レオルに触ふれなかった日は一日たりともない。

　それゆえにタクトはレオルの力を十分以上に発揮でき、世界で唯ゆい一いつの男性のフィオーラとして存在できるのである。

「無事でいろよ、フィーネ」

　変身を終えたタクトは、花力を惜おしむことなく超ちよう高こう速そくで最果ての森へと飛翔する。
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「はあ、はあ、はあ……」

　フィーネは肩を激しく上下させながら、森の広場でレベッカと対たい峙じしていた。

　彼ひ我がの距きよ離りは広い。だが、フィオーラならば一足飛びで詰つめられる程度だった。

　フィーネの戦花装はところどころ破れ、破損し、むき出しの手足には傷や打ち身が見えている。対するレベッカはほとんど無傷だった。フィーネは攻こう撃げきを加えていないのだ。

「レベッカ、もうやめようよ！　フィオーラ同士の私し闘とうは禁止だよ!?」

「うるさい！　あたしはあんたを倒すって決めた。だから倒すまではやめないわ！」

「なんで、そこまでわたしにからむの？　わたし、何かしたの？」

「あたしはあんたが許せないだけよ！　努力してコツを覚えて強くなったあたしはどんどん妬ねたまれて、薬をやっただのなんだのと悪い噂が立って、事務所からも干されてるのに、どうしてブルームアップもできなかったポンコツのあんたはちやほやされてるのよ！」

　レベッカは一気に吐はき出した。

「だから、あたしはあんたを倒さないと気が済まないの！」

　肩かたに載のせたフェンリルから、数え切れないほどの弾だん丸がんが放たれた。

「くうっ！」

　黒い弾丸は一部がフィーネに直撃し、一部は森の地面をえぐって緑の上に茶色をばらまいた。

　ふたりが戦いを始めて、すでに一時間近く経たっている。精神的にも肉体的にも疲ひ労ろうがたまってきている。そのため、フィーネの花力バリアも完かん璧ぺきではなくなってきていた。

「まだ倒れないの……？　なんなの、あんた。なりたてのスプラウトが、どうして学園七位のあたしの攻撃で倒れないのよ！」

　レベッカは確実に苛いら立だっていた。

　だが、フィーネは優やさしい口調で話しかける。

「ねえ、レベッカ」

「何よ？」

「もし、この戦いでわたしが勝ったら、……友達になろうよ」

「はあ？」

　レベッカは眉み間けんにしわを寄せる。

「何言ってんの、あんた。バカじゃないの？　あたしとあんたが友達？　あり得ない。ばかばかしい。へそで茶を沸わかすっていうのはこういうことを言うのね。一度勝ったくらいで調子に乗るんじゃないわよ。あんなのまぐれよ、まぐれ！」

　一気にそこまで言って、レベッカは少しだけ声の調子を弱めた。

「……だけど、なんでそんなこと言うのよ。一応理由を聞いてあげるわ」

「はっきりした理由なんてないよ。ただ、わたしはあなたの歌が好きだし、レッスンで一いつ緒しよになるたびに、色々と学ぶことがあったから。……それに、バトルも強いし、努力家だし。えっと、うまく言えないけど、友達になれば、楽しいんじゃないかと思ったの」

　フィーネの言葉に、レベッカは面おも白しろくなさそうに、ふんと鼻を鳴らした。

「何よそれ。おだてて油断させようって気かしら？」

「違うよ。本心だから」

　レベッカはじっとフィーネを見つめた。やがて呆あきれたようにため息をつく。

「……ふん。いいわよ。友達でも何でもなってあげるわ。ただし、これを使ったあたしに勝てたらだけどね」

　と、レベッカが右手に何かを握にぎった。手の平サイズの、黒く細長い小こ瓶びんだ。

「レベッカ？　なにそれ？……薬？」

「あはははは。知らない？　解かい放ほうの棘とげっていう、やばーいお薬。一度だけ試してみたけど、花力がすごく増えるのよ。これでパワーアップして、むかつくあんたを殺してあげる」

　にいっと思い切り口元を歪ゆがめて嗤わらい、レベッカは黒い小瓶の頭部をポキリと折った。

　そして、おもむろにそれを自分の首筋に突つき立てた。

「レベッカ、ドーピングなんてだめだから！」

「あはははは！　これであたしは強くなる！　それであんたを叩たたきつぶ……」

　瞬しゆん間かん、レベッカの目が見開かれた。全身が硬こう直ちよくする。

「レベッカ？」

「な、何、これ。前と違う！　あたしの花力が、花力があああああああああああ」

　悲鳴を上げると同時に、顎あごが垂れ下がり口があんぐりと拡がる。

　瞳ひとみがぐるぐると揺ゆれ、声にならない音がレベッカの喉のどの奥から漏もれ出した。

　呆ぼう然ぜんとするフィーネの前で、悲鳴のような絶ぜつ叫きようのような何とも言えない不気味な音とともに、喉の奥から、黒い花力が噴ふん水すいのように噴ふき出した。

　それはつきることのない布のように、レベッカの身体からだを包み込んでいく。

　ぐるんぐるんと幾いく重えにも絡からみ、覆い、膨ふくらんでいく。

　フィーネは目の前の光景に目を奪うばわれ、動けない。

　レベッカは黒い花力に包まれ、巨きよ大だいな繭まゆ玉だまのようになって、フィーネの傍そばに浮うきながら、体積を膨ぼう張ちようさせていく。

　やがて直径十メートル程度に膨れあがったところで、繭玉の成長が止まる。

　すると、今度はその表面に亀き裂れつが入った。

　黒い繭玉に、紫むらさき色いろのヒビが浮かび、そこから何かが飛び出てくる。

　銀色をした鋭えい利りな物体。まるで、獣けものの爪つめ。

　ぴしりぴしりと、亀裂が拡がっていき、同時に銀色の爪につながる部分が露ろ出しゆつした。

　それは、どす黒い紫色に染まった猛もう獣じゆうの前脚だった。

「な、なに、これ……」

　フィーネはその場にへたり込んでしまった。腰こしが抜ぬけたのかうまく動けない。

『ぐるぁぁぁあああああ！』

　大気を震ふるわせる凄せい絶ぜつな咆ほう哮こうを響ひびかせ、そいつは繭玉をぶち破って出てきた。

　この世に現れた全身は、植物が寄り集まってできたような、全身が濃こい紫色の体毛で覆われた、巨大な獣だった。

　その脚は、無数の木々を集めてねじったようだ。その一本一本も巨木の幹のように太い。先せん端たんに備わった銀色に輝かがやく爪は人間の倍の大きさがあった。

　体高は三階建ての建物に匹ひつ敵てきする。

　頭部は五枚の花弁から成るラッパ形の花のような形をしていて、その中に、つるりとした瞳のない顔が収まっている。なんとも不気味な様相だ。

　口の中には、人の身長ほどもある無数の鋭利な牙きばが見え隠かくれしていて、それを伝って粘ねばっこい液体がぽたりぽたりと地面に落下していた。

　ぐるぐると喉を鳴らす音が、周囲の地面を震わせている。

「なに、この植物でできた狼おおかみみたいな怪かい物ぶつ……。もしかして、噂うわさに聞く花芯暴走なの？」

　フィーネが独り言のようにつぶやいた瞬間。

『ぐるぁぁぁぁぁ！』

　植物の狼フエンリルは、大きく遠とお吠ぼえをした。

　獣を中心にして、同心円状に波動が拡がる。

　周囲の空気すべてを震しん動どうさせるような、禍まが々まがしく重いハウリングだった。

「きゃあっ！」

　フィーネはうねりとなって襲おそいかかる空気を、腕うでを上げて防いだ。

　ようやく収まったところで、顔を上げると、植物の狼フエンリルのつるんとした頭部がフィーネを見下ろしていた。

「まさかこの獣、レベッカなの？　ねえ、レベッカ？　そうなの？」

　フィーネが問うが、獣は答えない。

　代わりに、獣は身体を揺らした。

　全身を構成する木々が擦こすれ合い、まるで強風に吹ふかれた森のような音がする。

『ぐるぁぁぁ！』

　唸うなり声を発した。

　ひゅんっと風を切り裂さく音とともに、植物の狼フエンリルが前まえ脚あしで宙を薙ないだ。

　フィーネは咄とつ嗟さに立ち上がり直撃は避さけたものの、風圧で飛ばされる。

「くうっ！」

　そのまま、たたき付けられるように地面に落下した。

　直前までの戦いでダメージが蓄ちく積せきしていたフィーネは、その一いち撃げきで意識を失い、戦花装が解けてしまった。

　巨大な怪物となったレベッカが身体を揺らして、倒たおれたフィーネへと近づいていく。
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　タクトは最さい果はての森もりに、どす黒く、不ふ吉きつな花力が発生したことを感じ取っていた。

　そして、森の中にいる巨大な獣の姿を見て理解する。

「くそ！　花芯暴走かっ!?」

　怪物は、タクトがフィーネと出で逢あったあの広場にいた。

　広場の上空についたタクトは、制服姿で倒れるフィーネを見つける。

　そんなフィーネを、巨大な化け物が狙ねらっていた。

　獣は今まさに爪の付いた脚を振ふり上げ、フィーネをつぶさんとしているようだった。

「フィーネ!!」

　タクトはレオルの花力を高めて加速し、倒れているフィーネへとまっすぐ飛ひ翔しよう。

『ぐるるぅ』

　植物の狼フエンリルがタクトに気づくが、構わない。

　掬すくい上げるようにフィーネの身体を抱だき上げると、さらに速度を増し、森の中へと入った。安全そうな木こ陰かげを見つけてフィーネを横たえると、すぐに怪物の許もとに戻もどる。

　植物の狼フエンリルの鼻先に浮きながら、タクトは怪物と向き合う。

『ぐるるぅ』

　獲物フイーネを奪われ、不ふ機き嫌げんになった獣が、誰だれだおまえはと言うように唸った。

　怪物を取り巻く花力の色、そして狼という形態からタクトは気づく。

「……レベッカ……、おまえなのか」

『ぐるぅ』

　そうだと言っているのか、違ちがうと言っているのか。あるいはどちらでもないのか。

　獣は小さく唸っただけだった。

　タクトは無言で、右手に花力を集中させ、幅はば広ひろの剣けんを手の中に具現化した。

　鎧よろいと同じように白銀色をした立派な剣だ。

　植物の狼フエンリルは、突とつ然ぜん現れ、剣を握ったタクトに、わずかに怯ひるんでいるように見える。

　頭部を低く沈しずめ、ぐるるるるると喉を鳴らして身構えている。

　タクトはそんな獣に剣を突き付けて言った。

「ここから先は俺が相手だ、レベッカ。すぐに助けてやるからな」

　植物の狼フエンリルはタクトの言葉が終わるや否いなや、深く身を沈める。

『ぐるぁぁぁ！』

　咆哮し、大地を揺り動かすほどのパワーで地面を蹴ける。

　両脚と顔を突き出し、タクトに向かって飛びかかってきた。

　タクトは、それを僅わずかな動きで躱かわす。

　攻こう撃げきを外した植物の狼フエンリルは着地と同時に地面を滑すべる。滑かつ走そうは広場を越こえ森へ入る。それで、何本もの木が、まるで枯かれ枝のようにぼきぼきと折れた。

　そのまま四し肢しで踏ふん張りながら器用に身体を反転させると、怪物は再びタクトをめがけて、突とつ進しんしてきた。

『ぐるぁ！』

　今度はタクトに嚙かみつこうとしているらしい。

　粘ねん液えきをまき散らしながら頭部の花弁を開き、不気味な口を露出させる。

　びっしりと並んだ歯がむき出しになり、タクトに迫せまる。

　だが、タクトはその攻撃もまた、するりと避よける。

　空中に、ガチンと獣の歯と歯がぶつかる音が響いた。

『ぐるるるるぅ』

　植物の狼フエンリルは落下し、ずうんと大きな音を立てながら着地する。

　速すみやかに体勢を整えるが、今度は戻ってこなかった。

　身体を低く沈め、ぐるぐると喉を鳴らしながらタクトの様子を窺うかがっているようだった。

　植物の狼フエンリルの攻撃は、決して愚ぐ鈍どんではない。

　タクトに当たらない理由は、単純にタクトの力が圧あつ倒とう的てきに上回っているからだった。

　タクトが扱あつかうレオルは、レナが話していたように、フィオリンク内で平均百万回再生されるほど、完かん璧ぺきな歌うた姫ひめとして認知されている。

　つまり、タクトはレオルをそれだけうまく調整できているということであり、それは同時に、タクトがレオルの力をかなり引き出せることを示していた。

　花力だけでいえば、おそらくはフィオーラランキングの上位三名にもひけを取らない力を持っている。

『ぐるぁぁぁぁぁぁぁ！』

　植物の狼フエンリルが、三み度たび、大地を蹴って襲いかかってくる。

　高く跳ちよう躍やくし、牙と爪を剝むき出しにしてタクトに覆おおい被かぶさる。だが。

「咲さけ！　円えん環かん月げつ花か！」

『ぐるっ？』

　タクトが左ひだり腕うでを伸のばしている。

　その前方の空中で、狼の巨体が、そこに壁かべがあるかのように止まっていた。

「悪いが、おまえの攻撃は俺には通用しない」

　タクトのかざす左手の前に、花力で作った円形の薄うすい板があり、それで狼は押さえられ、空中に固定されているのだ。

『ぐるぁぁ！　ぐるぅ！　ぐるあぁぁぁ！』

　植物の狼フエンリルが悲鳴にも似た甲かん高だかい咆哮をあげた。

　タクトは片手で、狼の巨体をさらに上空へと押し上げながら飛んだ。

「せいっ！」

　かなり高い位置まで来たところで、タクトは地面にたたきつけるように、狼の身体を放り投げた。

　狼の巨体は一気に落下。

『ぎゃあぅ』

　ズウンという低い音が響く。広場が陥かん没ぼつし、巨大なクレーターを作った。

　衝しよう撃げきはかなり大きい。背中をしたたかに打った狼はその場でしばらくもがいていた。

　タクトはもがく狼に向かって降下しながら、対処の方法を考える。

　花芯暴走したフィオーラを倒すための方法はふたつある。

　四年前の霞草事件を思い出した。

　あのとき、タクトは初めて花芯暴走をしたフィオーラと戦った。そして戦いながら、レオルのデータベースにアクセスし、花芯暴走のことやその対処方法を知った。

　対処方法のひとつは、暴走したフィオーラの花力がつきるまで攻撃を続けることだった。

　フィオーラの花力は有限だ。そして花芯暴走は花力を垂れ流している状態。攻撃を加えれば再生のために花力を使うし、もっといえば、待ってさえいればいつか自じ滅めつする。

　だが、この方法では元のフィオーラの花力を根こそぎ消費する。そうすると、怪物化が解けたあとのフィオーラはほとんどの場合、命を失ってしまう。

「倒すのは簡単だ。だが、俺は出逢ったフィオーラにはみんな咲き誇ほこってほしいと願っている。もちろん、レベッカだってそのひとりだ。だから、この方法はとれない」

　植物の狼フエンリルがようやく身体からだを起こした。

　頭上のタクトに頭部を向け、威い嚇かくするようにぐるぐると低く唸っている。

　タクトはそんな怪物に動じることなく近づいていく。

「……やっぱり、もうひとつの方法しかないよな」

　二つ目の対処方法は次の通りだ。

　花芯暴走では、元のフィオーラが花力の怪物の中に閉じ込められるような形で存在する。

　つまり敵を切り開き、中からフィオーラを救出することができれば助けられる。

　しかし、そのためには大きな隙すきを作らせなくてはならない。

　植物の狼フエンリルは、じりじりと近づくタクトを、避けるように避けるように距きよ離りを取る。

　警けい戒かいしているのだ。

　タクトは狼おおかみの目の高さまで降下すると、そこで停止した。

『ぐあああああああああ！』

　唐とう突とつに、獣けものがタクトに向かって吠ほえた。

　びりびりとした震動がタクトの鼓こ膜まくを、身体を、そして森の木々を揺ゆらす。

　同時に獣は跳躍する。

　太い幹のような前脚と、死に神の鎌かまのような爪つめで、タクトの身体をえぐりに来る。

　先ほどよりも攻撃が早く、鋭するどい。

「くっ。花力の消費を早めて力を上げたか？」

　タクトは間かん一いつ髪ぱつでそれを避け、上空に飛ぶ。

『ぐるぁぁぁ！』

　だが、逃にがさないぞと言わんばかりに唸りながら体勢を立て直す植物の狼フエンリルの周囲に、巨きよ大だいな黒い砲ほう身しんが浮うかび上がる。

　レベッカの花はな武ぶ具ぐ、フェンリルである。しかも五門あり、さらに巨大だ。

『ぐるぁぁぁぁぁぁぁ！』

　狼が吠えると、砲門から一いつ斉せいに黒い花力の弾たまが発射される。

　なんと、その弾だん丸がんのすべてが、狼の形となる。

　狼形の弾丸の群れは、まるで意思があるかのように空中を疾しつ走そうしながら、タクトに向かって獰どう猛もうな牙きばを向けてくる。

「ちぃっ！」

　タクトは即そく座ざに剣を構えて応戦。

　空中で身をよじりつつ、牙を躱し爪を避さけ、剣で狼形の弾丸を切り裂さいていく。

　数度の交戦でようやくすべての狼を消し去ることができた。

　だが、敵の攻撃はそれだけではなかった。

　見下ろすと、植物の狼フエンリルの頭部全体が黒く輝かがやいていた。

『ぐるぁぁぁぁぁぁ！』

　バシュウ！

　フェンリルの頭部にならぶ花弁のようなたてがみが開き、頭部全体から幅はば太ふとの黒い光が一直線に放出される。獣ブのレ息スと呼ぶべきか。

「くっ！」

　タクトは咄とつ嗟さに回かい避ひ行動に出るが、僅かに遅おくれる。

　肩かた口ぐちを通り抜ぬけた植物の狼フエンリルのブレスが、タクトの戦花装の一部を破は壊かいした。

　肩のアーマーと、頭部のバイザーが割れ、タクトの顔が露ろ出しゆつする。

　戦花装は花力を充じゆう塡てんすればすぐに復活する。

　だが、下方を見ると、眼下の怪かい物ぶつは動きが鈍にぶっている。

　獣が呼吸を整えるように身体を上下させていた。

　ブレスはかなりの大おお技わざなのだろう。

　タクトはその隙を見み逃のがさなかった。

「今しかない」

　高速で急降下すると、タクトは、チャージに喘あえぐ狼の頭部に向かって剣を振ふるった。

　ザンッ！　と縦に一いつ閃せん。

　目のない顔の額に、ぱっくりと傷が開き、中身が露出した。

　花芯暴走した怪物は花力の塊かたまりであり、中に血肉は存在しない。

　ただ、断面には複雑な色をした光が渦うず巻まいているだけだ。

　その中央部にひとつだけ、花力ではないものがある。

「見つけたぞ、レベッカ」

　暗い闇やみのような花力に埋うまるようにして、一糸まとわぬレベッカの姿がそこにあった。

　ぐったりとしていて意識がない。

　タクトは切断した断面に身体をくいこませ、レベッカの腕うでを摑つかみ取る。

　そして、怪物の身体から引き離はなそうと飛ひ翔しようする。

　しかし、ぐぐぐぐぐぐと、まるで花力がねばねばした粘液になったかのように、なかなかレベッカの身体を離さない。

　当然だ。怪物からすれば心臓をもがれるようなものなのだ。

　だが躊ちゆう躇ちよするわけにはいかない。

　このままでは確実にレベッカは花力を失い、死に至るからだ。

　傷口を閉じようとして、怪物は断面を狭せばめてくる。

　その上、壁へき面めんから無数の細かい花力の弾丸が生まれ、タクトに降り注いだ。戦花装の壊こわれた部分から弾が侵しん入にゆうし、額に傷を負う。

　痛みが襲おそいかかり、視界が血に染まる。

　だがタクトはそれに耐たえ、レベッカの手を引き続ける。

「うらああああああああああああ！」

　気合いと力、レオルの花力を全開にしてタクトは加速する。

　そして怪物の傷が閉まりきる直前、すぽーんとレベッカが引っこ抜け、離り脱だつに成功した。

『ぐるぁぁぁぁぁ！』

　エネルギー源を奪うばわれた怪物は怒いかり狂くるったような咆ほう哮こうをあげた。

　頭部を形成する花弁が怪あやしく光り、黒い光が顔の辺りに収束、濃のう度どを増していく。

『ぐるぁぁぁ！』

　先ほどよりも早く充塡され、放出されたブレスを、タクトはレベッカをかばいながらも、きりもみ状に回転し、紙かみ一ひと重えで躱かわす。

　黒いブレスは森の木々にあたり、それらをたちまちのうちに消失させた。

『ぐるぁぁぁぁぁ！』

　怪物はすぐに体勢を立て直し、威嚇するようにもう一度吠えた。

　だが、すぐには行動しない。ブレスのあとのチャージに入っているのだ。

　少し猶ゆう予よがある。タクトは脇わきに抱だきかかえているレベッカを見た。

「う……」

　すると、レベッカがかすかに目を開けた。

「え？　あんた……、フィーネのマスター……？……なんで助けたの？」

　壊れたバイザー越ごしにタクトの顔が見えたのだろう。

　タクトは特に隠かくさずに言った。

「俺には出で逢あったフィオーラをすべて咲さき誇らせる、世界最高のフィオーラマスターになるっていう夢がある。そのフィオーラには、レベッカ、当然おまえも入ってるからだ」

「誰だれも頼たのんでないわ。あんな薬に手を出したあたしに未来なんてない。誰もあたしに期待なんてしてないんだから、放っておいてよ！」

「うわっ」

　腕の中でレベッカがもがき、その身体を落としそうになった。

　タクトは咄嗟にレベッカの身体を持ち替かえる。

「バカ！　期待なんて俺がいくらでもしてやる。今日の失敗も、昨日までの苦労も、悲しみも、孤こ独どくも、全部俺が受け止めてやる。受け止めた上で、おまえが望むなら、俺はおまえも咲き誇らせてやる！　だから、今は俺の手につかまっていろ！」

　レベッカは一いつ瞬しゆん、目を見開いた。

　そして顔をくしゃくしゃにして泣き出すと、ぎゅっとタクトの腕にしがみついた。

　レベッカの姿勢が安定したことを確認したタクトは、細かくジグザグに飛翔し、ブレスを放出しようと顔の位置を合わせる怪物を攪かく乱らんさせながら、最高速でフィーネを寝ねかせてあるところまで飛んだ。その横にレベッカを下ろす。

　レベッカはぼうっとしながらタクトを見つめていたが、やがてすっと眠ねむりに落ちた。

　タクトはそれを確認すると、すぐに狼の前に舞まい戻もどる。

　花か芯しんを失った今、怪物は放っておけば消しよう滅めつする。

　だが、その間に被ひ害がいが拡大するおそれがある。だから、トドメを刺さす必要があった。

　タクトに気づいた獣は、準備万ばん端たんといった様子で唸うなった。

　そして頭部の花弁を光り輝かせると、またもや黒い光の束をタクトへと放出した。

「咲け。魔ま剣けんウィザラー！」

　タクトが剣を垂直に持つと、白銀色だった刀身が黒色に染まっていく。

　一瞬後、怪物のブレスが剣に直ちよく撃げき。

　ものすごい圧力がタクトの身体を後方へと押しやる。

　だが、それもごくわずかな時間だった。

　森の木々を一瞬でなぎ倒たおすようなブレスは徐じよ々じよに威力を弱め、やがて消失した。

　剣には傷一つない。

　その光景に怪物が不ふ審しんそうに喉のどを鳴らす。

「悪いな。ここから先は手加減無用だ。全力でいくぞ」

　言って、タクトはあたかもそこに何かがあるように、虚こ空くうを蹴ける。

　身体からだを地面と水平にし、怪物に向かって飛翔。

　剣を後方に引き、構える。

　怪物が警戒し、『ぐるあぁぁ』と吠えた。

　そしてまたもブレスを吐はく体勢をとる。

　だが、タクトの方が圧あつ倒とう的てきに速い。

「でやあああ！」

　怪物の懐ふところに飛び込むと同時に、タクトは剣を薙なぎ、一閃。巨体を水平に斬きりつけた。

『ぐる……』

　断だん末まつ魔まの声は響ひびかなかった。

　一瞬にして植物の狼フエンリルは破は裂れつした。無数の花力の粒つぶに分解され、辺りに飛び散った。

　タクトは背後にたゆたう怪物の残ざん滓しに語りかけるようにつぶやく。

「……魔剣ウィザラー。フィオーラの花力を打ち消す花武具だ。花力のブレスもかき消すことができるし、花はな戦せん争そうではたくさんのフィオーラの花力を奪った呪のろわれた力だ」

　やがて、怪物の花力が大気に溶とけ込むように消え去り、森に静せい寂じやくが戻ってきた。

「……さて、あいつらが気がつく前にレオルを解除しておかないとな」

　タクトは周囲を確認するとふわりと身体を浮かべた。

　万が一気がついたふたりに見られないように、念のため少し離れたところで戦花装を解除するためだった。

「……そういえばレベッカには顔を見られたな。どうするか……。だけど、朦もう朧ろうとしていたみたいだから、ごまかせる、だろ？」

　無理矢理、自分に言い聞かせながら上空へ飛ぶ。眼下の木々が豆まめ粒つぶになったところで、大きく迂う回かいして、元の場所から少し離れた森の中へ向かう。

「ん？」

　その途と中ちゆう、森の中に何かすばやく動く影かげが目に入った。

「動物？　いや……、人間？」

　一瞬のことだったので、はっきりとはわからなかった。

　だがそれは、白い戦花装を身に纏まとったフィオーラのように見えた。

「……気のせいか」

　タクトは目を擦こすりつつ、目的地へと降下した。




　その後、森には、異常な花力を検知した戦せん花かの園そのの警備フィオーラがやってきた。

　非合法ドラッグである解かい放ほうの棘とげの空き瓶びんがあったこと、レベッカの首筋に薬を注入した跡あとがあったことから、隠し立てはできなくなり、やむを得ずタクトは次のように説明した。

「レベッカが薬で花芯暴走を起こし、それをフィーネが無我夢中で殴なぐったところ、鎮ちん静せいできた」と。

　花芯暴走したフィオーラの対処は一いつ般ぱん的には知られていない。

　そして、一いつ緒しよにいたフィオーラマスターのタクトは男だ。誰も、男のフィオーラがいるとは思っていない。だから、警備フィオーラはあっさりとタクトの言い分を信じた。

　ちなみに、タクトの顔の傷は転んでついたことにしてある。

　フィーネは「わたしがレベッカを元に戻したの？　本当に？」と終始困こん惑わくしていた。

　当事者であるレベッカは、目覚めたあと、タクトをじっと見つめていたが、何も口にせず、おとなしく警備フィオーラに連行されていった。

　タクトとフィーネは、そんなレベッカの背中を、黙だまってずっと見送った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「首しゆ尾びはどうなの？　〝白兎ホワイトラビツト〟」

　甲かん高だかい子供の声が、真っ暗な部屋に響き渡わたる。

　王の謁えつ見けん場のように、広い広い部屋だった。ただ、灯あかりはほとんどない。

「はい」

　白兎と呼ばれた少女は、跪ひざまずきながら顔を上げる。

　暗さのせいでよく見えないが、前方には少女の主君にあたる人物が、ご大層な玉座に座っているはずだった。

「解放の棘は投とう与よと同時に、対象を花芯暴走させました」

「んははは。それじゃあようやく完成ね。適性のある子だけに本物を渡しておいて良かったわ。うん、すばらしい、最高、ワンダフル」

　ふざけた調子で、主君は手を叩たたいた。

「それと、こちらが花芯暴走した怪かい物ぶつの破片です」

　白兎はことんと、自分の前に小さな瓶を置く。

　その中には、あの怪物の破片が枯かれずに入っていた。特とく殊しゆな処理が施ほどこされているらしい。

「んはぁ！　それよ、それ。花芯暴走なんてそんなに使えるもんじゃないもの。欲しかったのはそれそれ。見事だわ、でかしたわ、大変良くできました！　ようやく世界を元に戻す日が近づいてきたわ。フィオーラの平和利用とかクソ喰くらえだものね！」

　乾かわいた拍はく手しゆと、調子外れた笑いはまだ暗くら闇やみに響く。

　だが、ぴたりとそれらが止やんだ。

「ところで、この怪物はどうやって死んだの？　予定通りおまえがやったの？　それとも自じ滅めつ？　はたまた、ようやく目覚めた〝眠り姫ひめ〟が奮戦してたり？　桜花の家を焼いたあの子なら、それくらいできるはずだわ」

「……どれも違ちがいます。闖ちん入にゆう者によって倒されました……」

「闖入者ァ？」

「白はく銀ぎんの剣けん花か……、だと思います」

「白銀の剣花ッ！　んは、んははははは！」

　主君は、その単語を聞いたとたん、壊こわれたオモチャのように笑い出した。

　なにがそんなにおかしいのだろう。白兎は思う。

「花芯暴走の復活に、〝眠り姫〟の覚かく醒せい、それに過去の英えい雄ゆうの再来？　いかにも歴史が動きそうな素材が揃そろってるじゃない。そうは思わない？　〝白兎〟」

「……わかりません」

「つまらない奴やつだわ。……いいわ。今日はもう下がりなさい。次の仕事は追って連れん絡らくするから。……ああ、おまえの薬もできてるはずよ」

「……はい」

　短く答えると、礼もそこそこに、白兎は主君に背を向ける。

（……なんでフィーネを起こしたの。……許さない。タクト・エンゲイジ）

　白兎──アリス・リリウムはやるせない怒いかりを拳こぶしに握にぎりしめながら、その場を後にした。







　　　終章







　レベッカが花か芯しん暴ぼう走そうをした翌日。

　朝にモモ先生から『レベッカが急病で入院することになった』という話があった。

　だが花芯暴走や、解放の棘の危険性に関する注意などは一いつ切さいなかった。

「花はな園ぞの委い員いん会かいが箝かん口こう令れいを敷しいたんだろうな」

　午後のラストリース事務所には、珍めずらしくサボり魔まレナの姿がない。フィーネやルルリアはレッスン中なので、今は、タクトとエルザのふたりだけである。

「箝口令？　なんでだよ。あんな危ないものが出回ったら色々やばいだろ？」

「仕方がないさ。花芯暴走はなくなったことになっている。違い法ほうな薬が原因とはいえ、公式に認めてしまえば、フィオーラは、また『恐おそろしいもの』として世間に認識されてしまうからな。それに……」

　つっと、エルザは指に挟はさんだシガレットチョコでタクトを指した。

「現場で花芯暴走したレベッカを見たのはおまえたちふたりだけだろう？　公表したところで誰だれも本気にしないさ。かく言う私も、にわかには信じがたいものがあるからな」

　エルザの言葉は尤もつともだった。

　しかし、頭では納なつ得とくできても胸の中に煮にえ切らない気分が残り、タクトは唸うなった。

　チョコを一口嚙かんで、エルザが続ける。

「だが注意しろよエンゲイジ。今回の件、誰かが裏で手を引いているはずだからな」

「わかった。……少なくとも、フィーネたちは俺が守る」

　やがてエルザは用事があると事務所を出て行き、

「おはようございまーす」

　代わりに、のんきな挨あい拶さつとともにレナが事務所にやってきた。

「よう、レナ。今日は遅おそいじゃないか？　いつも午前中からいるだろ？」

「ちょっと夜よ更ふかししちゃったのよ。見習いくんは聞いた？　昨日の事件のこと」

「事件？……なんのことだ？」

　ぎくりとしながらも、タクトは素知らぬふりをする。

「最さい果はての森もりに、怪物が現れたって噂うわさなのよ。昨夜ゆうべ、フィオリンクの情報サイトはその話題で持ちきりだったのよ」

「へ、へえ。そうなのか。……画像とかはあるのか？」

　タクトは背筋に冷たいものを感じながら会話を続けた。

「……残念だけど怪物の画像はないわ。ただ、最果ての森を上空から撮さつ影えいした画像を見ると、巨きよ大だいなクレーターがあったり、不自然に折れた木々が散らばってるの。まるで怪物が暴れ回ったみたいにね。見習いくんもその画像見てみる？」

　レナが異常にテンション高く語りながらタブレットをいじりだした。

　よく見れば目の下にはクマができていた。どうやらほとんど寝ねていないようだ。

「……その件なら、このあいだの嵐あらしのせいだという説が最有力みたいですよ」

　ふと、背後から声がし、タクトは振ふり返る。

「ルルリアか。おはよう。レッスンはもう終わったのか？」

「おはようございます。……今日のレッスンはルルには必要のないものだったので、早々に切り上げてきました」

　つんとすました表情でルルリアは言うと、定位置である食しよく卓たくに座った。

　たぶん、花か力りよくを使う関係のレッスンだったのだろうとタクトは予測する。

「ルルリアもこういう話に興味があるのか？」

　レッスンのことに触ふれるのは時じ期き尚しよう早そうだと判断し、無難な話題を放る。

「ルルはゴシップなんて興味ありません。ただ、クラスの友人たちが同じような話題で騒さわいでいたので。……エンゲイジさん、それより少しお話があるんですが」

「タクトぉ、いるぅ？」

　そこへなんだか泣きそうな声を出しながらフィーネが入ってくる。

「どうした、フィーネ？」

「聞いてよ。今日ね、ブルームアップができるようになって初めてのバトルのレッスンだったんだけど、力加減がわからなくって。それで、思いっきりやったら、練習場を壊しちゃったの」

「は？　練習場を壊した？　まじか？」

「うん。それでね、その先生がとても怖こわい先生で、『施し設せつを大切にしない生徒は今すぐ退学よ！』なんて言うの。ねえ、タクト、どうすればいいの？」

　フィーネはタクトの袖そでを引っ張った。

「どうすればって言われても……、謝るしかないんじゃないか？」

「やっぱり？　ねえ、タクトは世界最高のフィオーラマスターになるのよね？　そんなタクトなら先生の怒りを解くくらい、わけないでしょ？　今すぐ一緒に謝りに来てよ」

「それは構わないが……」

「ちょっと待ってください、エンゲイジさん。お話があると言いましたよね？　先に話していたのはルルですよ？」

　ルルリアがフィーネが引く手とは反対の手を引っ張った。

「ああそうだったな。ルルリアから話があるなんて珍しいな。一体なんだ？」

「あら、そういうことなら、最初に話をしてたのは私よ、ルル。ほら、見習いくん、この画像を見てよ」

　背後から覆おおい被かぶさるように、レナが腕うでを回し、タクトの前にタブレットを差し出す。

「お、おお。たしかにすごい画像だな」

「タクト、レナちゃんやルルちゃんと遊ぶのはあとにしてよ。わたしは退学がかかってるの！　来てくれないと耳元で歌うよ！　全開の全力でっ！」

「ルルの話は遊びではありません！」

「私だって真しん剣けんよ？」

　タクトを囲んで三人の少女たちがぎゃいぎゃいと騒ぎ出し、タクトはどうして良いのかわからなくなった。

　こんなとき、世界最高のフィオーラマスターはどう対処するんだろうか。

　タクトは自分がまだまだ未熟だと、改めて思うのだった。


fin.









　　　あとがき







　最近は一年を通して天候がやんちゃです。昔から、冬に例年よりも酷ひどい大雪が降れば「今年の夏は暑くなりそうだ」とか、夏は夏で、猛もう暑しよ日びが長く続いたり、最高気温を更こう新しんしたりすると、「今年の冬はきっと大雪が降る」なんてことを言っていたのですが、ここ数年はこんな発言を毎年のように口にしています。やんちゃな天候がスタンダードになりつつあるようです。おとなしかった優しい幼なじみが、いつのまにかバイオレンスなヤンデレさんになってしまったような気持ちです。それはそれでありだと思いますが、どちらにせよ、身体からだに気をつけて上手に付き合っていきたいものです。

　こんにちは。宮みや沢ざわ周あまねです。

『咲さき誇ほこる戦花巫女フイオーラ』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　今作は『フィオーラ』と呼ばれる特とく殊しゆな力を持った女の子たちが歌ったり、踊おどったり、ファンサービスをしたり、戦ったりしながら自分の夢を叶かなえるために頑がん張ばるお話です。

　最初の企き画かく段階では、女の子はただ歌うだけだったのですが、気がつけばバトルできることになっていました。

　むしろそっちがメインにも見えますが、バトルはあくまでも彼女たちの日常、「フィオーラ活動」の一いつ環かんです。ほかにも色々なことをします。

　歌って踊って戦って、世界中の人を笑顔にする存在。

　それが戦花巫女、フィオーラなのです！

　さて、主人公のタクトはフィオーラマスターという、マネージャーというか、プロデューサーというか、教官というか、魔ま術じゆつ講師というか、提てい督とくというか……、そんな感じのポジションで、ときに厳しく、ときに優しく、ときにムフフな感じ（不ふ可か抗こう力りよく）に接しながら、少女たちを応おう援えんしていきます。

　されど、そこは主人公。

　そして、この作品はバトル要素あり！

　ってことで、もちろん主人公も戦います！　応援するだけではありません！

　女の子たちが競い合う中にどうやって主人公がからんでいくのか？

　色々考えた結果、担当さんのヒントをもとにこねくり回して、なかなか良い形にまとまったと自負しております。ぜひとも本編で確認していただきたく！

　一方でヒロインズ。

　彼女たちはフィオーラです。そして問題児ばかりです。フィオーラとしては致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを抱かかえています。このままでは駄だ目めだとレッテルを貼はられた状態です。だけど、彼女たちには夢や目標があります。

　斜はすに構えたり、遠えん慮りよしていたとしても、本当は咲き誇りたいと願っているんです！

　そんな少女たちが心に秘めた想いを叶えるために、マスターとなったタクトが頑張ります。当然、タクトの前にもたくさんの苦難が立ちはだかり、一ひと筋すじ縄なわではいきません。ですが、そこはなんとか乗のり越こえていってくれることでしょう。




　ひとりでも多くの女の子が咲き誇れますように。




　珍めずらしく作品についてまじめに書いてみたところで、謝しや辞じを。

　イラストのにの子こ様。

　抽ちゆう象しよう的な文章表現のフィオーラたちを、可愛く、セクシーに、それでいて格好良くデザインしていただきありがとうございます。ラフスケッチを拝見した時点で、この娘こならこうせねば！的なフィードバックを随ずい所しよに盛り込ませていただきました。さらに、この子ならきっとこういう物語が……、と想像も膨ふくらんでおります。ひとまず、もう一回、ありがとうございます！

　担当様。

　色々と忙いそがしい時期だというのに、作品を良くするヒントやアイディアをたくさん提供していただけたこと、大変感謝しております。この気持ちは言葉だけでは語り尽つくせません。でも、あとがきなので言葉で書きます。ありがとうございます！

　編集部のみなさまや、出版に関わっているみなさまにも感謝です。

　そして最後に、この本を手に取ってくださったみなさま。

　私事ではありますが、この作品は宮沢周にとって人生で通算十冊目の、記念すべき一冊となりました。

　ここまでこられたのは、ひとえにみなさまの応援があってのことです。

　ありがとうございます。

　これを機に宮沢自身も大きく咲き誇れるように、よりいっそう精進します。

『咲き誇る戦花巫女』とともに、今後とも応援いただけると幸いです。





二○一四年八月　　宮みや沢ざわ　周あまね
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